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　第一章　期待外れの聖女と祈り









　この地上に邪悪な魔素が蔓延はびこり、多くのモンスターが誕生した。

　太陽の女神ソレルは大地を照らしモンスターを消滅させ、地上の生き物たちを助けた。

　そうして大地に住む者たちを守るために自らの骨の一部を分け、その地に自分の分身ともいえる聖女アグネスを誕生させた。

　以来、聖女アグネスはその聖なる力で地上を浄化し、血を分ける子孫に聖なる力を与えた。




　私が生まれた時、その内なる力の量にちょっとした騒ぎになったと聞いた。聖力を量る水晶は力の大きさに耐え切れずに測定不能になり、原始の聖女アグネス様の再来かと噂されたのだ。

　聖なる力というのはすなわち魔素を浄化する力をいう。女性にしか発現しない力で、その力を持って生まれた女性を聖女という。聖力は身を守る結界を作ることができ、モンスターが嫌がる光を生み出すことができる。浄化の光は人体に影響はなく、魔素とモンスターに対してのみ効力がある。

　代々、優秀な聖女を輩出してきたモルガン家の現当主の家に生まれたのが私、プリモ＝モルガン。

　けれども、散々騒がれて成長した私は周囲の期待に応えることはできなかった。

　莫大な聖力を持って生まれてきたのに、それを使うことができなかったのだ。

　期待外れの聖女──それが今の私に対する周りの評価だった。




「ちょっと、もう、いい加減にしてくれる？　あなたと組むの嫌なんだけど」

　リネットにあからさまに言われて、私の気持ちは落ち込んだ。魔素の浄化を行わないといけないのに、私が手をかざしてこの部屋でできたことと言えば、部屋を明るく照らしただけである。

「ご、ごめんなさい」

「あのさ、部屋を照らすくらいしかできないんだったら、大人しくしててよ。ほんと、どうしようもないのね」

　聖女は国の大切な人材である。女の子が生まれるとすぐに聖力を鑑定し、多少でもその力を見出されると『聖女』として登録され、国に手厚く保護される。

　魔素は世界のあちこちで知らないうちに溜まっていき、やがてそこからモンスターが生まれてしまう。聖女の役目は主に魔素を浄化することだ。生まれてしまったモンスターは人を襲うので、やっつけるしかない。

　聖女に認定された女の子は専門の学園を経て、国の魔素浄化機関の一員となる。そうして日々魔素を浄化していく仕事を担うことになるのだ。学園を卒業したばかりの十八歳の私はまだ新米の聖女で、三人グループになって行動していた。

　魔素は廃墟や城の地下に溜まりやすく、やがてダンジョン化してしまう。ダンジョンとは元の地形や建物に魔力が宿って、幻影が加わり、複雑なものになった場所のことをいう。危険な場所であるにもかかわらず、そこでは魔力が宿ったアイテムが誕生することも多く、一攫千金を狙ってダンジョンに潜っていく冒険者が後をたたなかった。

　ひと昔前まではわざとダンジョンを大きくして、アイテムを取ろうと計画した王様もいたようだが、そのぶん誕生するモンスターも強いものになり危険が大きくなる。たくさんの犠牲者を出して以来、魔素は規模が小さいうちに消滅させるという取り決めになった。

「まあまあ、リネット、落ち着いてちょうだい。残りの魔素の浄化は私がやるから、少し休んでていいわよ。プリモ、せめて荷物持ちくらいできるわよね？」

「あ、は、はい！」

「残りを全部、アーシェリア、あなた独りで!?　他の誰かがそんなことを言おうものなら無理だって言い返すけど、できてしまうのだからすごいわぁ。あなたはなんて優秀で優しいのかしら。さすがモルガン一族の聖女だわ！　お荷物のプリモまで引き受けるんだから」

「このままだと親戚中の恥だもの。仕方ないわ」

　代々女系が家を継ぐモルガン家当主である母の妹の娘、アーシェリア。彼女は優秀な聖女で浄化してきたダンジョンは数知れない。まさに名門『モルガン家』の名に恥じない期待の星である。特に彼女は聖力をコントロールすることが上手く、魔素の溜まり具合にもよるようだが、ひとつの部屋から移動せずにダンジョン全体を浄化するという、とんでもないことができてしまうのだ。学園卒業後早々に独り立ちする話も来ていたそうだが、本人はちゃんと新米聖女のカリキュラムを終えてからにしたいと言って、未だお荷物の私を連れてダンジョンを回ってくれていた。

　聖女は年に二回行われる認定試験によって下からＣ、Ｂ、Ａ、Ｓとランクが分けられていて、優秀なアーシェリアが現在Ａ級。しかもこのまま成長すれば今後、めったに出ないとされる最上級のＳにもなれるかもしれないと噂されている。

　ちなみに私は聖力がほとんど使えないため、ぎりぎりＣランクで今後も上がりそうもない。そのためにアーシェリアの荷物持ちくらいしかできないのだ。




「そう言えば、聖騎士エリアス様が今までペアだったお姉様の婚約が決まって、フリーになるそうね。きっと次のパートナーにはアーシェリアが選ばれるに違いないわ。はあ、いいなぁ。聖騎士様と組んだ聖女は大抵カップルになるもの。エリアス様が恋人なんて羨ましいわ」

「そんな、まだ何も決まっていないのに滅多なことを言うものじゃないわ」

　リネットの言葉にアーシェリアがまんざらでもない感じで答えている。エリアス様という単語に私の肩が飛び跳ねた。それは私の憧れの聖騎士様だからである。




　聖騎士というのは魔素から生まれたモンスターと闘う専門の騎士のことをいう。経験を積んで独り立ちした聖女は、より魔素が濃くモンスターが発生している場所で、聖騎士とペアを組んで活動する。中でも銀髪で紫色の瞳の美しい聖騎士、エリアス＝カーネルス様は十七歳の頃から聖騎士として独立し、これまた優秀な双子のお姉様であるカーラ様とペアを組んで様々な功績を残している。もちろん聖騎士にもランクがあり、エリアス様は現在二十歳でＡ級。お姉様のカーラ様も同じくＡ級である。たった二つ上の歳だというのに、すごい人たちなのだ。

　そんなカーラ様の婚約が決まったので、ペアを解消し、エリアス様が新しい聖女を募集するらしいという噂が聞こえていた。今、最も認められているペアのいない聖女はアーシェリアだ。だからエリアス様がアーシェリアを選ぶのも時間の問題だとみんな思っている。

　エリアス様とペアを組むなんて私には遥か雲の上の話。あまりに次元が違いすぎてアーシェリアを羨むことすらできなかった。

　せめてもう少しだけでも私に聖力が使えれば、聖女として役に立てるのに。馬鹿みたいにたくさん身に秘めているというのに、使えないなんて何にもならない。

「プリモ、こっちよ。早くしなさいよ」

「はい」

　荷物を持ってアーシェリアに続く。ここは比較的最近できたダンジョンなので、まだ魔素もそんなに溜まっていない。新人グループは大抵そんなダンジョンに派遣される。

「荷物、そこに置いて。ああそうだ。プリモってば、エリアス様のこと好きだったわよね」

「えっ!?　はうあっ！」

　アーシェリアは決まって、二人きりになると私の好きな人の話をしてからかってくる。正直、恥ずかしくて嫌だ。けれど私を連れてダンジョンに入ってくれるアーシェリアには文句も言えなかった。

「以前、会ったことがあるんだったっけ？」

　荷物を下に置きながら私は顔が熱くなるのを感じていた。前にアーシェリアにエリアス様の絵姿を持っているのを見られてしまったのだ。あれから、こうやってからかわれる。

「そ、それは……」

「素敵よね～。エリアス様。ねえねえ、プリモがもしも恋人になれたら、エリアス様とどんなデートしたい？」

「へっ!?　で、デート!?　そ、そんなことは……！」

「エリアス様って淡白そうよね。どんなキスするのかしら」

「キ、キ、キスゥ!?」

　あの高潔なエリアス様はそんなことはしない！　……けれど、キス……。こ、恋人とかなら、するのかな……。

　想像するだけでも頭から湯気がでそう。ダメ、ダメ、考えちゃ。そんな、エリアス様にかぎってそんなこと……で、でも、恋人になんて、なったりしたら、やっぱり……キ、キ、キスだって……！

「ま、プリモには手が届かないだろうけどね」

　カアッとなって下を向いていた私に、急に冷ややかな声がかかった。顔を上げると部屋の中の魔素は全て浄化されていた。きっともうダンジョン全体の浄化も済んだのだろう。

「あ……」

　アーシェリアがしゃがんでいた私を冷たく見下ろす。役にも立たずに顔を赤くしていた私にイライラしたのだろう。

「プリモはさ、なんの役にも立たないんだから一生私の荷物持ちをしたらいいの。可哀想だから私が雇ってあげるわ」

「……そんな」

「さ、浄化も終えたから戻るわよ」

　前を行くアーシェリアに慌てて荷物を持ってついて行く。役立たずと言われても、何一つ言い返せない自分が情けなかった。現に従妹のよしみで入れてもらっているこのグループ活動の成績がなければ、私は完全に浄化のチームから外されてしまう。聖女で今までそんな者はいない。まさに親戚中の恥になる。

「すごーい！　アーシェリアってば、もう浄化してきたの？　私たちのグループが最速で終わったよ！　あー私、アーシェリアと同じグループでよかった！」

　戻ってきた私たちにかかったリネットの言葉が胸に刺さった。

　その日、私たちのグループは割り当てられた魔素の浄化を一番で終わらせた。騒ぐリネットの声を聞いて、アーシェリアはいっそう聖女として優秀だとみんなに知れ渡り、私はお荷物でしかないと再確認されてしまった。




「あ～。自分が情けないです」

「同じグループになれなくてごめんね。アーシェリアがいっつも強引にプリモを自分のグループに入れちゃうんだもの」

　聖女が寝泊りする寮に帰ると親友のシェリーが頬を膨らませてそう言ってくれた。彼女とは高等部からの付き合いで今は部屋も同室である。

「従妹だから、気にかけてくれているのだと思います。このままだと、問題をおこした聖女と一緒に聖堂の清掃に回されますから」

「確かに名門モルガン家のお嬢様がすることではないね。でもさ、もうちょっと優しくしてもいいじゃない。プリモに毎回、荷物持ちばかりさせて。優秀な聖女だからってあの態度はないよ」

「……でも私が荷物持ちくらいしかできないのがいけないんです」

「プリモ、聖力はたくさん持ってるのにね。どうにか使えたら最強なのに。あ、でもさ、エリアス様の絵姿見たらちょっと聖力が使えるようになったじゃない」

「ちょっと過ぎて魔素を浄化するのに、とっても時間がかかりますけどね」

「何事も小さな一歩からだよ。座学は誰よりも頑張ってきたじゃない。きっと、そのうちプリモは立派な聖女になる！」

「励ましてくれるのはシェリーだけです」

　嫌味を言おうが、からかおうが、アーシェリアが私を自分のグループに入れてくれるのは、きっと私を心配してくれているのだろう。優しくされたことはないけれど。

　どうやったら、聖力が使えるようになるんだろう。聖女と言われるみんなができることが私にはできない。自分が情けなくて親に申し訳なくて、本当は聖女なんて辞めてしまいたくて仕方がなかった。

　二段ベッドの上で私は枕の下に隠していたエリアス様の絵姿を出した。こっそり市場で出回ったものを手に入れたのだ。もちろんソレル神の絵姿も一緒だ。

「……エリアス様」

　三年前、私はダンジョンでエリアス様に助けてもらったことがあった。高等部の時の実習で魔素が上手く浄化できずに、もたもたしているうちにモンスターが生まれてしまったのだ。私に呆れた同級生たちは、すでに私を置いてダンジョンの外へと出てしまっていた。慌てたシェリーが呼んできてくれたのが、当時まだ聖騎士になる前のエリアス様だった。

　幸い小さかったモンスターはすぐにエリアス様が倒してくれた。エリアス様は私が浄化できないことを知っても、嫌な顔をせず「そんなことよりも、大丈夫？　怪我はない？」と言ってくれた。聖堂の天井画の天使みたいに美しい人だった。あの時からずっとエリアス様は私の憧れの人である。

　それからエリアス様は史上最年少の聖騎士に任命されたので、学園で見かけることはなくなった。けれど、その活躍ぶりはいつも噂になっていた。

　思いがけずエリアス様の絵姿を手に入れてから、この絵姿を胸に押し当てている時にほんの少しだけ、聖力が使えることがわかった。そうやってエリアス様は私に力を貸してくださるのだ。きっと本当に天使様であるに違いない。

　エリアス様とペアになるなんて、夢のまた夢。

　そんな大それたことを考えたりしない。

　けれど、せめて聖女の一人として認めてもらえたらどんなに嬉しいだろう。

　そう思って私はエリアス様の絵姿を枕の下に戻した。




　朝、起きて聖堂でお祈りをして、薬草に水をやりに行くのが私の日課だ。

　自分では使えない聖力だが花の精霊たちは受け取ることができるようで、私が畑に行くと色とりどりの粒が集まってきて水やりする私を取り囲んだ。私の育てる薬草はとても早く立派に育つと評判で、聖女を辞めることを認められたら、将来薬草を育てる仕事ができないかと密かに思っている。

　父も母も必死でソレル神に祈った。

　もちろん私もずっと毎日祈っている。

　けれども、それが何かの戒めであるかのように私の力は使えない。

　使えないとわかっていても聖力があるので、聖女からは外してもらえない。

　厄介だな、と思う。モルガン家にはアーシェリアという優秀な聖女がいるのだから、私は薬草を育てて生計を立てても問題はないのに。浄化作業もろくにできない私は、聖女と名乗ることさえおこがましい。




「プリモ～！　大変！」

「どうかしたのですか？　シェリー」

　水やりを終えて朝食をとりに食堂へ行くと、私を見つけたシェリーが駆け寄ってきた。

「それがね、西の廃城の地下にダンジョンが現れたらしいの」

「そうなんですか」

「で、そこに向かう聖騎士様が発表されたのだけど、誰だと思う？」

「え。まさか」

「そう、まさかのエリアス様よ！　今、浄化に向かう聖女の募集を始めたから、プリモ、チャンスだよ！」

「……シェリー。私が行っても役に立てないのだから、エリアス様のご迷惑です」

「募集は三名よ！　私も立候補するから一緒に行こう！　絵姿で力が出るなら、本物ならもっと出るかもしれないじゃない！」

「……で、でも」

　聖女の施設には掲示板があり、常にダンジョンの浄化をしに行く聖女の募集がある。一人前の聖女でペアを持っている人は寮をでて、独立して指名依頼を受けるのがほとんどで、下っ端の私たちはこうやって地道に依頼の募集をこなして経験を積んでいくのだ。どうやらエリアス様がペアを解消したのは本当のようだ。フリーになったので、こうした募集が発生したのだろう。

　シェリーが張り切って私に応募用紙を持って来てくれたけれど、正直気が進まなかった。エリアス様には会いたいが、遠くで見つめていられたらいいのだ。それに役に立てなくてガッカリされたくなかった。

「私じゃ選ばれないよ。ほら、みんな応募してるもの」

「それこそ、当たって砕けろじゃない。ダメで元々なんだから、ほら」

「う、うん……」

　こんなに人気の募集だ。私が名前を書いたところで決まる訳がない。

　シェリーが私を思ってこうやって一緒に応募してくれるのだから、名前だけ書こう。そう思って名前を書いた。




　しかし数日後、選抜された聖女の名前が張り出された時、みんながザワザワと掲示板の前で話をしていた。

　西の廃城の浄化に向かうメンバーにはアーシェリア、シェリーと、なぜか私の名前が入っていたのだった。

「プリモ、よかったよぉ！　初めて一緒のメンバーに入れて嬉しいよ！」

　優秀なアーシェリア、それに実力では二番手のシェリーが選ばれたことは納得だったが、どうして私が、と思う。ざわめきの中には『母親に泣きついたんじゃないの』と心無いことを言う人もいた。

「でも、シェリー。どうして私が選ばれたのでしょう。こんなの絶対無理だと思っていたのに」

「……ほら、アーシェリアと私がいたら、プリモがちょーっとしか浄化できなくたって、何とかなるし。……プリモ、一旦、部屋に戻ろう」

　不思議がる私にシェリーはそう言ってくれた。私もシェリーと一緒に回れるのは安心だし嬉しい。でも……。

　部屋に戻るとシェリーは私に向き合って真剣な顔をしていた。

「ど、どうかしました？　やっぱり私が選ばれたのはおかしいですよね」

「あのね。今回のことなんだけど、私、聞いちゃったの」

「何をですか？」

「私とアーシェリアは選ばれていたんだけど、プリモはアーシェリアの推薦なの。推薦っていうか、プリモを連れていけるならアーシェリアが行くって言ったみたい」

「え？」

　アーシェリアはそんなにも私を荷物持ちにしたいのだろうか。もしかして、私がエリアス様のことを慕っているから？　……今までの意地悪を思い出すとそれはありえない。

「前から不思議に思ってたの。どうして、こんなにしてまでアーシェリアはプリモと組みたいんだろうって」

「……それは。荷物持ちにして私を馬鹿にしたいのかもしれません」

「プリモに対する嫉妬はあるだろうけど、それだけなのかなぁ」

「アーシェリアが私に嫉妬する要素なんてありませんけど」

「わかってないなぁ。プリモは。聖力が使えないってことを除いたら、性格も容姿もアーシェリアには勝ち目ないんだから。私、この機会にアーシェリアを探ってみようと思う」

「一番省いちゃいけないことを除いてしまって褒められても……」

「なんか違和感があるんだよね。プリモもちょっと気を付けてみて」

「あの、シェリー。私のことを心配してくれるのは嬉しいのですが、お仕事はちゃんとすべきです。もしもアーシェリアが何か企んでいたとしても私に対してですから、私は平気です。魔素を浄化するお仕事は大事なことなんですから」

「……プリモ」

「私は聖力もまともに使えないダメ聖女ですが、これでもモルガン家の一員です。できるだけ魔素を減らして、みんなが安心して暮らせる手助けをしたいと思ってます」

「ごめんね、そうだね。私たちは聖女だもの。プリモのそういうところ尊敬してる」

「私を連れていくアーシェリアの気持ちはわかりませんが、彼女は私が荷物持ちをしていると機嫌がいいので、それで少しでも魔素の浄化を手伝えているならいいんです。もちろん今回はシェリーが一緒だから嬉しいですけど」

「……エリアス様も来るしね」

「えっ、はっ、そ、そうですね！」

　シェリーが面白そうに私を見て言った。今回の魔素の浄化作業でエリアス様がアーシェリアをペアに選ぶ結果になることも十分予想できる。いや、きっとそのつもりなんだと思う。それを目の当たりにしないといけないのかと思えば複雑な気分。アーシェリアはそれを見せつけるために私を連れて行くのかもしれない。




　数日後、私たちは現地に到着した。エリアス様は一日遅れて到着するらしい。城の地下に最近できたというダンジョンは思っていたより不気味な雰囲気だった。とりあえずは地下の入り口だけ確認して、城から少し離れた屋敷に泊めてもらうことになった。

「お城の地下の地図、持ってきたよ。ダンジョン化が進んでいても、これが基礎になっているだろうから頭に入れておこう」

　シェリーがてきぱきとダンジョンに入る前の準備をおこなう。それをアーシェリアが面白くなさそうに聞いていた。それもそうだ、アーシェリアはいつも地図の確認などせず、部屋に入るとさっさと浄化を済ませてしまう。一部屋で浄化をおこなうとダンジョンの全体までもその力が行き渡るので地図がいらないのだ。

　個々に部屋が割り振られて、荷物を置く。私がアーシェリアの荷物も運んでいるのを見てシェリーが驚いていた。

「これだけプリモを使用人みたいにこき使うんだから、そりゃあ手放せないわよ。なんなの、あの子。信じられない」

「私はお荷物ですから」

「それに、いつも浄化を一番で終えて帰ってくるけど本気で地図も見ずに浄化していたのね。驚いたわ。アーシェリア、やっぱりすごいのね」

「私の面倒を見るくらいには、余裕があると思います」

「はあ。悔しいけど、主席聖女は違うのね……」

「プリモ！　ちょっと来て」

　アーシェリアの呼ぶ声が聞こえた。シェリーは眉をひそめたが、私は大丈夫だと部屋に向かった。

「どうしたのですか？」

「お風呂に入ろうと思うから、用意をして」

「え。自分のことは自分でするのがルールではないですか？」

「そんなこと言っていいの？　エリアス様に会いたかったんでしょう？　私が推薦しなかったら、ここには来れなかったのよ？　大人しく用意しなさいよ」

「推薦してくれなくてよかったんです。私じゃない人が来た方がスムーズにお仕事が済ませられるでしょう？」

「……浄化は私一人で十分よ。シェリーだって本当は必要なかったけど、まだ私たちは三人グループが基本だって言われたから仕方なくよ。あなたが私の気分を害さないように身の回りの世話をしてくれたら、万事うまく浄化が済むわ」

　ソファに寝転んだアーシェリアが私にそう言い切る。これが実力のない人だったら、言い返すこともできるだろうけれど。はあ、とため息をついて私はお風呂の準備をした。

「後で、ダンジョンの確認だけしたいからついて来てね。あ、シェリーはうるさいから置いて行くから。黙って抜け出して来なさいよ」

「はい」

　我がまま放題のアーシェリアは昔から私に対してこんな感じだ。でも、前もってダンジョンの様子を窺うなんて、今までのアーシェリアだったら絶対にしていない。エリアス様が絡んでいるせいかもしれないけれど、少しは仕事に対する気持ちを改めたのかもしれない。日ごろから、いくら優秀な聖女だとしても魔素の浄化作業を少し軽くみていると思っていた。これを機に真面目に取り組んでくれるなら、ダンジョンの様子を見に行くのについて行こう。その時はそう思っていた。




「行くわよ」

　アーシェリアが私の部屋に訪ねてきたのは夜中だった。ダンジョンに昼夜なんて関係ないけれど、廃城の地下なんて夜中に行きたくない。

「せめて、日が昇ってからじゃダメですか？」

　一応、提案はしてみたものの、アーシェリアは有無を言わせなかった。しぶしぶ私はアーシェリアが渡してきた荷物と自分の荷物を持って、彼女の後ろをついて歩いた。

「地図は私が持ってきましたよ」

「いらないわよ、そんなもの」

　相変わらずアーシェリアは地図を見る気がないらしい。

「出入り口の確保しました」

　アーシェリアに続いて足を踏み入れると真っ先にドアに木を挟んで扉が閉まらないようにした。ダンジョンに入る時は必ず出入り口を確保する。入る人たちで確認し合うために必ず声をかけ合うのだが、アーシェリアは返事すらしてくれなかった。ダンジョンのドアは一度閉まってしまうと内側からは開けられないので重要な確認だ。本音を言うとこういう地味な作業もちゃんとして欲しいと思っている。

「あれ？」

　一つ目の部屋に入り、明かりを灯すと人影が見えた。よく見ると、この廃城の持ち主が立っていた。夕食の時に挨拶を交わしただけで後は見かけていなかったが、いつの間にこんなところにやってきたのだろう。

「あの、城主様？」

　私が声をかけるとふらり、城主が振り返った。

「きゃああああああっ！」

　アーシェリアの叫ぶ声が聞こえた。ありえないことに振り向いた城主の顔は、百八十度首だけがこちらを向いていたのだ。

　なにが、起こっている？

　急に濃い魔素を感じた。感じたことがある感覚。これは目の前でモンスターが生まれる予兆だ。聖女は攻撃できる術がない。聖騎士がいないとまずい。

「一旦、退散しましょう！」

　私がそう言うとアーシェリアが一目散に扉の方に走った。私もそれを追う。けれど私がたどり着いたとき、アーシェリアは挟んでいた木を蹴り飛ばして外に出ると扉を閉めてしまった。

　バタン！

　扉の閉まる音と空間が歪む感じがしたのは同時だった。








　第二章　ダンジョンに閉じ込められて









「アーシェリア！」

　信じられない、どうして!?

　扉を閉めるという行為は、ダンジョンの中に閉じ込めることと同意だ。

　もちろん全ての浄化が済めばダンジョンはなくなる。しかし、すでにモンスターが発生しているなら話は別だ。モンスターは浄化の力だけでは倒せないし、魔素を生み出してしまう。聖女は戦う術がないので、外部から助けに入るか、日の出の光を受ける数分間に内側から出入り口を見つけて脱出するしかない。厄介なのはダンジョン内にボスが発生することで、ダンジョン内はより複雑になってしまう。外部から助けが入っても合流するのが難しくなる上に、一度ボスに目をつけられるとボスが消滅するまで外に出られなくなってしまう。

　そのためにダンジョンに向かうときは目的が偵察でも、二人以上で行くことが決められているのだ。

　背後に迫るのは、今まで感じたことのないような、魔素の嫌な感じだった。すでにモンスターが発生していてもおかしくない不気味な雰囲気。

　絶望を感じる中、白目を向いたままの城主がカクカクと顎を鳴らしてこちらに向かって来ていた。

「い、いやだ、た、助けて……」

　奇妙な動きでこちらに向かってくる城主を避けながら部屋を逃げ回った。いつの間にか、ただ壁に囲まれた四角い空間になっている。きっとダンジョン化が進んで、幻を見せられているのだ。

　カクカクカク……。

　落ち着け、外に通じる扉は閉ざされたとしても、見えていないだけで次の部屋につながる扉はある。そこで不自然な空間を見つけた。壁に虹色にゆがんだ隙間がある。

　あれだ！

　私を捕まえようとする城主の手をかわして、私はその空間へ飛び込んだ。

　ダン！

　転がり込むように飛び込んだ先は倉庫のようだった。またぐにゃりと空間が歪んで、入ってきた隙間が消えていった。こうなると城主は追ってこられないだろう。やはり、見えていたのは次の部屋への扉だったのだ。たしか、隣は酒蔵だったはず。念のため地図を出して確認した。まだまだダンジョンは廃城の入り口にすぎない。

「新人グループが来ても大丈夫なダンジョンじゃなかったの？」

　地図を開く指先がまだカタカタと震えていた。先ほど感じたのは明らかに新人が浄化するような魔素量じゃなかった。それにアーシェリアは何をした？　自分だけ外に逃げて扉を閉めた。私が閉じ込められるのはわかっていたはずなのに。

「酷いです……」

　今までアーシェリアには数々の嫌がらせをされてきたけれど、これは命に関わることだった。あのまま、この部屋に逃げ込めなかったら、自分がどうなっていたかわからない。

　こんな状態でアーシェリアは助けを呼んでくれるのだろうか。

　ずっと堪えていた涙がポロポロと零れた。コロコロ……。

「あ……」

　零れた涙の粒が床に落ちるとそれが玉になって転がった。ずいぶんダンジョン化が進んでいるらしい。聖女の涙には聖力があるので、ダンジョンではアイテム化してしまうのだ。つまり、このダンジョンは最近できたものではない。少なくとも、アイテム化が進むくらいに魔素が溜まっているのだ。これではモンスターがうじゃうじゃいてもおかしくない。

　聖騎士もいない、他に協力する聖女もいない。そして私は聖力も使えない。

　どうしよう……。

　すがる思いで私は胸から畳んでいたエリアス様の絵姿を出した。

「ソレル神様、エリアス様、力を貸してください。どうか、私をこのダンジョンから脱出させてください」

　何度も、何度も、そう繰り返して唱えると手のひらに聖力が溜まってきた。

「エリアス様……」

　エリアス様に願えば、少しだけ聖力が使える。

　部屋の魔素をそれで浄化していこう。この部屋の隅だけでも浄化できれば、助けを待つことができる。例えアーシェリアが助けを呼びに行ってくれなくても、きっとシェリーが気づいてくれるはずだ。それまで何とかモンスターに見つからないようにしなければ。

　大丈夫。

　きっと、大丈夫。

　少しだけ浄化が進むと部屋の隅に何かが落ちているのがわかった。

「何かしら？」

　黒くモヤモヤする手のひらに収まる石……無視しようと思ったが、どこか見覚えがあるようにも思えた。私はそれも少しずつ浄化することにした。

「エリアス様、エリアス様……お願いします」

　何とかエリアス様に願って、ようやくモヤモヤを取り払うと、親指の先くらいの大きさの紫色の宝石が出てきた。

「やっぱり、見たことがあるような……」

　手に取って観察したが、アイテム化したものでもなさそうだった。

「あれ……？」

　必死で祈っていると、右手に出していた聖力が紫の宝石に吸い込まれていってしまった。聖力を吸収する石……思い出した。これは聖騎士が聖剣にはめる、聖力を溜めておく守護石だ。きっと聖力が空っぽになっていたのだろう。試しにまたエリアス様に力を借りて、片手に聖力を溜めた。

「エリアス様、エリアス様……お願いします」

　するとまた僅かに溜まった聖力が石に吸い込まれていった。何度も繰り返すうちに黒ずんで見えていた石がほのかにキラキラと輝き出した。

「きれい。まるでエリアス様の瞳の色みたいです」

　美しくなった石が私を勇気づけてくれる。独りぼっちで今にも涙が零れそうだけど、でも何とか頑張らないと。気を取り直して、ごしごしと目をこすった。

　──あの。君は聖女？　もう少し聖力をくれないかな。

「え？」

　どこかから、声が聞こえた。私はさっきの城主の様子を思い出して、一気に青ざめた。キョロキョロと部屋を見渡しながら、落ちていた棒を持って構え、なけなしの勇気を振り絞った。

「だ、誰か、いるの？」

　声をかけても、どこにも姿は見えない。するとまた声が聞こえてきた。いや、声というより頭の中に響いてきているような……。

　──君が拾った紫の石の中にいるんだ。

「石？」

　その声に驚きながらも、私は恐る恐る手を開いて握っていた石を眺めた。確かに、ここから聞こえる。

　──聖力をもっと分けてもらえないかな。

「ひいっ」

　思わず石から手を離すと石はコロリと床に落ちた。しかし聖力を必要とするなら魔素から作られたものではない。そもそもこれは聖騎士の守護石なのだ。きっと危険ではないはずである。思い切って石に尋ねてみた。

「石の中にいるって、あなたは何者なんですか？」

　──俺は聖騎士なんだ。突然のことだったから、はっきりとはわからないけれど、このダンジョンのモンスターに殺されて、精神だけ聖剣にはめていた石に守ってもらったような感じだと思う。

「こ、殺された？」

　──多分ね。きっとこのダンジョンのボスだったんだと思う。残念ながらもうこのダンジョンにはボスが発生している。

「そんな……」

　──君が聖力を注いでくれなかったら、ただの石ころで終わっていたかもしれない。死んだのは、まあ自分の不注意だからそれは仕方ない。聖騎士になったときから危険はつきものだ。でも、せめて家族に俺が死んだことを伝えたい。

　聖騎士はモンスターと戦う危険な仕事だ。初心者向けと聞いていたのに、まさかボスが発生するくらいに魔素が溜まっているなんて。このダンジョンで亡くなっていた聖騎士……きっと無念だったに違いない。

　幽霊って本当にいるんだ。初めて会った……。もっと怖いものかと思っていたけれどあまり怖くない。家族を想うだなんて優しいし聖騎士だというだけで安心できた。

「事情はわかりました。時間はかかると思いますが、聖力を注ぎますね」

　私はしまっていたエリアス様の絵姿を出して、また力を借りることにした。死んでしまった幽霊騎士様のためだ。こんな方法で聖力を捻り出していることを知られるのは恥ずかしいが非常事態である。

「エリアス様、エリアス様……お願いします」

　──ちょっと待って。さっきからずっと気になってたんだけど、それなに？

「ええと、これは私の憧れの聖騎士様で……その、私に力を与えてくださるんです」

　──え。な、何か、宗教的な？　ソレル神ならわかるけど、そ、そのエリアス様とやらは神様か何かなの？

「ち、違います。実在する聖騎士様です。でも、そうですね。エリアス様は私に力を与えてくださる天使様なのです」

　──実在する聖騎士のエリアスだって？　君って、もしかして頭が……ああ、いや。

「実は私、聖力はあるのですが、その力を上手く出せなくて使えないのです。でも、お恥ずかしい話ですが憧れの聖騎士様にこうやって願うと、少しだけ力が使えることが判明したんです。それに気づいてからはこっそりとお願いしています。……変、ですよね。わかってるんですが、ほかに方法がなくて……ごめんなさい」

　──いや、謝ることじゃないんだけどさ。

「あ、あの、助けが来て、このダンジョンから出られても、この話は秘密にしてくださいね。実は明日、本物のエリアス様がここへ到着する予定なのです。こんなことが知られたら、私、生きていけないですから」

　──まあ、普通に不気味がられるだろうけど……。それに助けが来たって俺、幽霊だし。君が聖力をくれるんだったら、何も言わないよ。

「お願いします。私はプリモと申します。ええと、あなたの名前は？　幽霊騎士様」

　──お、俺の名は……ヒュー。そう呼んでくれ。

　ヒュー様はエリアス様の名を唱える私を不気味がっていたが、私にはそれしか方法がないのだから仕方がない。私だって恥ずかしいが、この幽霊騎士様の口が堅いと信じるしかない。

　何度も何度もそれを繰り返すと、ヒュー様は宝石の中から出ることができた。宝石から出た精神体の彼は霧のような粒子の固まりに見えた。

「アーシェリア……ここに一緒に来た聖女が助けを呼んでくれていたらいいのですが」

　──もう一人聖女がいるの？　そういえば、どうしてダンジョンに一人でいたの？

「あ、いえ、来たときは二人だったんです。この廃城の城主がどうやらモンスター化していたようで、ダンジョンの確認に来た私たちを見て追ってきたんです。怖くなって逃げたのですが、先に行ったアーシェリアが自分だけ外に出たときにドアを閉めてしまったのです」

　──バカな。君がまだ中にいたことはわかっていたんだろう？　ドアを閉めるなんて！

「……パニックになっていたのかもしれません」

　──だとしても、そんなことをする聖女がいるなんて信じられない。

「でも、私は生きています。それにヒュー様の不幸を思うと嘆いてもいられません」

　──恨み言を言わないんだね……。そうだな、君が生きてここから出られるように俺もできる限り協力するよ。

「た、助かります。実はここに一人で取り残されて心細かったんです。あなたがたとえ幽霊騎士様でも心強いことには変わりはありません」

　──君が変わった娘こだということだけはわかった。外の様子を見てくるよ。

「お願いします」

　そう言うと、ヒュー様は扉の隙間から出て行った。ドロドロしたお化けだったら怖かったと思うけれど、ヒュー様はなんだか怖くない。亡くなってしまったなんて本当にお気の毒で胸が痛んだ。






　──いい報告と悪い報告があるんだけど。

　外を偵察しに行ってくれたヒュー様が戻ってきた。壁が通り抜けられるなんて便利だ。

「ええと、わ、悪い方からお願いします」

　──悪い方はどうやら俺は聖力が尽きてしまうと動けなくなる。

「い、いい報告は？」

　──この部屋はまだ見つかっていないみたい。

「なるほど。では、やっぱりここで助けを待ちましょう」

　──俺、石に戻るからまた聖力を注いでくれる？

「いいですよ。一緒にエリアス様に祈りましょう」

　──あー……いや、それはちょっと。

　ヒュー様がスッと石の中に戻ると私はまた少しずつ、聖力を溜めるためにエリアス様に祈った。

「エリアス様、エリアス様……お願いします」

　──あ、あのさ！　君が、なんていうか、祈るのは勝手なんだけど、どうも、ちょっと受け付けないというか、なんというか。……正直、それ、やめない？

　しばらく、祈り続けていると、ヒュー様にそんなことを言われた。

「でも、私、本当に自分の力を出せないのです。こんなことをして気持ち悪いって思われるでしょうが、私も必死なのです」

　──うーん。

「他の方法があれば……いいのですが。今はこれしか打開策がないのです。ごめんなさい」

　──いや、俺のためにやってくれているんだから責めているわけではなくて……そうだな、それより血流の多いところに石を置いてくれたら、君の聖力を分けてもらえるんじゃないかな？

「あ……なるほどです！　ヒュー様は聖女のこともよく知っておられるのですね」

　さすが聖騎士様だ。確かにヒュー様が言う通り、血液の流れるところには聖力が溢れやすい。勝手に吸い取ってくれるならその方法も使えるかもしれない。私は首にヒュー様の入った石を当てた。

　──うーん、多少は吸収できてるみたいだけど、あまり効率は良くないみたいだね……。

　ヒュー様の声が小さくなって、石がくすんだ色になってきてしまった。

　──……。

「ど、どうしましょう。ヒュー様が」

　首よりも血流が多いところ……。ヒュー様の声が届かなくなって焦って石を胸の谷間に放り込んだ。石の中に男の人が入っていると思えば嫌だが、ヒュー様はもう死んでしまった人だ。嫌だのなんだの言っている場合じゃないだろう。それにヒュー様の言う通り聖力を吸収させるなら、心臓の上が一番効率がいい。

　ゆっくりでも、きっとここならヒュー様に聖力が溜まるだろう。そして、しばらくしたら助けがきっと来てくれる。そう思って私は部屋の隅で三角座りして顔を伏せた。




　ガタ、ガタ、

　そんな音がしてはっと顔を上げる。部屋の扉を何者かが揺らしていた。

「ヒュ、ヒュー様……」

　──何か、来てるな。聖力が少し溜まったようだから外を見てくる。

「お願いします」

　声をかけると返事があってホッとした。私の胸から飛び出たヒュー様は扉の様子を見に行ってくれた。助けが来た？　それとも……。

　──プリモ。状況が変わった。モンスターがこの部屋を見つけたみたいだ。

「ええっ」

　最悪の事態だ。見つかったら私もヒュー様みたいに殺されるだろう。

　──申し訳ないが、俺もまだ聖力が足りない……一旦石に戻る……って、ちょっと！　君、なんてところに石を入れてるんだ！

　ヒュー様が私の胸の谷間に入れていた石に驚いている。そんなことを言っても今更だ。

「こ、効率がいいと思いまして」

　──し、信じられない。

　ガタ、ガタ、

「ヒュ、ヒュー様！　とりあえず、戻ってください！」

　扉が激しく揺れて、今にも壊されそうだった。

　──プリモ、扉が破られたら隙を見て扉の向こうへ走れ。その先に部屋があるはずだ。

　バタン！　と、とうとう扉が破られると、そこにはゴブリンが二体、部屋の中を窺っていた。ゴブリン。しかも二体もいるのに、どうやってその先の部屋に走れというのか。

　どうしよう。怖い。どうしよう。

　パニックになった私の足は縫い付けられたように動かない。焦れば焦るほど、どうしていいかわからない。その時、私の胸がブルブルと震えた。

「え？」

　──落ち着いて。俺がタイミングを教えるから。君は俺の合図で走って。

「ヒュー様……」

　そうだ、私は一人じゃなかった。幽霊とはいえ、聖騎士様と一緒だったのだ。

　──ゴブリンは人の吐く息に敏感なんだ。ゆっくりと長く、できるだけ小さく息をして。もう、声は出さないで。

　コクリ、と頷いてゴブリンの動向を窺った。怖い。怖いけれど、でも独りじゃない。

　ふるりと胸が揺れるとヒュー様からの指示が出た。

　──ゆっくりと右に動いて、あっちの樽の影を目指すんだ。

　慎重に、か細い息を繰り返しゆっくりと移動する。

　ブルリとまた胸が揺れる。

　──一旦止まって。気づかれる。

　足を止めて指示に従う。しかし、こんな非常事態に思うことではないのだろうが、いちいち胸を揺らして教えてくれるのは、いかがなものかと思う。

　ブルリ。

　──よし、進め。

　……また胸を揺らされた。いくら幽霊だからって、これはちょっとどうなのか。乙女の胸をブルブルと揺らすなんて。

　何だかモヤモヤしながら進む。ゴブリンたちは部屋の中に入っていった。私は扉の近くの樽の影まで辿り着いていた。

　──今だ！

　そうヒュー様が言ったのと、私の胸を激しく揺らすのは同時だった。揺らし続けられた私の胸のボタンが飛んだ。

「きゃああああああっ！」

　──ええっ!?

　下ブ着ラが曝されて私は思わず叫んでしまった。だって！　こんな辱め、あんまりだ！

　私に気づいたゴブリンたちがこちらに向かってくる。

　もう、ダメだ。

　そう思った時、部屋に異変が起きた。凄まじい浄化の力が爆発したのだ。その光に目をやられたのか、ゴブリンたちが目を抑えて床で悶えている。

　とにかく私は走って奥の部屋に向かった。そして次の部屋に入ると体を丸めた。

　──今、何が？

「何がって、ヒュー様が私の胸ばっかり揺らすから！　すごく、揺らすから！　服のボタンが飛んだんじゃないですか！」

　──あ、あああああっ。ご、ごめんっ。でもああするしか、俺、伝える術がなかったっていうか、なんていうか……。

「乙女の胸を散々揺らしたんですよ！　酷いじゃないですか！」

　──いや、でもさ、ほら、命あってのことだし。っていうか、ほんとに何があったの？　プリモが浄化の力を使ったんじゃないの？

「……え？」

　──使えたんだよ、君。それに今まで出会った聖女の中で一番すごい力だった。

「私が……力を？　でも、どうやって……」

　──や、それは……やっぱり。

　そこでブルブルとまた容赦なく胸を揺らされた。

「ちょっ、や、やめて！　な、な、なにしてくれるんですか！」

　パン！　パン！　パン！

「え……？」

　小さな破裂音が聞こえて、気が付くと部屋の浄化が終わっている。

「まさか、私がこれをやったというのですか？」

　──そのまさか、だよ。もしかしたら君は恥ずかしい思いをしたら力が外に出るんじゃないか？

「恥ずかしい思い？」

　──ほら、俺の聖力もあっという間に満タンだ。

　言われて見ると石がキラキラと光っている。こんなに光るものだったの？

「……そういえば、絵姿を見てエリアス様に祈るのも恥ずかしい思いをしています」

　まさか、そんなはずは。

　──まあ、使える方がいいからいいじゃない。俺、協力するから。

「……うう」

　嘘よ、恥ずかしいと使えるなんて。今までの努力はなんだったの？

　──ああ、でも考えている余裕なんてないみたいだ。

「え？」

　──ダンジョンがざわめきだした。きっと魔素を浄化しているプリモのことをモンスターが気づいたんだ。

「……」

　どうやら私がどこかに隠れて助けを待つことは無理なようだと悟った。

　──ひとまず、この地下水を溜めていた場所を目指そう。ダンジョン化が進んでいたとしても、水の流れを変えることはできないから。きっとこの先の水路は外に繋がっているはずだ。大抵のモンスターは水の流れを嫌う。

「でも、ここからは結構な距離ですね」

　──外から応援の聖騎士が助けに来てくれる可能性もあるけど時間もかかるだろうし、ずっと隠れて待ってるのも現状無理だ。俺が戦えたらよかったんだけど、申し訳ない。

「いえ。ヒュー様がいてくれるだけで助かってます。きっと私だけでは、ゴブリンに殺されてしまっていたでしょう」

　──俺が今入っている石なんだけど、聖剣にはめていた石なんだ。どこかで剣が見つかればいい武器になるんだけど。

「いい武器になっても私が振り回せるかどうか。はあ……どのくらいの時間が経ったのかしら。アーシェリアが助けを呼んでくれるとは思えなくなってきました」

　ダンジョン内での時間の流れは不規則で、ここでの一日が外では数十分だったり、その逆もある。だけど、いくら何でもすぐに助けを呼んでいればもう来ていてもおかしくない。

　──あのさ、聞いていいか悩んだけど、そのアーシェリアって子はプリモが嫌いなの？

「幼馴染の従姉なんです。好かれてはいないと思うのですが、こんなことされるくらい嫌われていたんでしょうかね。前々から嫌な態度はとられていましたが、さすがにこれは無いと思います」

　──君が聖力を使えないことを知っているんだろ？　酷い聖女だな。友愛精神の聖女の風上にも置けない。

「でも、もう一人、聖女が。親友のシェリーが近くの屋敷にいるんです。彼女ならきっと私がいないと知ったら助けを呼んでくれるはずです……朝になるでしょうけど」

　──どのみち助けがくるまで、そんなに時間がかかるというなら、プリモが頑張らないといけないな。

「私が頑張る……」

　──いい？　君がこのダンジョンを抜け出す方法は、ボスに見つからずに水路をたどって水流の近くに潜み、日の出に水門をくぐって外へ逃げることだ。

　ヒュー様に言われて地図を確認する。なるほど、ダンジョン化が進んでも水の流れは変わらないのか。さすが知識が深い。幽霊だけど頼りになる。でも水路までモンスターに見つからずに行けるのだろうか。

　──いいか、プリモ。聖女にだって弱いモンスターなら物理的攻撃で倒せる。ここから出て進むとき弱いのとは戦って、強いのからは逃げる、を徹底しよう。俺が指示するから。

「指示って、まさか……」

　この幽霊騎士、また私の胸を揺らそうなどと考えていないだろうな。

　恨めしげにヒュー様のモヤッとした幽体を見る。胸のボタンは飛んでしまって、むき出しになった谷間に紫色の石が挟まっていた。

　──仕方ないだろ？　お、俺だって、やましい気持ちで揺らしているわけじゃ……。

「本当ですね？　やましい気持ちじゃないのですね？　私を助けるためですよね」

　──でも、プリモの胸って揺らしがいがあるよな。

「気にしているんだから黙ってください！」

　絶対、楽しんでる！

　そうして、私はブルブルと胸を揺らされながら水路を目指すことになった。








　第三章　幽霊騎士と溢れ出る聖力









「ヒュー様、あそこの角に何かいます」

　──わかった。ちょっと待ってて、見てくるから。

　不本意な方法ながらも聖力が使えるようになって、ヒュー様が自由に動けるようになった。偵察に行ってくれるので、今のところ安心して進めている。

　──プリモ、角にいたのはスライムだ。

「スライム……ですか」

　──倒そう。

「えっ!?　た、倒す!?」

　──スライムは弱いから倒して進んだ方が効率がいい。

「わ、私にできるでしょうか」

　──大丈夫だ。俺がサポートするから。

　不安しかない。私にモンスターなんて倒せるのだろうか。

　──いいか、スライムは一打だ、一打で倒すんだ。力を込めすぎてつぶしてしまうと増えて厄介だからな。透明だけど中に核があるから、それを一発で壊すんだ。

「一発……壊す」

　──プリモは聖女だから核がどこにあるかわかるはずだ。お、そこにある棒なんか、いいんじゃないかな。

「棒……」

　ヒュー様に言われて棒を握ると、また胸をブルブルと揺らされた。

「ちょっと！」

　──そんな、へっぴり腰じゃダメだ。足を曲げて重心を下げて、腕をもっと伸ばして構えるんだ。

「……はい」

　なんだか、胸を揺らされるのが普通になってきている気がする。言われたとおりに足を曲げて腕を伸ばして棒を構えた。

　──よし、行くぞ。

「えっ、これだけの練習で行くんですか？」

　──そのくらいで充分だよ。やってみたらわかるから。

　ヒュー様の言葉に半信半疑だがここは信じるしかない。とにかく私の存在はバレてしまっているので、留まっているわけにはいかないのだ。角に向かうとスライムが飛び出てきた。様々な色の握りこぶしくらいの大きさのものから、一回り大きいものまでいた。

　──核を一発だ。

　ジッとスライムを見ると、透明な体の中にキラキラと光る部分があった。アレが核。

　私は棒を構えてエイッとスライムを叩いた。

　──ここで聖力！

「えっ!?　ええっ!?」

　するとヒュー様がブルブルと胸を揺らした。だから！　やめてって！

　恥ずかしくてカアッと血がのぼる。すると棒を通じて聖力がスライムに伝わったようで、スライムがぺしゃりとつぶれて浄化された。

　──やったぞ！　そら、次がきた！

　そう言われて、今度は緑色のスライムを叩いた。叩くタイミングでヒュー様が私の胸をブルブルと揺らした。く、くううっ。悔しいけど、なんていいタイミング……。

　そうして私は七匹ほどのスライムを倒すことができた。

　──なかなか上手いじゃないか。

　正直、こんなに上手くやっつけられるとは思っていなかったので嬉しい。ヒュー様に褒められるのもまんざらじゃない。

　そんな、ちょっと油断した瞬間だった。突然目の前にブルーのスライムが飛び出てきた。何とか棒で叩いたものの、ヒュー様が私の胸を揺らす暇がなかった。

　──プリモ！

　そうなると、聖力が棒に伝わらない。核がつぶせなければやっつけられないのに！　私に攻撃しようとしたスライムをヒュー様が何とか阻もうと私の前に出た。けれど、ヒュー様は幽霊なのだ。物理的にスライムに触れることもできない。衝撃が来るのを予想して私は目を瞑った。

「あれ？」

　しかし覚悟していた衝撃はやって来なかった。恐る恐る薄目を開けると、ブルーのスライムが形をムニュムニュと変えて足元にいた。

　攻撃してこない。

　そう言えば、ヒュー様は？　じっとスライムを見ていると、スライムもじっとこちらを窺っているようだった。

　──プリモ。

「ヒュー様？」

　ヒュー様の声が聞こえて、キョロキョロと見渡す。けれど、そこにいるのはブルーのスライムだけ。モヤモヤした幽体も見えないし、胸の谷間の石は動かなかった。

　──プリモ。俺、スライムに入れた。

「へっ？」

　──スライムに入れたんだ！

　ブルーのスライムが私の目の前でぴょんぴょんと跳ねた。

　そうして、ヒュー様は動ける体を手に入れたのだった。




　ヒュー様の見解では、モンスターの弱った核に彼が入るとその体を奪えるようだ。ただ、一度その体から出ると入っていたモンスターの核はなくなってしまって戻れなくなる。つまり体を借りるには瀕死の状態で入り、入れるのは一度きり。そして死体には入れないということだ。あれから、数匹のスライムで試したけれど、それで間違いないらしい。

　密かにピンクのスライムが可愛いと思っていたので、ヒュー様が最終的にピンクのスライムに入ってくれたのは嬉しかった。しかし──。

「その姿で私の胸に潜り込む気ですか？」

　──そうしないと、プリモが聖力を使えないじゃないか。

「……まあ、そうですけど」

　──これでちょっとは俺も戦える。

「……よかったですね」

　動けるのが嬉しいのかピンクのスライムがプルプルと揺れている。

　今までヒュー様が入っていた紫色の石を鞄に入れて、代わりにピンクのスライムが私の胸の谷間にいた。なんだか石が入っていた感覚と違う。ヌルヌルするっていうか。あと、広がるのをやめて欲しい。胸を掴まれているような気になってしまう。

　しかし、ヒュー様の力を借りないと聖力が出せないのでモヤモヤと思いながらも、胸の谷間に収まるピンクのスライムに文句が言えなかった。

「あの、ヒュー様、ちょっとそれ以上、広がらないで頂けますか」

　──そうしたくても体が勝手に広がるんだ。

「……そうですか」

　スライムってそんなものなのかな。でも広がってしまうと、ちょっと、む、胸の先が刺激されてしまって……ムズムズしてしまう。

　──なんか、プリモの体温が上がって、更にスライムの体が広がっちゃうんだよ。

「……は、はあ……そ、そうですか」

　体がぽかぽかする……。うう。なんだか、胸が擦れて……。

　頭が少しぼんやりしてくる。

　乳首がジンジンしてきたので、胸の谷間から出て行って欲しい。でも、そんなことヒュー様に恥ずかしくて言えない。どうにかならないかと考えていると、ブルブルと胸を揺らされた。

「はっ、はああんっ」

　へ、変な声がでた！

　──プリモ！　ゴブリンだ！　やっつけるぞ！

「えっ!?」

　前方からゴブリンが飛び出てきた。私は必死に棒を手に取った。ヒュー様が胸から飛び出ると、ゴブリンに体当たりする。ゴブリンが倒れたところで私が棒で叩いた。

　び、びっくりした……。それにしても、ヒュー様がスライムに入っていてくれて助かった。私の棒だけだったら、やられていたかもしれない。

「ふう……。あれ？」

　棒を持ち直して足元を見るとピンクのスライムが広がって、核を失くしてつぶれているところだった。

「ま、まさか」

　──プリモ！　やったぞ！　これで俺、戦えるからな！

　ヒュー様の弾む声が聞こえた。

　そして目の前には、干からびたおじいちゃんのような、しわしわの子供のサイズの、見た目アウトなゴブリンが私を嬉しそうに見上げていた。





　　　＊　＊　＊






「うう。せめて、ピンクのスライムに戻ってください」

　──何を言ってるんだ。この体なら剣だって握れるんだぞ。スライムなんて、ぶつかるくらいしか攻撃ができないんだから。

　ヒュー様はゴブリンの体を手に入れて満足そうだが、見た目がダメ。気持ち悪い。勘弁してほしい。

「ちょっと待ってください。その姿でどうやって私の聖力を引き出すつもりなんですか？」

　──それは……。

　ゴブリンが私の目の前に両手を広げて指をワキワキと動かした。

「きゃ、却下です！」

　その姿で、む、胸を触るなんてあり得ない！

　──とりあえず、剣を探すよ。

　ジト目でゴブリンを見つめる私を無視して、ヒュー様はえっちらおっちらと慣れない体を操りながら先を進んだ。そんな彼を追うように歩くが、なんだか体がぽかぽかしたままだった。正確には胸が熱いのだ。そして乳首が服に擦れてムズムズする。困った。

　こんなの、絶対に気づかれるわけにはいかない。

　──プリモ！　あったぞ！　石を出してくれ。この剣を聖剣にするから。

　転がっていた剣を掴んだゴブリンが喜んで飛び跳ねる。何一つ可愛くない。

「魔素でアイテム化しているのに聖剣になるんですか？」

　──この石が聖力を受けるから問題ない。さ、聖力をくれ。

　ゴブリンが私に催促して手を伸ばしてくる。いくら中身がヒュー様だとしても、嫌だ。だいたいヒュー様のことだって人間だった元々を知らないから、いろんなことをされても我慢しているだけだ。

　鞄から紫色の石を出すとヒュー様がそれを剣の柄頭に置いた。

　──プリモ、はやく聖力を注いで。

「へっ!?　あ、ちょっと待ってください。ひ、一人でやってみますから！　思い出したって恥ずかしいのですから、きっとできるはずです」

　ゴブリンが胸を揉みに来ようとするのを断固阻止する。あんなのに触られてたまるものか！　そうして私はうんうんと恥ずかしかったことを思い出した。

　──プリモ、上手く聖力が出てない。

　はあ、とため息が出そうな言い方をされたと思ったら、ゴブリンの指が私の胸をつついていた。

「ひゃんっ」

　嘘、また変な声が出た！

「あ、や、いやんっ」

　指は私の乳首を狙ったようにつついてくる。ヤダッ、嘘でしょう!?

　しかし悲しいかな、その刺激で聖力が紫の石に注がれていった。

　涙目になる私に容赦なくゴブリンは胸を刺激してくる。

「あ、ああっ、や、やめっ」

　コリコリと指が執拗に乳首を責めると、熱くなった体を持て余してもじもじしてしまう。こんなに気持ち悪いゴブリンに乳首をつつかれているというのに、変な気分になって頭がふわふわした。

　──あっ……そう言えばピンクのスライムって催淫効果があるんだった。

　そんなヒュー様の声が聞こえた気がしたけれど、次第に大胆に胸をわし掴みにされて、気づけば口の端から唾液を零しながら喘がされてしまった。




「……最低です。こんなの酷いです」

　散々弄ばれた胸を両手で押さえて涙目になって訴えても、ヒュー様は立派にできた聖剣に満足して、たいして気にしていないようだった。おのれ、清らかな乙女の胸を何だと思っているのだ。

　──まあまあ、ほらプリモのお陰で立派な聖剣ができたから。この剣、アイテム化してて普通にお宝だったし、とってもすごい聖剣になったよ！

　見ると完全に剣と石が同化して、素晴らしい聖剣ができ上がっていた。こんなに美しい剣は初めて見る。あんなことがなければ私も素直に喜べたが、乳首を服の上からつまんだのはやりすぎだったと思う。……ちょっとだけ、気持ちよかったけれど。

　イヤイヤ、ダメダメ！




　ブン、と剣を振っているヒュー様は、ぶつぶつと『やっぱりもうちょっと大きい体が』とか言っている。ううう。何とか聖力を別の方法で使えるようにならないと。

　──よし、プリモ。武器も手に入ったし一気に進むぞ。

「……はい」

　しかし、文句も言っていられない。生きてここを脱出しないと私もヒュー様みたいに死んでしまう。明るい口調で接してくれるから全然怖くなかったけれど、彼だって殺されてどんなに無念だったろう。それなのに私をダンジョンから救おうと頑張ってくれているのだ。

「あの、ヒュー様は、その、どんな聖騎士だったのですか？」

　──俺？　どんなって言われたら……いい気になってたのかもしれない。

「いい気？」

　──うん。ほら、聖女もいないのにダンジョンに一人で潜るなんて、馬鹿がやることじゃない。案の定モンスターにやられてこのざまだ。

「でも、ヒュー様はそれだけの自信があったのでしょう？　知り合ってまだ間もないですけど、モンスターのこともダンジョンのことも、とても詳しいとわかります」

　──ああ。うん。そう思う？　実は人一倍努力したって自負してる。憧れて聖騎士になって……くそっ。本当に情けないよ。

「……そうなのですね」

　──まあ、俺のことは置いといて、プリモは……ちょっと変わってるよね。絵姿みて祈ってるのを見た時は正直、引いたよ。

「エリアス様のことですか？　ああするしか力を出せなかったんですから、仕方ないじゃないですか。藁にもすがる思いってやつです。モルガン家って言えば知っているんじゃないですか？　私はモルガン家の落ちこぼれです」

　──あ、あの、優秀な聖女が生まれるっていう。

「そう、そのモルガン家です。私が生まれた時は聖力が多いと大騒ぎだったんですって。でも見てのとおり、情けないことをしないと力が使えない、聖女と呼ばれるのもはばかられるのが私です」

　──噂だけ、聞いたことがあるよ。

「何度も聖女を辞めたいって言いましたが、国が許してくれませんでした」

　──ご家族は？

「聖力が使えなくても自慢の娘だって……」

　──いいご家族だね。

「ええ。だから余計に辛かったんです。ヒュー様の家族は？　その、亡くなったことを伝えたいんですよね？」

　──うちもいい家族だよ。ちょっと過保護だけどね。せめてありがとうって伝えてから成仏したい。プリモ、その時にはこの紫色の石をはめた聖剣を俺の遺品として渡してくれる？

「ええ。必ず」

　──なんだか、プリモがまともに見えてきた。

「……失礼すぎますよ。それに私はまともです！　エリアス様にお祈りすることだって、こっそりしていることで誰にも迷惑はかけていません。憧れるだけならいいじゃないですか」

　──開き直ってる？　いやあ、でも絵姿見てぶつぶつ祈ってんだよ？　本人が知ったら怖い思いするんじゃない？

「会えたって、私と話すこともないでしょうし、エリアス様は高潔で志高く、尊い存在の方なのです。私の天使様なのですから、知ったってきっと許してくださいます」

　──ふうん。案外、プリモのその立派な胸をデレデレ見るかもよ？

「エ、エリアス様はそんなことしません！」

　──こうやって、わし掴みにしてみたいって、思うかも。

「ヒュー様と一緒にしないでください！　てか、やっぱりやましい気持ちで私の胸、触っていたんですね！」

　いやらしい手つきでゴブリンが両手をワキワキしている。まったく！　もう！

　──あ、聖力でたよ、プリモ。

「え」

　まさか、このためにわざとヒュー様は私をからかったのだろうか。

　──俺の傍を離れないようにね。

　角を曲がった時、ヒュー様の聖剣が唸った。急に出てきたのはオークだった。オークというのは人型のモンスターだが、緑色の肌をもち、顔は豚である。そして、好戦的なことでよく知られている。

　カキン！　カンカン！

　キンッ！

　ゴブリンがよたよたとしながらも、聖剣を振るってオークと闘っている。身長差が大人と子供ほどあり、筋肉隆々のオークに対してゴブリンは小枝のような手で聖剣を握っていた。

　これでは力の差は歴然だ。そう思うのに、さすがは聖騎士。舞うように剣が振るわれオークが押されている。

　本当ならここで私が聖力で補助してヒュー様を助けることができるのに、ゴブリンに胸を触られたことを思い出しても、なんか腹が立つだけで力は出てこない。

　情けない、情けない。

　ハラハラとヒュー様の戦いを見ていることしかできない自分が嫌だ。エリアス様の絵姿を出して胸に押しつける。

「エリアス様、エリアス様、お願いします！　お願いします！」

　どうにか聖力がでないか必死で祈る。

　──プリモ！

　その時、ヒュー様の必死な声が頭に響いた。

　──プリモのおっぱいは、なかなかの触り心地だった！

「はっ、はああああああ!?」

　ヒュー様の言葉に頭に血がのぼる。や、や、やっぱり！　楽しんでたんだ！

「ぐおおおおおおおっ」

「あ……」

　その時、私の聖力が溢れ出た。聖力の光が眩しいのか、オークが目を抑えてしゃがみこんだところにヒュー様の一撃がオークの鳩尾に入った。

「ガッ……」

　大きなオークがドシン、と地面に倒れた。と同時にゴブリンも地面に倒れた。

「あ……」

　次に立ち上がったのは、オークで。

「プリモ、オークは声帯がまともだから声も出るぞ！」

　オークに乗り移った、ガラガラ声のヒュー様が嬉しそうに私と向き合った。

「これはいい体だ」

「そうですか」

　筋肉隆々のオークが聖剣を握ってぶんぶんと振り回している。人の形に近いから、さぞかし動きやすいのだろう。

「あのさ、プリモ」

「なんですか？」

「ちょっとさ、プリモの聖力を使えるように練習しないか？　これからもっと強い奴が出てくるかもしれない。少なくとも俺を殺したモンスターはもっと強かったし、多分このダンジョンのボスだと思う。いくら俺がこの体を使えると言っても、プリモの聖力がもらえなくなったら体の維持はできないし、やっぱり協力して戦った方が効率がよくて安全だ」

「そ、そうですけど」

「あのさ。そんなエリアスの絵姿に祈ったって大した力なんて出ないだろ」

「でも」

「よし、ちょっとおっぱい出してみようか」

「はあああ!?　正気ですか？　なんてこと言うんですか！」

「俺がいやらしく触ったことを思い出したら、力が使えるんじゃない？」

「そんなの！」

「ないって言える？」

　……言えない。言えないけど、い・や・だ！

「そ、そういうこと、ヒュー様は平気なのかもしれないけれど私は慣れてないんです！」

「今まで彼氏もいなかった？」

「当たり前です！　さ、触らせたのはヒュー様だけです」

「ふうん。ちょっと嬉しいかも。あ、俺だって慣れてるわけじゃないぞ。しかも、これはプリモの力を使うためだ」

「……そうですけど」

「考えたんだけど、プリモがうんと恥ずかしい方がいいと思うんだよね。だから、自分で胸見せて」

「うううっ」

「ほらほら、早くしないとこの先長いよ？」

　ヒュー様にけしかけられて、残ったブラウスの胸のボタンをプチプチと外した。どうしてこんな恥ずかしい目にあわないといけないのか。

　ブラウスを広げてヒュー様の目の前に胸を晒す。でも、彼はそれだけでは許してくれなかった。

「下着も外して」

「……」

　恥ずかしくて耳まで赤くなるのがわかった。ブラを言われるままに外すとプルンと胸が外に出た。

「……すごい。デカいしエロイ」

　そんな感想はいらない。恥ずかしくて下を向いてじっとしていると、オークの指が私の乳首をピンとはじいた。

「きゃっ」

「乳首も桃色で可愛い」

　これは聖力を出すために仕方のないこと。ヒュー様だってわざと羞恥心を煽っているのだ。そう思って我慢する。でも彼はまだまだ許してくれなくて指で私の乳首をクニクニと刺激した。

「ふ、う……え、ちょっと」

　なんだかオークが興奮している。鼻から出る生臭い息が荒い。そのまま胸を掴まれたが、中身がヒュー様だとわかっていても姿はオーク、怖くなってきてブルブルと震えた。

「プリモ？」

「ヒュー様、中身がヒュー様でもオークに触られていると思うと怖いです」

「そ、そうか。ごめんね。なんかすっげえエロいもんだから。あ、そうだ、じゃあ目を瞑ってエリアスに触られていると思ってよ」

「エ、エリアス様はそんなことしません！」

「なんでだよ。エリアスだって男なんだから、こんな可愛い子のおっぱい見たら興奮するって」

「エリアス様は私の天使様なんです！　穢さないでください！」

「……はあ、天使みたいな男なんていないって。とにかく目を瞑って」

　目を瞑ると怖いオークが目の前から消えた。しかし、これは目を開けているより体が敏感に感じる。クニクニと乳首をつままれたり胸を揺らされたりすると、なんだか体がムズムズした。

「ほら、エリアスに触られてるって想像して」

「そんな……」

　あの美しい顔で私の胸を、こんな風に？　エリアス様が？

「きっと、エリアスだってこうやってプリモの胸を触りたいって思ってる」

　こんな風に？　嘘よ……。

「はあっ……」

「いいよ。プリモ。うまい具合に聖力が溢れて来てる」

「ふ、ふぅ……」

「可愛い……プリモ」

　何だか生臭い息がかかって慌てて目を開ければ、至近距離にいたオークと目があった。なにこれ、キスする近さなんですけど！

「ぎゃーーっ！　なまぐさっ!!」

　私が鼻をつまんで後方に飛び退くと、オークが頭を掻いてこちらを見ていた。

「まあ、なんだ。さっきの調子でエリアスに触られていると思って、気持ちを高ぶらせたらいいんじゃないか？」

　胸をしまって服を整えるとヒュー様が申し訳なさそうにそう言った。

「……そうですね。はあ。こんなことをしないと聖力が使えないなんて情けないです」

「そうは言うけど、使えたらプリモはすごいよ。俺、聖騎士をしていてこんなに威力のある聖力は見たことがない」

「使えるようになれたらいいのですが」

「使えたら、聖女でいたい？」

「……ええ。もし、この力を使いこなせたら各地を回って魔素を浄化して、みんなに安心して生活して欲しいです。私の母がずっとそうしてきたように」

「プリモって、ちゃんと信念を持って聖女をやってるんだね。そっか。俺、協力するから」

「……」

　協力は嬉しいのだけど。ヒュー様に悪気がないのもわかっている。でもオークにエッチなことをされるのは勘弁してほしい……なんて言えない。せめて、もうちょっとマシなものになれないのだろうか。可愛かったのはピンクのスライムだけだった。あれも胸を揺らされて散々だったけれど。でも可愛いだけに我慢できる。

　それからどんどん湧き出てくるモンスターをヒュー様が倒してダンジョンを進んだ。水路に近づいてきたのか、体にまとわりつく空気が湿ってきていた。








　第四章　気になるのは幽霊騎士様









「水路が近い」

「行きますか？」

「ちょっと待って。なんか嫌な感じがする」

　ヒュー様が暗闇の方を見てそう言った。私と彼は一旦物陰に隠れて息をひそめた。

　じっと感覚を研ぎ澄ましていると何かが浮遊しているように思えた。

「ヒュー様、なにか、います」

「アンデッドか……なにか、浮いてる」

「ええ。ふわふわっとしたものが見えます」

「暗くて見えないな」

「明るくしますか？」

「え？　こんな広い空間を、どうやって？」

「私、部屋を照らすだけなら、昔から得意なんです」

「照らせるの？」

「はい。任せてください」

　聖力は使えないが、洞窟を照らしたりするのはお手の物である。むしろそれしかできなくて、他の聖女に『照明聖女』と馬鹿にされ続けたけれど。

　私が両手を上に向けるのをヒュー様が黙って見ていた。これで浄化もできれば最強なんだけど。

　ドンッ、と空気が揺れて辺りが私の作り出した光で照らされた。

「す、すごいな」

「これしかできませんからね。え!?　ちょ、ちょっと！」

　そこで、後ろから胸をわし掴みされた。カア、と体温が上がる。

　だから、こんなのあんまりですって！

　ドドンッ。

　もう一度空気が揺れる。すると一気に周辺の魔素が浄化された。

「プリモ、君ってすごい」

「え……」

　見上げると、私たちがいた空間は魔素が浄化されていた。

「どうしたの？」

「いえ……」

　こんな浄化の仕方をするのを、今まで一人しか見たことがなかった。

　アーシェリア……。

　まさか、私もアーシェリアと同じくらいの浄化ができたの？

「プリモ！　何かくる！」

　ヒュー様の声でハッと我に返る。今はダンジョンから脱出することに集中しないと。

　明るくなった部屋でやっとその正体が掴めた。ふわりと浮いた骸骨のモンスター、スケルトンだった。スケルトンはモンスターの中でも知能が高く、しかも元騎士。剣の扱いにも長けている。壁をすり抜け、攻撃も軽く躱してしまう厄介な上級のモンスターだ。

「あの体、欲しい！」

　隣からそんな声が聞こえたかと思うと、ヒュー様が聖剣を構えて飛び出て行ってしまった。とっても張り切っている。

「プリモ！　さっきのもう一回！　お願い！」

「えっ、ええーっ」

　そ、そんな急に言われても。ええっと、エリアス様に触られているって、考えて……。いやいや、そんな急に無理！

「プリモのおっぱいは国宝級だよ！　揉みごこち最高だ！」

「へえっつ、えええつ」

　な、なにを言うの！　し、信じられない！　カッとなって聖力が爆発する。

　するとスケルトンの騎士が床にどさっと落ちてきた。それにすかさずヒュー様が近づいた。けれど剣で切りつけることはしない。あくまで当あて身みで倒して体を乗っ取りたいらしい。

「ヒュー様！」

　しかし、そんな余裕のある相手ではない。スケルトンに切りつけられてヒューが後ろによけて飛んだ。

　スケルトンは一旦逃げることにしたらしく、そのまま消えて行ってしまった。

「あと少しだったのに！」

　ヒュー様はとても悔しそうだった。

「そんなにスケルトンの騎士に入りたかったんですか？」

「スケルトンに入れたら、かなり強いからな。オークも悪くないけど、やっぱり剣を扱うなら同じ騎士の方が都合がいいから」

「ふふ。ヒュー様は今でも十分強いですよ」

「でも、プリモを守るのに十分じゃない」

「え？　私を？」

「プリモを無事にダンジョンの外に逃がさないといけないからな」

「あ、ありがとうございます」

　その言葉にジーンと胸が熱くなった。ヒュー様はもう自分が死んでしまっているのに、私を逃がすために考えてくれているんだ。胸ばかりからかうのが嫌だけど、それもタイミングよく私に聖力を使わせるためだ。

　今は見た目オークだけど。でも、とてもいい人だ。やっぱり聖騎士様なのだ。

「空気も重くなってきた。水路も近い」

「はい」

　気を引き締めて辺りの気配を探る。水の流れは変わらないはずだから……。壁がむき出しになっている場所に水がにじんできていた。ポタポタと落ちる水の後を追うと、不自然な空間があった。もしかして……。

「ヒュー様、ここを見てください」

　私が呼ぶとヒュー様が一緒に見てくれた。

「空間に歪みがあるな。ここが元の水路に繋がっているかもしれない」

「ダンションの外に繋がっていれば、日の出まで待てば外に出られますね」

「ああ」

　よかった。これでこのダンジョンから脱出できる！　けれどヒュー様の声は沈んでいた。彼はこのまま、ダンジョンの外に出ることができるのだろうか。そもそもモンスターの体はどこまで持つのだろうか。ここから出たら……。

「あの」

「あのさ、プリモ。この体のまま外に出るのは無理だ。第一、太陽の光に当たればどうなるかもわからない。きっとおれはダンジョンから出たら消滅してしまうんだと思う」

「……」

「今のうちに家族に手紙を書くから、この聖剣と一緒に渡してくれないか？」

「わ、わかりました」

「あ、でもペンも紙もないか……」

「待ってください。私のカバンに確か……」

　鞄から出したペンと紙を渡すと、受け取ったヒュー様がそれを見て驚いていた。

「これ、エリアスの絵姿じゃないか。祈るほど大事にしていたんだろ？　いいの？」

「鞄をあさってみたのですけど、ペンしかなくて……さすがにソレル神の絵姿はダメですから。エリアス様の絵姿はもう手に入らないかもしれませんが、ヒュー様の遺言の方がご家族にとってずっと大事なものでしょう。絵姿の裏で申し訳ないですけど使ってください」

「プリモ……君はなんて……」

「さ、早く。またモンスターに邪魔されないように」

「う、うん……」

　彼は何度もためらっていたが、私は書くよう促した。優しくて強いヒュー様。そんな彼に大切な家族へ遺言を書かせてあげたい。

「ほんとに、ごめんね。でも、ありがとう。俺が生きてたら絶対に君をパートナーに選んだよ」

「いいえ。ヒュー様こそ私を助けてくださいました。あなたは私の命の恩人です」

「あ、あのさ……実は俺、プリモに話さないといけないことがあって……」

「え？」

　ヒュー様が何か言いかけて、小さく折りたたんだ紙を渡してきた。それを鞄にしまって、さあ、空間の歪みにどうやって入るか、と壁に手をかけた時だった。

「プリモ！　よけろ！」

　ヒュー様の焦った声が聞こえた。

　ぐっと腕を引かれて、転がるように床に倒れた。キン、と金属音がして見るとさっきまで私がいた場所に穴が空いていて、ヒュー様が聖剣で相手の剣を防いでくれていた。

　聖力、出さなきゃ。ええと、エリアス様に、胸を……。

　ボン！

　調節はまだできないけれど聖力が出た！　ヒュー様の相手はさっきのスケルトンの騎士で、私の出した聖力の光の玉を除けるために後ろに下がった。

「いいぞ、プリモ」

　褒めてもらえて嬉しい。聖力、こんな形だけど出せた！　役に立った。でも焦ると次が出ない。

「ヒュー様！」

　腰の抜けた私を片手で担いでヒュー様が走る。けれどもスケルトンの騎士もしつこく追ってきた。連続で聖力の玉が出せたら……と思うのに、どうしよう、どうしようと焦るばかりでできない。

　水路がある部屋から飛び出ると、次の部屋に飛び込む。スケルトンの騎士もそれ以上は追ってこなかった。

「くそっ、せっかく、あと少しだったのに」

　ヒュー様が悔しそうに言うと何かがボトボトと落ちてきた。

「ひっ」

　よく見るとオークの左耳がなくなっていて、体液が落ちていた。

「……切られていたか」

「ヒュ、ヒュー様！」

　私がもたもたしていたせいで。聖力も使えなかったせいで……。そう思うと涙がポロポロと止まらなかった。体液が少しでも止まれば、と背伸びをしてヒュー様の左耳があった場所を両手で押さえた。

「プリモ？」

「ごめんなさい。ヒュー様……ごめんなさい」

「お、押さえなくていいんだ。それに謝らなくてもいい。君の手がオークの体液でよごれてしまうよ」

「でも、私のせいでヒュー様が」

「あのさ、忘れてない？　俺、幽霊だから。これ入っているだけのオーク。痛くないから」

「え？　い、痛くないんですか？」

「うん。だから、大丈夫」

　ヒュー様がそう言って、私の手を大きな手で包み込んだ。

「泣かないでプリモ。君は悪くないし、また新しい体を手に入れればいいだけ」

「……そう、なのですね。すみません。気が動転してしまって」

「ふふ。君って、とっても優しいんだ」

「いえ……」

「けど、どうしようかな。この体はもう使えないかも。とりあえず何かやっつけないと」

「ス、スライムなら私が！」

　それに、可愛いし！

「いや、できれば何とかオークを……本当はスケルトンがいいけど」

「でも、オークは私では無理です」

　ヒュー様の言葉にがっかりする。本当のところ、オークは可愛くないし、息が臭い。

「大丈夫だって。もう一匹位ならこの体でも仕留められるから」

「うう」

　しかし、ボタボタと落ちる体液を見ると、これ以上このオークにヒュー様も入っていられないだろう。体を手に入れるために、またオークが出そうなところへ行くことになるのか……。

　重い足取りで彼について歩いた。だって、オークって口が生臭いし、なんか、もうね。

「この廊下、変じゃないかな？」

「え？」

「さっきから壁が狭くなってきていない？」

　ヒュー様の声を聞いてジッと観察すると、じりじりと壁が両側から迫ってきている。

「プリモ、浄化して」

「きゃーっ！」

　言いながら、また後ろから胸をわし掴みにするヒュー様。その上、揺らすなんてひどい！

　しかし悲しいかな、天井を照らすと同時に彼の思惑通り聖力が面白いように出てきて、魔素が浄化されていく。同時に壁だと思っていたものがモンスターだとわかった。

　グオオオオオオッ。

「ゴーレムだ！」

　壁だと思っていたゴーレムが両側から現れた。四体ほど壁に擬態していたようで、聖力に当てられて倒れたところを、ヒュー様にばっさばっさと倒されていた。そうして、最後に倒れたゴーレムの体にヒュー様が入ることになった。

「……」

　体は大きいけれど体臭は土の匂いだし、顔も穴が空いただけの顔である。なんだか可愛い。剣も握れるし、これでいいんじゃないかな。そう思っていたのに、聖剣を振り回したヒュー様は不満げだった。

　──声帯がないから、声もまた出せない。

「で、でも可愛いですよ？」

　──細かい動きもできないから、この体、ちょっとな……体当たりとか、力業はいいんだろうけど、聖剣が使えない。

「で、でも……可愛いですよ？」

　──プリモ。見た目とかどうでもいいから。仕方ないからしばらくはこのままでいるけど、やっぱりオークの方がいい。まあ、できるならスケルトンの方がいいけど。

　ヒュー様がぼやくので、オークとスケルトンを思い浮かべる。オークは臭いし、スケルトンは不気味すぎる。

　──プリモ！　大変だ！

「え？　なんですか？」

　──この手じゃ、プリモの胸を掴めない！

「……」

　狼狽えるヒュー様。私が聖力を出せないと困るので、まあ、そう思うのだろうけど、モヤモヤする。

　──うーん、どうやって、プリモに恥ずかしい思いを……。

「ちょっ、真面目に考えてます？」

　──当たり前だろ？　プリモこそわかってる？　命がかかってるんだよ？

「た、確かに……そ、そうなんですけど」

　命……そうだった。モンスターがうじゃうじゃいるダンジョンから逃げないといけないんだ。私の考えが浅かった。協力してくれているのに楽しんで胸を触っているなんて思ってごめんなさい。

　──じゃあ、とりあえず、また服を脱いでみようか。

「はあ!?　な、何を言い出すんですか!?」

　──だって、俺、この手でプリモに触れると傷つけちゃうかもしれない。

「……」

　確かに、ゴーレムの手は石だから、触れられたら、擦り傷がつきそうだ。

　──恥ずかしい思いをしたことをすぐに思い出して聖力を使う。これを繰り返せば自分で思う通りに聖力を使えるようになるんじゃないかな？

　そう言われてみればそうかもしれない。

　──俺がいなくなるまでに使えるようになれたら、プリモはきっと優秀な聖女になる。

「ヒュー様……」

　私のことをそんなにも考えてくれていたなんて。そうだ。このダンジョンから出たら、ヒュー様とはお別れかもしれないのだ。彼は……消滅してしまうかもしれない。それなのに協力してくれると言っているのだ。

　私は腹をくくって、上の服を脱いだ。もともとボタンの飛んでいた服を肩から落とすと上半身は下着だけになってスースーした。

　──プリモ。目を瞑って、エリアスに見られてるって思えばどう？

「エ、エリアス様に……？」

　言われたとおりに目を瞑って想像すると体がカアッと熱くなった。聖力が体を循環してくるのがわかる。

　──きっとエリアスは君の吸い付くような綺麗な肌に興奮するに違いないよ。

「あ、いえ、エリアス様はそんな方ではありませんから」

　──うーん、それがそもそも間違いじゃないかな？

「間違い？」

　──エリアスだってただの男なんだから、可愛い子の裸を見たら興奮するよ。エリアスを神聖化しすぎて想像できないんじゃない？　あのさ、そもそも君ってエリアスに会ったことがあるの？

「エリアス様とは、学生時代に一度だけ……学園の実習の初心者ダンジョンで会ったんです。その時も私、一人だけ魔素の浄化ができなくて同級生に置いてかれたんです。で、もたもたしているうちにモンスターが出現してしまって……それを倒して助けてくださったのがエリアス様でした」

　──そんなことあったかな……。

「え？」

　──あ、いや、続けて。それで？

「恥ずかしかったんですけど、魔素の浄化ができないって打ち明けたんです。けれど『そんなことよりも、大丈夫？　怪我はない？』って心配してくださったんです」

　──へ、へえ……。

「きっと、エリアス様は私のことなんて覚えてもいないでしょうが、私、嬉しかったんです。みんなから聖力が使えない私は価値がないって言われていたのに、当時、最年少で聖騎士になると噂のあった優秀なエリアス様に『そんなことより』って言ってもらえて。なんだか、私であることにも価値があるんじゃないかって……そう思えたんです」

　──そうなんだ。プリモはエリアスの姿や肩書に憧れていたわけじゃないんだ。

「もちろん、すごい方だってわかってます。私には雲の上の存在です。だから絵姿で励ましてもらっているだけで満足なんです。それ以上を望んだことはありません」

　──あのさ、エリアスはただの人だし、プリモが手を伸ばせばすぐに掴める、そんなに遠くない存在だよ。最初はちょっとヤバめの子かと誤解してたけど、プリモは可愛いし、頑張り屋さんで心も綺麗だ。信念を持って聖女の仕事に向き合っているし、そういうところは尊敬できる。聖力をちゃんと使えるようになれたら、きっと素晴らしい聖女になれると思う。

「ふふ、褒めてくれるのはヒュー様くらいです」

　──そのまま下着を外して。君の綺麗な体を見せて。エリアスが見たいって言ってる。

「……そ、そういう想像をするんですね」

　エリアス様が私に体を見せて、と言うなんてあり得ない。けれどもヒュー様が見たいというなら……そう思ってブラを外すとフルリと胸が揺れた。は、恥ずかしい。

　──うん、いい感じだよ。そのまま、スカートも下ろして、エリアスに見せて。

「は、はい……」

　エリアス、とヒュー様に意識するように促されてもその通りには想像できなかった。エリアス様の絵姿を浮かべても、それが何故か見たこともないヒュー様に入れ替わってしまう。ヒュー様がすぐそこに立って私を見ている。震える手でスカートを下ろすと恥ずかしくて手で胸を隠した。

　──エリアスは君の体が綺麗で感動してる。手を伸ばして触れたいって思ってる。全部見せてくれる？

「……はい」

　生前のヒュー様はどんな人だったのだろう。よく見る聖騎士のようにがっしりとしていたのだろうか。髪の色は？　目の色は？　頭の中はごちゃごちゃになって、エリアス様の姿とヒュー様の姿が重なってしまう。エリアス様よりヒュー様のことばかり意識してしまう。恥かしくて死にそうだがショーツも足首から抜いた。体が熱く燃えるようだ。

　──プリモ、俺、君に黙っていたことがある。

「え……」

　──俺、本当は。

　その時、ぐらりと地面が揺れた。

「ヒュ、ヒュー様！」

　──プリモ、すぐに服を着て。何かが来る！

　急いでスカートを上げてブラをつけ、ブラウスのボタンをしめた。

　──プリモ、腕に乗って！　移動するから！

「ちょ、ちょっと待ってください」

　急いで服を身に着けたために、ショーツをまだ拾い上げられていなかった。夢中で手を伸ばしているとヒュー様の呆れた声が聞こえた。

　──それは俺が拾うから、まず聖力で照らして！

　ヒュー様の腕に乗りながら、先程までの感覚でまだ体が熱かった。この感覚を掴めば、きっと聖力を出せるはず！

　腕を天井に上げて打ち上げるイメージをする。ヒュー様が私の……裸を。

　顔を真っ赤にしながらも聖力がその手に集まるのがわかった。

　ボン！

　天井が揺れて、周囲が照らし出される。いつもは照らすしかできなかった光に浄化の作用が重なっている。初めて自分の聖力を目の当たりにした。

　──いいぞ！　プリモ、上手くいっている！

　自分のことのようにヒュー様が喜んでくれる。彼がいればこんなにも上手くいく。

　魔素の浄化がおこなわれると辺りが静かになった。ゴーレムは隠密のスキルが使えるようで、ヒュー様が壁になって私を隠してくれた。少しの間、様子を窺っているとまた地面が揺れた。

　何かがダンジョンを移動しているのだろうか。せっかく浄化した魔素がすぐにまた充満してくる。かなりのモンスターがいるようだ。

　──プリモ、アイツだ。

「アイツ？」

　──俺を殺したモンスターがいる。

「え……」

　ガタガタとまた地面が揺れた。

　──見つかってはまずい。息をひそめていよう。

　何かが、濃い魔素と一緒に移動している。体が震える。でもヒュー様がいてくれる。私はじっとヒュー様に抱き着いたまま、外を窺った。

　暗闇の中にぽっかりと何かが浮かんだ。

　人の顔？

　二人の人間らしきものが辺りを窺うように歩いている。一人は……首の角度がおかしかった、あの城主だ。

　もう一人の人間はキラキラした銀髪だった。

　城主は相変わらず変な動きをしていて、もう一人は肩も揺らさずに歩いていた。それぞれが不思議な動きをしていた。

　あれは……。

　近づいて来た人物を見て驚いた。

　城主と一緒にいたのは、聖騎士エリアス＝カーネルスだった。








　第五章　幽霊騎士様の正体とは









「ヒュー様、きっとアーシェリアがエリアス様を呼んで、助けに来てくれたのですよ」

　私は希望に満ち溢れた言葉でヒュー様に小声で話しかけた。

　助けが、助けが来てくれたのだ。

　けれどもヒュー様はジッと動かず、エリアス様を見つめていた。

「ヒュー様、エリアス様に助けを求めましょう」

　もう一度、ヒュー様に話しかけても無言だった。どうしたのだろうか。それどころか、彼は私の声が漏れないように黙って口を押えた。

　せっかく、助けに来てくれたのに。不審に思いながらも、ヒュー様の判断に任せようと思った。彼は私に不利なことなど絶対にしない。

　ジッと動かずに潜んでいると城主と別れ、エリアス様がこちらに近づいてきた。その時、冷や汗が出るくらいの魔素の量を感じた。これはモンスターの気配だ。

　禍々しい魔素を纏ったエリアス様は、辺りをゆっくり見渡すと私たちの前を素通りしていった。間近で見るのは二回目だが、やはり逸脱した美しい顔をしている。

　どうしてヒュー様は声をかけないのだろうと疑問に思っていたが、エリアス様が近づくとその異様さに気づいた。聖騎士がこんなにも魔素を纏いながら歩くのはありえない。きっと何かあったのだ。

　また、ガタガタと地面が揺れた。すると今度は部屋ができて壁が歪みだした。ダンジョンが変化しているのだ。ヒュー様は私を庇いながら、隠密を解かずにじっと守ってくれた。そうして空間の歪みが消えて新たな部屋が形成されたようで、部屋の扉をバタンと閉める音だけが響いた。

　──行ったか。

「ヒュー様、あれはエリアス様ですよね？」

　──姿は、ね。

「異様な魔素を纏っていました」

　──何かに操られているんだ。

「操られる……確かに、二人とも不思議な動きをしていました」

　──このダンジョンのボスであるモンスターが何かわかったぞ。

「ボスって、エリアス様はモンスターになったのですか？」

　──ちがう。エリアスの近くにエリアスを操るモンスターがいたんだ。

「き、気づきませんでした」

　──影に入っているのだろう。きっと、このダンジョンのボスは『傀儡師』だ。

「ええと、上級モンスターですよね。倒した相手の体を奪って操るって……もしかして、エリアス様は、もうあのモンスターに……」

　──やられたんだ。

「そ、そんな……ヒュー様だけでなく、エリアス様まで……」

　──プリモ、あの、そうじゃないんだ。

「え？　そうじゃないって、エリアス様は一日遅れでこのダンジョンに入る予定だったんです。きっとアーシェリアが呼んでくれたか、私が帰って来ないとシェリーが騒いでくれたに違いありません」

　──いや、エリアスは二日早くここに着いたんだ。

「何言って……」

　──ごめん、プリモ。俺の本当の名前はエリアス＝カーネルス。俺がエリアスなんだ。前の仕事が早く片付いたので、先にここに単独で入ったんだけど『傀儡師』に体を奪われたんだ。

「え？」

　──ちなみに『ヒュー』とは俺の愛馬の名前だ。

「は？」

　──君があんまりにもエリアス様、エリアス様って神聖化しているから言い出せなかった。

「ちょ、ちょっと待ってください……」

　話を、整頓して……え？

　エリアス様は実は二日前にこのダンジョンに入っていて、ボスに倒されて体を奪われていて……聖剣にはめられていた石に精神体を守られていた。

　それを私が……。

　エリアス様となんども、なんども、祈りながら……。

　……。

　……。

　──ごめんね。嘘ついて。

「ま、まさか……私は本人の目の前で絵姿に必死で祈って……」

　──うん、正直ちょっと怖くって。

「いやあああああああっ！」

　──あ、や、今は怖いなんて思ってない。プリモは可愛くて、エロくて、素敵な女の子で立派な聖女だ。

「だ、だって、ヒュ、ヒュー様が、み、み、見せろって……。む、胸、触って……」

　──うんうん。ヒューじゃなかったんだけどね。俺だって健全な男だから可愛い女の子の裸を見たら興奮するし、プリモは特にエロいっていうか……。

「う、お、お嫁にいけない……うう。いや、こんなの恥ずかしすぎる……」

　──大丈夫！　俺、責任取るから！　体を取り戻したらプリモと正式にペアの申請をするから！

「……。それ、本気で？　で、でも亡くなっているのでは」

　そうだ。ヒュー様は自分が死んだって言った。幽体だと言っていたのだ。

　──さっき自分の体を確認できたんだ。ボスを倒せば、俺の体は取り戻せる可能性はあると思う。だからどうか俺に力を貸してくれないか？　もちろん、ここから君だけを逃がす方が簡単だし安全だってわかってる。でも俺、諦めたくない。きっと時間が経てば経つほど体を取り戻せない。傀儡師が俺の体に飽きて操るのをやめたら、俺の体は簡単に腐敗していくと思う。

「そんな……では城主も？」

　──城主の魂がどこかに残っていたら戻せる可能性もあるかもしれないが、俺の場合は守護石が守ってくれたからね。

「すると、城主の魂はもう残っていないでしょうね……」

　──そうだろうね。

「守護石に救われていたんですね。聖騎士が守護石を大切にする意味がわかりました」

　──聖騎士のことはペアを組んでから学んだらいいよ。

「あの、本気で私とペアを組むつもりなのですか？　私、ちゃんと聖力使えないんですよ？」

　──うーん、多分俺が一緒なら大丈夫じゃない？　まあ、それも無事に体に戻れればって話だから。俺、このままお陀仏って可能性もあるから。

「……。そうですね、どちらにしてもエリアス様の体を取り返しましょう。私で良ければ協力します」

　──そう言ってくれると思ってた。プリモ、ありがとう。

「いいえ。取り戻せるならご自分の体に戻るべきです。あなたの活躍で多くの人々が助けられているのですから」

　ヒュー様がエリアス様……私の想像とかけ離れていてちょっと混乱するけど、でもまずは体を取り返すことができるならそうしてあげたい。

「作戦を立てましょう。エリアス様を倒したのです。傀儡師はとても強いのですよね？」

　──そうだ。でも、今はプリモという聖女がいる。聖女と一緒にダンジョンに入る意味を俺は甘く見ていたんだ。聖騎士と聖女は強い繋がりを持って、ダンジョンに挑まなければならなかった。自分の力を驕って一人でダンジョンに入ったりしなければ、こんなことにはならなかったと思うよ。

「では、聖女がサポートできれば、このまま戦って勝算があると判断されるのですね」

　──もちろん。と言いたいところだけどできればスケルトンの体を手に入れたい。

　あの、掴みどころのないモンスター……。

「ゴ、ゴーレムでは……」

　──無理だね。

　つぶらな瞳のゴーレムはそう断言した。結局、私たちはまたオークの体を手に入れるところから始めた。




　──プリモは、俺の目の前でエリアス様～って祈ってたんだよね。

　ボン！

　エリアス様にからかわれると簡単に聖力が発現した。てか、死にたくなるほど恥ずかしい。もうその話はしないでぇ！

　えぐえぐ泣きながらも協力しているのに、そんな姿を見てもエリアス様は私をいじり続けた。きっと、ドＳ。ドＳなんだと思う！

　私の浄化の力がはじけて、その場にいたゴブリンをゴーレムが簡単にやっつけた。すぐにエリアス様がゴブリンに入る。

「あああ……」

　ゴーレムの方が百倍可愛かったのに、と諦め切れずに声が出てしまった。でも、ゴーレムのままでは聖剣が使えないというエリアス様の判断である。

　──さあ次はオークが出そうなところに行くぞ。

「……はい」

　本人がエリアスだと名乗るのだから間違いないのだろうけれど、私がずっと夢見て憧れていた想像のエリアス様の中身とはかなり違う。うう、私の天使様……。

　──プリモ、もたもたするな。

「……はい」

　こんなスパルタで合理主義だとは思っていなかった。そりゃあ、強いし頼れるし優しいところもあるけど。

　──プリモ、浄化！　照らしながら浄化して！　ほら、またおっぱい掴もうか？

　ボン！

「くううううっ！」

　自力で力を出せない私が悪いのは百も承知だけど、酷いぃ！

　三匹来たオークが目を抑えながらバタバタと倒れた。容赦なくゴブリンがそれを倒して、一匹にエリアス様が入った。

「おお。見事な連携だよな俺たち。しっかし俺がエリアスだって意識したら簡単に聖力が出るんだもん、もっと早く打ち明けていたらよかったよ」

　豚顔のオークが爽やかにそう言ってもちっとも嬉しくない。息臭いし！

　ああ。スライムとか、ゴーレムとか、可愛かったなぁ……くすん。しかも次はあの不気味な骸骨騎士のスケルトン……うう。

「いいか、プリモ。スケルトンは壁を簡単にすり抜けるし攻撃をかわすのが上手い。だから、あの体を手に入れることができれば俺たちはかなり有利だ。けれどその分、瀕死に追い込むのは難しいと思う。そこでだ。スケルトンが来たら、外に逃げられないようにプリモに聖力の結界を張って欲しいんだ」

「結界ですか……今までこんなに聖力を使えたことがないので、結界を張ったこともありません」

「結界はとても便利だから覚えて損はないよ。大丈夫。俺が教えるから」

「あの、どうして胡坐をかいて私を呼んでいるのですか？」

「そりゃあ結界を教えるためだけど。さ、座って」

「……」

　不審に思いながらもオークの胡坐の上に座る。すると待ち構えていたように手が回ってきて、私のブラウスのボタンを外してしまった。

「ちょっ、エリアス様!?」

「そう、エリアスが触るんだよ。君の魅惑のふくらみをね。さ、胸当てもとっちゃおうね」

「やっ！　ダメ！」

　私が抵抗するよりも早く、ブラを上にずらしてエリアス様は私の胸を出してしまった。

「大丈夫、俺の手で隠すから」

　そう言ってあっという間に両手で掴まれる。ほ、本気でこの体制のまま結界を？

「さあ、プリモ。まずは……そうだな、部屋を照らすイメージをして」

「……はい」

　いつもの部屋を照らすイメージで両手を上に上げた。手のひらに聖力が溜まって辺りを照らし始めた。

「うーん……ちょっと聖力の放出が足りないかな……エリアスに胸を触られても、ダメ？」

　そうは言うが、私の胸を掴んでいるのはオークの手である。しかも後ろからはブヒブヒ生臭い息……。

「いくら中身がエリアス様だったとしても、見た目はオークですし正直口が生臭いんです」

「あ……じゃあ、刺激するしかないか」

「刺激？　え、ああっ、やあんっ」

「プリモ、ダメ。そのまま両手は上げて聖力を放つんだ」

「や、ああっ、そ、そんなっ」

　オークの指が私の乳首を挟んでくる。強烈な刺激に腕が下がりそうになった。湧き出る聖力に……集中しなければ。

「くうん……」

「いいぞ。そのまま広がるイメージで。打ち上げて上でほら、噴水が広がるみたいに」

　噴水……あのきのこみたいな形かな……ううっ。乳首を指で挟んで強弱つけないで欲しい。

　身をよじらせながら、どうにか小さなドーム型に聖力を張る。これは集中力が半端なく必要だ。

「ハア、ハア、ハア……」

「……プリモ、いいよ。上手くいってる」

「エ、エリアス様……」

「うん。名前、呼んで……プリモ」

「え……ちょ、」

　いつの間にかオークがハアハアと興奮して鼻から激しく息を吐きだしていた。時々、ブヒブヒ聞こえてくるし、私の髪が鼻息で揺れて気持ちが悪い。胸をムニュムニュと揉まれて、また乳首をキュッと指でつままれてしまった。

「やああんっ」

　明らかにやりすぎだと思う！　集中力が散漫になってドーム型に張っていた結界がその時、パチンと弾けてしまった。

「プリモ……！」

「えっ」

　何故か、体を回転させられて仰向けに倒された。なんだかオークが私を見る目が怖い。

「エ、エリアス様？」

「うん……プリモ、綺麗だ」

　ブヒーッと鼻から洩れる息が鳴る。オークの目は私の揺れる胸に釘付けだった。

「えっと、あの……ちょっ、こ、怖い！　怖いです！」

　そのまま、親指で乳首を重点的に刺激される。クニクニと乳首が押しつぶされると、甘く焦れるような疼きを感じた。

　しかしいくら中身がエリアス様で、優しく触られていても怖い。

「プリモ……プリモ……」

　しかも、何かが太ももに当たっている。ちょっと待て、アレは？　ま、まさか……。

　私が真っ青になって固まっていると、やっとエリアス様がそれに気づいたようだった。

「ご、ごめん！　プリモが可愛くてつい！」

「う、うえっ……うええええん」

　その恐ろしさに耐え切れなくなった私は泣き出してしまった。

「あの……プ、プリモ……？　ごめんね」

「ヒクッ。エリアス様が私の力を最大限に引き出そうとしてくれているのはわかってます。でも、姿はオークなんです。怖いんです。息も臭いんです。し、しかも！　生殖器を押しつけてくるなんて最悪です！」

「ご、ごめんなさい」

　オークが私の目の前で小さくなっていた。ずっと自信たっぷりの態度だったのが嘘のようだ。でも、やっぱり私を押し倒したのはやりすぎだ。

「す、少し、気遣ってくださると助かります」

「う、うん。約束する。でもプリモがあんまりにも可愛く声を上げるもんだから、俺も反応してしまったというか、なんというか」

「……オークなんですよ？」

「……ごめんなさい。あ、あのさ……もし、俺が人間に戻れたら……」

「戻れたら……きっとエリアス様が私に触れなくても聖力が出ると思います」

　姿がエリアス様になってしまったら間違いなくそれだけで恥ずかしい。

「ええっ」

「何を驚いているんですか？　その方がエリアス様もいいでしょう？　その、恋人でもないのに、む、胸を触ったりしなくていいんですから」

「いや、この役は誰にも譲りたくないと思ってる」

「あの……。エリアス様が何を言っているのかわかりません」

「と、とにかく、もう一度結界の練習をしよう」

「胡坐の上は、嫌です」

「う、うん。じゃあ前から触るから！」

「……」

　うう。触るのはやめないのか。仕方なく私は目を瞑ってオークに胸を触られることになった。何とか結界が張れるようになっても用心深いエリアス様に何度も練習させられた。




「よし、スケルトンの体を手に入れるぞ」

　隣に立つオークが鼻息荒くそう言った。なんだかすごく気合が入っている。私たちは練習していた部屋を出てスケルトンがいそうな部屋に引き返した。

「スケルトンなら息も臭くないだろうしな。もっと細かい動きができるはずだ」

「……それ、戦いの話ですよね」

「さあ、どこからでもかかってこい」

　オークが聖剣を構える。それを合図に、暗闇に光を照らした。

「きゃっ」

　そしてタイミングよく片手で胸を掴まれた。情けないがそのお陰で上手く聖力が放たれる。

　急に明るくなって、空中を浮いていただろうスケルトンが不意打ちを喰らってドシン、ドシンと床に落ちてきた。

　次に結界を張ることに集中する。くそう、オークの手の動きが胸をムニュムニュと掴んで、なんとも言えない動きに変わった。

「プリモ、いいぞ、そのまま頼む」

　オークが近づいてきたのを感じて、落ちたスケルトンが逃げようと動いた。けれども今度は結界があるので逃げられない。二体落ちたスケルトンの一体をオークがあっという間に倒した。もう一体を瀕死にできれば、と思いながら手を上げたまま結界を張っていると、スケルトンの赤い目と目があった。

「ひっ」

　モンスターとは目を合わすべきではない。そう確か授業で習った。

　どうしてか？

　それは上位のモンスターには短時間だけ、相手を洗脳できる者がいるからだ。

「プリモ！」

　エリアス様の叫ぶ声が聞こえた。スケルトンが真っ直ぐ私に向かってくる。それでも私はその赤い目に囚われて動けないでいた。

「プリモ……プリモ」

　誰かに呼びかけられて、意識を集中した。揺らいでいた視界に目を凝らすと、目の前に骸骨が現れた。

「きゃあああああっ」

「プリモ、俺、エリアスだから」

「え……あ……エリアス様？」

「うん。モンスターの目を見ないようにアドバイスするのを忘れてた」

「いえ、授業で習っていたんですけれど、とっさに避けられませんでした」

「実践の経験がなければ、そんなものだよ。俺だって聖騎士になりたての時は目が合って足止めされてしまったことがあるから」

「エリアス様でもそんなことがあるのですね。でも無事にスケルトンの体に入れたようでよかったです」

「こんな時にまで俺のこと？　ほんと君って……。体、動く？　魔素が体に入ってしまったかも。聖力を循環させて自分で体の中を浄化できる？」

「ええと……」

　そう言われて、腕を上げようとすると、体が動かなかった。

「どうしたら、聖力でるかな……。体がしびれてるんじゃ、胸を触っても感じないよね？」

「あの、それが一番いい方法だとしても、もっとデリカシーってものを」

「……顔は動くんだよね？」

「え？　ええ」

「じゃあ、キスでもする？」

「ええ？」

　骸骨の顔が近づいて来て、私は必死で言い募った。

「エリアス様！　あんまりです！　キ、キキキキキキスは、好きな人でないとダメです！　エリアス様には何でもないことかもしれませんが、わわわ、私は無理です！」

「ふうん。プリモはしたことないの？」

「……家族以外とは」

「俺も家族以外ないよ。じゃあ、お互いファーストキスってことで」

「イ、イ、イヤイヤ、だって、エリアス様、今、スケルトン！」

「へえ。じゃあ、体が戻ったら覚悟してね」

「へあ!?」

「目を瞑って、エリアスからプリモに頬にキスさせて」

「え……ええええっ」

　骸骨の顔が近づいて来て怖くて急いで目を瞑った。そうして頬に何かがぶつかった感触がして。

　それは温かくも柔らかくもなかったけれど、私をドキドキさせることには変わりなかった。

「よし、体も動くね」

「……はい」

　スケルトンは私の答えに満足そうだ。なんだかエリアス様って、この手のことにすごく慣れてないかな？　私をドキドキさせるのがうますぎる。美男子だし聖騎士としても有望なんだから、もちろん常に周りで女子が騒いでいた。まとわりつく女の子はみんな優秀な聖女でもあるお姉様が追い払っていたって聞いていたけど、本人だって女の子のあしらいはうまいんだろうな。

「しかし、プリモってやっぱりすごいんだな。ここまで聖力を使っても、全然力が衰える気配がない」

「私が生まれた時にはその聖力の多さに、原始の聖女アグネス様の再来だって言われてたんですよ」

「へえ。じゃあ、力が使える今は最強だな」

「……いえ」

　今、聖力が使えるのはエリアス様のお陰だ。何とかちゃんと使えるようにならないと。この先、エリアス様がピンチの時に使えないなら意味がない。

「プリモ、傀儡師と戦っている間は、常に俺の聖剣に聖力を注いで欲しいんだ」

「常に……」

「それで、できれば剣の届かないところに離れていて欲しい。聖剣を思い切り振り回せないから。さらに魔素の浄化も同時にしてくれると助かるけど」

「はあ。結構な難題です」

　傀儡師とエリアス様が戦うことになったら、私に構うことはできないだろう。私が一人でちゃんと聖力を出さないことには、エリアス様の足を引っ張ることになる。

「うーん……これはさらなる刺激が」

「ちょ、ちょっと待ってください。あんまり過激なことは考えないでくださいね？」

「けど、俺たちの命がかかってるんだよ？」

「まあ、そうなんですけれど……」

「あのさ、キスもまだなんだからそうだろうとは思うけど、プリモって処女？」

「ええっ!?　そ、そ、そんな、プライベートなこと聞かないでください！」

「恥ずかしがらなくても大丈夫。俺も童貞だから」

「はうええっ!?」

　どうして、そんなエリアス様の情報を聞かなくてはならないんだ！　え。でも、童貞なんだ。なんだか手馴れているので、てっきり恋人の一人や二人いるものだと……。

「そうだなぁ。オナニー、見せてくれるってのは、どうだろう」

「え？　オ……なんですか？」

「したことないの？　ええと、自慰行為ってやつ。自分で自分の性器とか触って気持ち良くなったりしないの？」

「じじじじじじじ、自慰行為って!?　しかも見せるって意味がわかりません！」

「俺が触ってもいいけど、スケルトンは嫌なんでしょう？」

「そりゃあ……でも、自分でなんて無理です」

「じゃあ、俺が触ってもいい？」

「そ、そんな」

　スケルトンになったエリアス様を眺める。臭い匂いや見た目も、今までのオークやゴブリンよりずいぶんマシだ。声だって今までで一番、落ち着いて人間に似た声である。

「考えるよりやってみよう。ほら、スカート上げて」

「あ、ヤッ！　ダメです！　そういえば私のショーツって、エリアス様が拾ってくださっているんですよね？　とりあえず返してください」

「ああ。あれは急いでいたから……取れなかったんだ」

「そんな……」

　ずっとスカートの下がスースーしているのを我慢していたのに。何かと言い出せなくて、今決死の覚悟で聞いて……私がノーパンなのを知ってて、ずっと隣で平気な顔していたんですね！

「面と向かって恥ずかしいなら、ほら膝の上においで」

「……そうやって、前に行き過ぎたことをされたのを忘れていません」

「俺は正面の方がエロくていいけど？　プリモが恥ずかしいだろうから背後からにしてあげようと思っているのに」

「……」

　確かにスケルトンの目の前で性器を触られるなんてたまったものではない。なんだか上手いことエリアス様の口車に乗っている気がするが致し方ない。しぶしぶスケルトンの膝の上に座った。

　スケルトンの手が私のロングスカートをゆっくりと太ももまで持ち上げていく。

　それ以上まくられてしまうと丸見えになる、と思わずスケルトンの手を抑えてしまった。

「プリモ？　……大丈夫だよ。そっと、触るから」

　優しく耳元で囁かれても手が離せない。声だけはオークと違って普通に男の人だ。

「君の大切なところを触れるのは、俺だけ。ね？」

　その言葉に体がカッと熱くなった。聖力の循環が始まる。うう、やっぱりエリアス様は女の子の扱いに慣れているに違いない。手の力を緩めると、それを了承だと受け取ったのか彼の手がゆっくりと中に入ってきた。内ももに触れられるとビクリと体が跳ねた。

「怖い？」

　聞かれてコクコクと頷いた。すると私を安心させようとしているのか、後ろからギュッと抱きしめられた。

「ごめんね、プリモ。俺もこんな形で君の体に触れたくなかった」

「……優しくお願いします」

　目を瞑ろう。中身はきっとエリアス様だし。声だけならオークと違って怖くない。何よりも私が聖力を扱えなければ、エリアス様の体を取り返すことができずに、二人ともダンジョンで死んでしまってもおかしくない。

　心もとなくて自分のスカートを握る。スケルトンの指は私の足の付け根に到達して、下の毛をさわさわと探っていた。

「プリモ、気持ちいいことしよう」

「あ、ひゃん」

　秘所を優しく指で撫でられて変な声が出てしまった。気持ちいいこと？

「確か、入り口付近に気持ちいいところがあるって……」

「そ、そうなのですか」

「ふふ、プリモって箱入りだよね」

「箱入り？　あっ、ちょっと……なにっ」

「ここかな？」

「やっ、そこ、ダメッ」

「あ、ヌルヌルしてきた。気持ちいい？」

　どうして恥ずかしいって思いを引き出すために気持ちいいことをするの？　でもそこを擦られると、体の奥が熱くなってしまう。

「エリアス様、ああっ」

「うんうん。気持ち良くなろうね。ほら、こっちの腕に縋っていいよ」

　そう言われて反対側の腕に手を伸ばすと手を絡ませて繋がれた。これは、私を安心させるため？

　入り口を往復していた指が私のひだをかき分けるような動きに変わった。時折敏感なところをくるくると触れられて体が跳ねる。そのうち何かが、私の奥から溢れ出してきた。

「え、うそっ、エリアス様、な、何か、で、出てきて……！　まって、指が、汚れる」

「大丈夫。俺に任せて。気持ち良くなると女の人は膣から愛液がでるんだよ」

「愛液？」

「プリモは、感じてくれていたらいいから」

　クタリと背中を預ける私に、スケルトンは頬にキスを贈ってくる。

「ひっ、うっ」

　力が少し抜けた隙に指が私の中に侵入してきた。

「キツイ……まだ指一本だけど。これ、入んのかな……」

　ぶつぶつというエリアス様に何も言い返せない。

「う、動かさないで……」

「痛かった？　気持ちいいことだけ覚えようか」

　指が中から出て行くと、また入り口の敏感なところに触れられる。分泌された愛液を纏った指がヌルヌルとひだを行き来する。ドクドクと体中の血が脈打つのがわかるような感覚。聖力が体の内側から溢れる。

「ハッ……ハア……ン……」

「気持ちいいね。プリモ、ねえ誰が君の大切なところを触ってる？」

「あ…ん、ん、んんっ……エ、エリアス様……」

「そうだよ。誰にも触らせちゃダメだよ。俺だけだからね」

「……ハッ……はい」

　下半身が指でこすられて熱い。スケルトンの腕に縋りながら体を震わす。こんなにも聖力の循環を感じたことはなかった。焦れるような感覚を息を吐きながらやり過ごす。

「いい子……可愛い。このままイケるかな？」

「ん……？」

　エリアス様の指の動きが早くなって、太ももががくがくと震えた。未知の感覚がせり上がってくる。ハフハフと息が上がって、何かが電流のように体を駆け抜けた。

「ああああっ、んんーっ」

　つま先がピンと伸びた状態になった私をエリアス様が支えた。それからくたりと脱力してしまった。

「プリモ、イケたんじゃない？　気持ちよかった？」

「……きもち、いい？」

「ふふ。初めてで訳わかんなかったのかな。あー、可愛い。可愛い！」

「聖力が……」

「あ……」

　体を包む聖力が今まで感じたことのないくらいに大きく膨れ上がっていた。私は腕を上げて聖力を放出した。

　頭上には、今までで一番大きくて強固な結界ができ上がっていた。








　第六章　ボスとの決戦









　さて、エリアス様の特訓を経て、聖力が使えることはわかった。その方法は親に言えそうもないけれど……。

「プリモ……、まだ結界が続いてる。すごいじゃないか！」

「ソウデスネ」

　あの後、私が張った結界がキラキラと光りながら十分な広さで展開されていた。確かにこんなに立派な結界は熟練の聖女でもなかなかできないだろう。でも、あれをされないといけないのでは今後また使えそうもない。

「なに、俺に初めてイカされてショックなの？　大丈夫だよ、可愛かったから」

「……聖力を使うことを引き換えに、大切な何かを失くしてしまった気がします」

「いやぁ、ごめんね、プリモの初めて奪っちゃって！」

　なぜかご機嫌なエリアス様に何も言えない。結果が全てだ。スケルトンに誰にも触れられたことのないところをしつこく触られて。その快感を得て果てることでこの膨大な聖力が使えてしまったなんて。……それも全部、エリアス様に見られながらなんて。もうこの世から消えてしまいたい。

　嬉しそうなエリアス様が恨めしい。でももっと恨めしいのはこんな自分である。

　ほんと、もうお嫁にいけない。

　最大限に聖力を使うには、じ、自慰行為をしなければならないなんて、どこの変態なのだ。あんまりだ……どうしよう。もう聖女として生きていく自信すらない。

「こんなのないです……。こんなこと毎回して聖力を出していたら変態です。これでは私は生きていけません」

「え？　はははっ。違うよ、プリモ。そんなことしなくたって、体の感覚を思い出せばいいんだよ」

「え？」

「さっき、感じた体の感覚を思い出せない？」

「あ……」

　落ち込んでいた私にエリアス様がそう言ってくれた。そうか、ちゃんとそこまで考えて私に協力してくれたのだ！

　一度、心を落ち着けて先ほどのことを思い出した。血の巡りを体の中から感じ手のひらにはちゃんと聖力が溜まった。

「エ、エリアス様！　聖力が！」

「ほらね。よかったね、プリモ。俺がこれからも手伝ってあげるから」

「あ、ありがとうございます！」

「で、喜んでいるところを悪いんだけど、これからは聖力温存で」

「え？」

「プリモ、今まで使うことがなかったから、聖力の限界がわからないんじゃない？」

「……そう言えば。でも、体のだるさは、まだ感じていません」

「ここに来るまでも使ってきたから、半分くらいは使ってるんじゃないかな？　できれば後は温存して、ボス戦に備えたいんだ。普通は自分の聖力の限界を把握するために、学園の実習で使い切るのを体験するはずだけど、プリモはしたことないんじゃない？」

「……ないです。そもそも、放出することができなかったので」

「威力も衰えていないけど、仮に俺の姉と同じくらいだとしたら、多分、残りは半分くらいだと思う」

「なるほど」

「傀儡師は影を移動するモンスターだから、そこからおびき寄せないといけない。そのためには頻繁にプリモに聖力で光を作ってもらわないといけないんだ」

　できるだろうか、と思ってしまって、そうじゃないと思い返した。エリアス様の体を取り返せなかったら意味がない。私はやらなければならないのだ。

　ギュッと目を瞑ってみる。大丈夫。エリアス様と力を合わせればきっと成し遂げられる。

「わかりました」

　その思いも込めて力強くそう答えた。







　地図を広げて元の城の地下を確認する。前に遭遇した時も辺りを警戒しながら、人形にした城主とエリアス様を歩かせていた。傀儡師は二人を連れてダンジョンの中を徘徊していると思って間違いないだろう。

「今、俺たちがいる場所は水路のある部屋から東にずれたところだ。ダンジョンのボスは自分の力を見せつけるタイプは中央、用心深いタイプは最奥に拠点になる部屋を作ることが多い。徘徊が終わっていたら、そこに向かうだろう」

「定期的にダンジョン内が揺れていますよね。これって傀儡師が徘徊してダンジョンが変化しているのではないでしょうか。モンスターが動くと魔素が増えます。きっと、徘徊することでダンジョン内の魔素を増やしているんです」

「そうなると、この揺れが収まった時に拠点に向かうと思っていいだろうな。その場所にあらかじめ潜んで待ち受ければ有利な戦いができるだろう」

「私の聖力を感じて、ダンジョン内を見回っているのです。傀儡師はきっと用心深いタイプですね」

「プリモはちゃんと学園で学んで来たようだね」

「聖力が使えないので座学は頑張りました」

「プリモは頑張り屋さんだなぁ」

「そ、そんなことないです」

　褒めながら私の頭をスケルトンが撫でてくれる。この人ぜったい女の子に慣れてる！

「城の一番奥の部屋は……地下牢ですね」

「ダンジョン化していても、それっぽい雰囲気は残っているはずだ。注意深く探ろう」

「はい。それと一度見た部屋は印をつけませんか？　揺れが起きるたびに、ダンジョンが変化している可能性があります。無駄は少しでも省かないと」

「了解。じゃあ……床にバッテンの印を書こう。早速、ここにも書いておくよ」

　聖剣で床にバッテンを書くと、私たちは次の部屋に向かった。いつの間にかダンジョンはより複雑なつくりに変わっていた。

　いくつかの部屋を回ったが、私の聖力の温存のためにも、モンスターとは遭遇しないように注意した。スケルトンの体は壁をすり抜けられるので、危険もなく中の様子を探ることができた。

「そろそろ、城の奥についてもおかしくないんだけどな。くそ、ダンジョン化が進み過ぎて方角がわからない」

「いえ、方角はあっているはずです。地下牢の場所は北です。方位磁石は持って来ていませんが、棒磁石はあります」

「さっきから紐をぶら下げて何やってるんだろう、って思ってたら方角を見てくれていたのか」

「一応、棒磁石はスカートの金具に縫い付けてあるんです」

「学園の最初の実習の時に配られる非常用の特別なやつか。俺も騎士服の襟に入れてるよ。今は幽霊だし持ってないけど。プリモってほんとに真面目だね」

「それがわかるエリアス様も、ですね」

　私がずっと思い描いていたエリアス様とは違って、本当のエリアス様は口調も軽いし、スパルタだし、合理主義だった。でも、聖騎士に誇りを持っていて、強くて優しくて、面倒見のいい人だ。

「じゃあ方向は間違いないな。プリモがペアで助かるよ」

「……」

　そんなことを言われるとドキリと胸が跳ねる。体を取り返してここを出ることができたら、エリアス様とペアを組む。夢みたいな話だ。そうなったらどんなに素敵だろう。

　……まずは、ボスを倒すことだけに集中しないと。

　そうして棒磁石を信じて進むと、これ以上部屋がないところまで辿り着いた。

「監獄の独房の柵がそのままだな。多分ここがボスの部屋だ。不審がられるといけないから魔素の浄化はしないでおこう。プリモ、俺が言う通りのものを作って欲しい。多分、結界が張れたのだから簡単だと思う」

「はい」

　エリアス様に言われて床に聖力でトラップを仕掛ける。こんな技も持っているのか、と感心させられる。やはり普段からダンジョンに潜って浄化をしている聖騎士と、私みたいな学園出たての聖女では知識が違う。もっと勉強しないと。

　私が床に人差し指で聖力を込めて円を描く、エリアス様にされた数々の恥ずかしい事を思い出すと少ないとはいえ聖力を使えるようになっていた。

「一応この机の下にもトラップを仕掛けておこう」

「わかりました」

　エリアス様の指示で、机の下に四つん這いになって潜って円を描く。ええと、やっぱり最後にあそこを触られたことが一番恥ずかしかったから……。

　私が思い出しながら聖力を扱っていると、スカートの中に何かが潜り込んで来た。

「え？」

「時間がかかっているようだから、手伝ってあげるよ」

「へ？」

「さ、指先に集中して」

「や、ええっ」

　スカートの中に入ってきた手は私のお尻の形を確かめるように動く。な、なんだかすごく、イヤラシイ触り方なんだけども！　わざとですね！

　けれども私の体はそうされると瞬間に熱くなり、指先に聖力が面白いように溜まった。

「エ、エリアス様、も、もう、描けました！　かけましたからぁっ！」

「うん。じゃあ、このまま、一回イっておこうか。聖力溜めた状態の方がいいから」

「ええっ!?　そ、そんなっ」

「気持ち良くなろうね、プリモ」

「は、はうっ」

「あ、でも、声は我慢して」

　お尻を触っていた手がまるで左右にお尻を割るように掴んだ。そのまま大切なところをクパクパと親指で広げられているのを感じる。

　な、なにをして！

　声を出さないように手で口を押える。四つん這いの状態でエリアス様がすることにひたすら耐えるしかなかった。小さな声で「ここも綺麗なピンクなんだな……」と聞こえてきたかと思えば、ぬるりと何かが秘所を這った。

　なに、これ……な、舐められてる!?

　スケルトンって舌があるの？　でも声が出たってことは声帯があるのか。舌もあったのかもしれない。

　ピチャピチャと音がするのは、溢れてきた私の愛液だろう。は、恥ずかしい。舌が差し込まれるたびにビクビクと体が揺れる。同時に入り口の敏感なところを指でいじられ、また快感が蘇ってきた。

「んっつうっ」

　声が出そうになって口を押えた手に力が入る。されるがまま、ぐすぐずになって腰を揺らしてしまう。

　快感が体を突き抜け、びくびくと体が揺れた。

　私はまたエリアス様に簡単にイカされてしまった。

「ふうう……」

　聖力は溜まるけれど、体がふにゃふにゃになってしまう。こんなことに協力してもらって死ぬほど恥ずかしい。そんな私を気遣って、エリアス様が腰を引き寄せて私を部屋の隅に連れて行ってくれた。

　ハアハアと体の熱を持て余しながら、息を整える。

「ごめん、プリモ、あんまりにも可愛いもんだから、やり過ぎた」

「いえ……」

「あの、あのさ……もし、もしも俺の体が戻ったら」

　エリアス様が、またなにか言いかけた時、床が揺れ始めた。

「……移動、していますね」

「ああ。今までで一番大きく揺れた。こっちに向かっているのかもしれない」

　緊張が走った。ジッと外を窺っているあいだも激しい揺れは続いた。




　来た。




　禍々しい魔素の気配が近づいて来るのがわかった。暗闇に目を凝らす。先に部屋に現れたのは城主の方だった。城主が部屋を確認して歩く。トラップは床に円を描いた後、地中に潜らせている。エリアス様の合図で発動できるようになっていた。

　次に暗闇に浮かび上がったのは銀色の美しい髪……エリアス様の体だ。そのまま、体に戻れるなら苦労はないが、影で傀儡師と繋がっているから、その繋がりを切ってからでないと、最悪城主のように首を折られたり、体を傷つけられる可能性がある。死に至るような傷がついた体に戻って、生きていられるかはわからないし、想像するのも怖かった。

　城主の影とエリアス様の影を観察する。どちらも魔素を帯びているが、エリアス様の影の方が大きな魔素を感じた。きっと傀儡師は今、エリアス様の影に潜んでいるのだろう。

「プリモ、今だ！」

　エリアス様の合図で溜まっていた聖力を部屋全体に一気に放出した。結界を張って魔素を浄化しながら傀儡師を閉じ込める。

　キン、と音がしたほうを見ればエリアス様の体と傀儡師の繋がりを切ろうとしたスケルトンの剣を、操られているエリアス様の体が剣で受け止めていた。

　ギリギリと二人が力をぶつけあっているとエリアス様の体の影から細い糸のようなものが出てきた。

「エリアス様！」

　片手で結界を保って、その影に向かって光の玉を打った。すると、影から伸びた無数の糸が散り散りになって消えた。どうやらあれで操っているようだ。

　エリアス様もそれに気づいたようで、エリアス様の体の周りを聖剣で払い落すように切った。

　スケルトンの足止めをしようと城主も向かってくる。城主の体をさらに傷つけたくはないと思うのか、スケルトンがその背中を剣の柄で打って、倒した。

　流れるような動き、圧倒的な強さ。これが本物の聖騎士の姿なんだ。

　しかしエリアス様の体もスケルトンに上手く応戦していた。もしかしたら体が剣技を覚えているのかもしれない。素人目にも互角に戦っているように思えた。

　長引くだろうか。

　今まで聖力を出せなかった私はエリアス様が言ったように自分の限界をしらない。このまま結界を張り続け、時折影から伸びた黒い糸を断ち切ることを続けられるだろうか。

　その時、スケルトンが大きく踏み出し、エリアス様の体が後ろに下がった。

　パチンッ。

　スケルトンがトラップの発動の合図にしていた指を鳴らした。すると地面に描いていた聖力の円が下から浮かびあがり、エリアス様の体の両足を拘束した。足止めを喰らったエリアス様の体の影から黒いものが飛び出した。

　とうとう、傀儡師が影から出てきたのだ。

　真っ黒な頭の大きなシルエット。身長はゴブリンと同じくらいである。ただ、頭の先からつま先まで真っ黒で、目玉だけがぎょろぎょろしていた。

　目を合わせないようにしながら、片手で傀儡師に光を打つ。その間、傀儡師は操る黒い糸を出せないようだった。

　バタン、と何かが倒れる音がした。横目で見るとそれは、エリアス様の体が倒れた音のようだ。

　スケルトンは、どこに？

　心臓がバクバクする。

　バタン、また音がして、スケルトンもエリアス様の体の隣で倒れた。まさか、相打ち？

　ここでエリアス様が倒されたら、もう終わりだ。

　しかし、聖剣を持って立ち上がったのはエリアス様の体だった。

　聖剣を持って立ち上がったということは、エリアス様が体を取り戻したのだ！

「あ……れ？」

　体を取り返した！　と心が踊ったのも束の間、聖剣を掴んだまま、エリアス様は動かない。傀儡師がエリアス様に近づいてしまう。何度も聖力の光の玉を当てて、傀儡師の足止めをしても、一向にエリアス様は動けなかった。

「あっ」

　よく見ると聖剣の紫色の石がまた、真っ黒に戻っている。

　聖力を注がないと！　きっと体が魔素に侵されている状態なんだ。

　このままエリアス様が動けないと、傀儡師にまた操られてしまう！

　もっと、聖力を！

　でも、結界と光の玉を打つので精一杯なうえに、段々とその威力が下がっている。まだ、体の中には聖力を感じるのに、せっかくエリアス様が溜めてくれていた聖力が尽きそうだった。

　放出さえできれば、使えるのに！

　焦れば焦るほど聖力が上手く出せない。エリアス様を心配する気持ちでいっぱいになって、色々されてきたことなんて思い浮かべることすらできない。傀儡師がエリアス様に近づく。

　足止めする聖力が出なくなったとき、それに気づいたのか、傀儡師が真っ黒な顔にぽっかりと真っ赤な口を開けて笑った。

「エリアス様！」

　傀儡師がエリアス様に飛び掛かって、驚いた私は結界も解いてしまった。

　どうにか聖力を！

　エリアス様を助けないと！

　なのに、力が、聖力がでない！

　絶望を感じるほど、熱かった体が冷めていき、血の循環を感じられなくなっていた。

　どうしよう、どうして。こんな時に使えないなら意味がない！

　涙まで溢れてきてエリアス様の元に走ることしかできなかった。せめて、この体でエリアス様を守ることができるなら！

　しかし傀儡師の方がエリアス様のところまで早く辿り着く。もうダメだ！　と思った時、エリアス様の指が鳴ってトラップが発動した。

「エ、エリアス様！」

　両足を捕まえられた傀儡師がギャーギャーと叫び声を上げた。エリアス様は聖剣を地面に突き立てて立とうとしていた。

　苦しそうに剣を何とか振り上げたエリアス様に聖力を送りたい。送りたいのに……。

　何とか、心を落ち着けないと。

　どうか、

　どうか！

　必死になればなるほど、どうにもならなかった。エリアス様は剣を振り下ろす。

　その時、エリアス様の騎士服のポケットから何かがポロリと転がり落ちた。

　あれ……？

　見覚えがある白の……。

　私の……。

　ショーツ……。

「きゃああああああああっ!!」

　空間を引き裂くような叫び声と共に私の聖力は爆発した。

　その爆弾のような大きな聖力は、強烈な光と共にそれこそ爆風のように凄まじい威力でダンジョン内に広がり、ダンジョン全体が激しい揺れを起こした。ガタガタと揺れる城の備品。壁にかけてあるようなものは次々にドサドサ音を立てて落ちて行った。目を開けていられないほどの明るい光に倒れた傀儡師はもちろん、魔素の浄化、それによるモンスターの消滅が一気に行われた。




　そして私は初めて聖力を使い切り、ダンジョンからエリアス様に抱かれて脱出することになったのだった。








　第七章　ダンジョンで起きたことは









「プリモ、プリモ……」

「あれ……シェリー……」

「よかった目が覚めた！　心配したんだよ！　どうして一人でダンジョンに行ったりしたのよ。単独行動は禁止されているじゃない！　せめて私に声をかけてくれたらよかったのに」

「え？　……単独？」

　目を覚ませば泣きそうな顔のシェリーと目があった。

　どうやら初めに泊めてもらった屋敷のベッドに寝かされているようだった。

「ダンジョンで……はっ。エリアス様は？　エリアス様は無事だったの？」

「大丈夫だよ。エリアス様がここまで運んでくれたの。調査団も到着して今はダンジョンの説明に行っていていないけど、すぐ帰ってくると思うよ」

　エリアス様が無事だと聞いて心底ほっとする。私たちはあのダンジョンから脱出したのだ。それにしても……。

「シェリー、私、単独でなんてダンジョンに行ってないです。……アーシェリアは？　私、夜中に彼女に強引に連れていかれたのですよ？」

「え？　でも、アーシェリアと私は朝にプリモがいないことに気づいて……」

　どういうこと……アーシェリアは私をダンジョンに置いてけぼりにしたうえに、助けも呼ばずに朝まで知らないふりをしたってこと？　考えていると部屋の扉が開いた。

「プリモ！　あなた目が覚めたのね、心配したのよ！　まさか一人でダンジョンに潜っていたなんて！」

　涙まで溜めて近づいてくるアーシェリアに困惑する。あんなことをしておいて何を言っているのだろう。

「一人だなんて、あなたが私を強引に誘ったんじゃない！」

「頭が混乱しているの？　怖い目にあったものね。私のせいにしたい気持ちはわかるから、今回は許してあげる。早く元気になってね」

　そう言ってアーシェリアが私に紙切れを渡してよこした。知らない人が見たら完璧な演技である。困惑しながら紙切れを広げると、




　これからも聖女でいたいなら、黙っておくこと




　と書かれていた。それは私が読み終わると炎で燃えてなくなる仕掛けになっていた──証拠隠滅か。はあ、とため息が出た。

「アーシェリアがプリモのことをこんなに心配するなんて意外だったわ。私と一緒にプリモが目覚めるまでずっと交代であなたを見守っていたのよ」

「シェリー……アーシェリアは心配でなくて監視していたのです」

「え？」

　今までの私ならこの意味深な紙くずの脅し文句で、ひとまず口を閉じていただろう。アーシェリアが私の悪い噂を流せば、力のない私はたちまち聖女の中で孤立してしまうからだ。

　けれど今回、私はアーシェリアを許す気には到底なれなかった。あの時、エリアス様に会っていなかったら私は確実にモンスターに殺されていただろう。命を軽々と扱う人間を私は許せそうもない。

「あのね……」

　私はシェリーにアーシェリアがしたことを説明した。シェリーは私の話をすぐに信じてくれたが渋い顔をしていた。

「悪知恵が働くね。うっかり本当に心配してるのかと騙されちゃったよ、最悪。でもさ、アレが演技だったと思うと背筋も凍るよ。こんなのプリモが今無事だから落ち着いていられるけれど、許されることじゃないよ。仮に怖くて扉を閉めてしまったとしても、助けを呼ばずに自分の保身のために、朝プリモがいなくなったって騒いでやり過ごそうだなんて、酷いなんてもんじゃない。なんだか怖いよ」

「悪意を感じますね」

　アーシェリアがしたことは許せない。けれど私があそこに残っていなかったら、エリアス様は体を取り返せなかったかもしれない。それだけは感謝してもいい。

「あっ、でもさ、エリアス様がプリモをお姫様抱っこして帰ってきた時は、もうドキドキしたよ！」

「え……。お姫様抱っこ？」

　シェリーの視線の先を辿るとそこには聖騎士の上着がかかっていた。

「あの上着をね、プリモにかけて、それで、それはそれは大切そうに抱えてきたよ。もうほんと、どこから見ても王子様とお姫様みたいだった！　エリアス様って銀髪のせいか輝いて見えるのよね～。プリモとお似合いだったよ！」

「え!?　あ、その……ダンジョン内ではとても面倒を見てくださってね」

「ふうーん。なんか恋人みたいだったよぉ。めっちゃ心配してたしぃ。プリモ、よかったじゃない。ずーっと憧れていたエリアス様とお近づきになれて」

「そ、そんなんじゃ……。」

「あの時のアーシェリアの悔しそうな顔ったら、見ものだったよ～！　まあ、それは置いといて。アーシェリアがプリモを連れて行ったんだとわかる証拠があればいいのに……」

「あの様子だと絶対に認めないでしょうね。私はシェリーが信じてくれるならいいです。アーシェリアには関わらないことが一番でしょう」

「ふう。ずっと首席でみんなを率いていたんだもん、一目置かれているもんね……」

「きっと私たちが騒いだところでアーシェリアにいいように真実を捻じ曲げられてしまうだけだわ」

「……ちゃんと証拠がないと厳しいね」

「ええ」

　悔しいけれどアーシェリアが認めなかったら何も証拠がない。優秀な聖女としてこれからを期待されているアーシェリアと、落ちこぼれの私ではみんなの信用度も違う。それだけ聖女の浄化という仕事は特別で大切なものなのだ。

　──もしかして、エリアス様もアーシェリアを信じるだろうか。

　いや、あんなに二人で頑張ったのだから、それはないと思いたい。けれど体を取り戻したエリアス様にまともに会える気がしなかった。幽霊だった時はほとんどモンスターだったのだ。本来の姿を想像しただけでも緊張で体が震えそうだ。

「プリモ！」

　聞きなれない声がして扉が開いた。

　そこに立つのは銀髪に紫の瞳のイケメン……。あ、あわわわわわ。て、天使様！

「エ、エリアス様……」

「目覚めたって聞いて飛んで来たんだ。ほら見て、プリモ。俺、体を取り戻したよ！　全部プリモのおかげだ！　大好きだ、プリモ！　すぐにペアの申請をするから！」

「ええっ、あ、あの……」

　体を取り戻したエリアス様を眺めた。よかった……無事に体を取り戻せて本当によかった。

「だ、大好きって……プリモ、ど、どうなってるの？　二人は恋人なの？」

　私たちのやり取りを見てシェリーが首を傾げた。私も一度に色々言われてパニックだ。

「えーっと、君はプリモのお友達の」

「シェリーです。改めましてよろしくお願いします。エリアス様」

「親友のシェリーの方ね。もちろん、よろしく」

　二人が隣で自己紹介するのを見ながら、エリアス様の言ったことを考える。大好き？　すぐにペア申請？　ほ、本気で？

「あ、あの、私、あの時上手く聖力が出せなくて……エリアス様を危険な目にあわせてしまいました。ごめんなさい」

　ボスと戦った記憶。焦ったあまりに聖力を注げなかったことを思い出した。あ、あ、あのショーツが落ちなければ、エリアス様も私も命を落としていたかもしれなかったのだ。

「謝ることなんて何一つないんだ。俺は感謝でいっぱいだしね。あのね、プリモ。聖力が出なくて無力になった君が、動けない俺のところに駆け寄るのが見えていたよ。俺は、ペアにとって本当に大事なものは『信頼』だと思ってる。君は自分の命を顧みず俺を助けようとした。それだけで十分信頼する価値があると思う」

「……」

　本当にエリアス様はそれでいいのだろうか。聖女として欠陥品の私をペアに……。

「聖力の練習はおいおい二人でやればいいよ。それともプリモはアレを他の騎士とできるっていうの？　俺は可愛い君を他の男に触らせるなんて我慢ならないからね」

　こっそりと耳打ちされて顔が熱くなる。確かに、あんなことを他の誰かとできるわけがない。うう、見た目は天使でも中身はまちがいなくあのエリアス様だ。

「ペア兼恋人ってことでいいよね？」

　今度は両手を包まれるように握られて言われる。キラキラのイケメンにそんなことを言われてもう失神しそうだ。や、やめて……天使の顔で懇願なんてずる過ぎる。

　危うく頷きそうになった時、また扉が開いた。

「エリアス！　説明の途中で何してるの！」

　そこに入ってきたのはエリアス様とお揃いの銀髪と紫の瞳を持った美人だった。説明など受けなくても、それがエリアス様の双子の姉のカーラ様であることは明白だった。

「カーラ、これが俺の女神、プリモ。命の恩人だ。カーラからもお礼を言ってくれ。それから俺、プリモとペアを組むつもりだから」

「……少し落ち着きなさいよ、エリアス。こんなに浮かれてみっともない。ええと、プリモさん。弟を救って頂いたと聞きました。ありがとうございます」

「いえ。私の方がエリアス様に助けてもらったのです。あ、頭を上げてください」

「ほんと、プリモは謙虚すぎるんだよ。な？　カーラ、言っただろう？　性格もいいんだって」

「エリアス、あなたは黙っていて」

　そう言ってカーラ様は、私を観察するように眺めた。正直、怖い。するとまた部屋に訪問者が現れた。

「カーラ、大体のことは聞いたから後はプリモさんに話を聞いて、もう一度ダンジョンを見に行こう」

　書類とペンを持った聖騎士がカーラ様の隣に立つ。背が高くてオレンジの髪をした少し強面の人だ。

「プリモ、この人はカーラの婚約者でマリオン。今はカーラとペアを組んでいる聖騎士だ」

「マリオン＝オーガスタだ」

「プリモ＝モルガンです」

「モルガン……あの主席だっていう聖女か」

　マリオン様が何か思いついて私に言ったが、多分主席はアーシェリアのことだ。

「いえ、そっちじゃなくて落ちこぼれの方です」

　私が訂正すると、ちょっと部屋の雰囲気がおかしくなった。

「……早速だが、ダンジョン内のことで話が聞きたい。その、関係者以外は席を外してもらってもいいだろうか」

　マリオン様が退室を促したので、シェリーが頷いてから出て行った。

　パタンと扉が閉まるとエリアス様が渋い顔をした。

「マリオン、俺が説明しただろ。プリモは初めて聖力を使い切って倒れたんだ。もういいじゃないか」

「そうはいかない。大体、ダンジョンの浄化がほとんど済んでいたんだ。落ちこぼれの新米聖女がやったというには無理がある」

「落ちこぼれって言うな！　今まで使えなかっただけで、プリモはすごい聖女なんだよ。言っておくけどカーラでも足元に及ばないほどだよ」

「エリアス、あなたは黙って！」

「でも、主席の方でないとするとこちらの資料では聖女としては……ちょっと実力が」

「いえ、はっきりと落ちこぼれと言って頂いて構いません。事実そうですから。でも、エリアス様に手伝ってもらうと聖力が出せたのは本当のことです」

「愛の力だよな！」

「エリアス！」

　カーラ様に頭を殴られてエリアス様が黙る。そのやり取りを見ても二人はとても仲がいいようだった。

「で、どうしてダンジョンに単独で向かわれたのか説明してください」

「それは」

　信じてもらえなくても嘘はつけない。私は洗いざらいアーシェリアとのことを言ってしまうつもりだった。けれど私がそれを告げることは叶わなかった。

「私が悪かったのです！」

　このタイミングでアーシェリアが部屋に乱入してきたのだ。

「アーシェリア……」

「夜中にダンジョンを覗いてくると言って部屋を出たプリモと遭遇したのです。こんな夜更けに行くのはよくない、と私は説得したのですがプリモはそのまま出かけてしまって。でも、初心者ダンジョンだと信じていましたから、すぐ戻ってくるだろうと高をくくっていました。まさか朝起きて、プリモがいないなんて思わなかったんです！」

「そんな！　あなたがダンジョンの予習がしたいと言って私を誘ったんじゃない！」

「可哀想なプリモ。頭が混乱しているのね。プリモはエリアス様に憧れていたので、少しでもいいところを見せようとしたのです。彼女の実力は今までの実習成績でもわかるはずです。せめてダンジョンの道案内でもできれば、と思ったのでしょう。ほら、これがプリモの持っていた地図とエリアス様の絵姿です」

　アーシェリアの手には確かに私が持っていた地図とエリアス様の絵姿があった。

「そ、それは！」

「あなたの物よね。いつもお守りのように持っていたのは、近しい人ならみんな知っているわ」

「プリモさん、これは本当にあなたのものですか？」

「……はい」

　使い古したことのわかる絵姿を広げると、裏側にエリアス様の書いたメッセージが入っていた。




　ありがとう。俺はいつまでも心の中で生きています。エリアス＝カーネルス




　エリアス様が家族に向けて、モンスターに見つからないよう走り書きした遺書だった。私は中身を見ていなかったし、あの時、時間のないエリアス様には精一杯の言葉だったと思う。が、今読めばそれは絵姿の裏に書かれたファン宛のメッセージにも見える。

「エリアスの熱烈なファン……」

「あの、これはっ！」

「ほ、本当は、私、朝一番にプリモがいないとわかって、ダンジョンに行ったんです。そうしたら、ダンジョン化が進んでいて……少しでもプリモが助かるように浄化もおこなったんです。私は最初の部屋に入っただけで、ある程度浄化できる能力があります」

「最初の部屋に入っただけで？　本当だと思う？　マリオン」

「こちらに来る予定の聖女は成績表とプロフィールが同時に届けられている。アーシェリアさんは、特別優秀で過去何件も一部屋目で浄化を済ませている」

「へえ、すごいのね。エリアス、元々あなたのペアの候補はアーシェリアさんだったじゃない」

「廃城の浄化はプリモが全ておこなったんだ。アーシェリアはプリモをダンジョンに置き去りにしたんだぞ！」

　エリアス様が私を庇うとアーシェリアはワーッと両手で顔を覆って泣き出した。

「……エリアス様にそんな風に言われるなんて……私が、私があの時、プリモを止めていれば……」

「ここの使用人からもアーシェリアさんが朝一番にダンジョンに向かったと報告を受けている」

　泣き出したアーシェリアの援護をするように、マリオン様が書類をめくって言った。

「だから、浄化はプリモがしたんだって！」

「エリアス、黙りなさい！　ダンジョンの浄化がおこなわれたのはあなたたちが脱出した明け方のことよ。アーシェリアさんが朝一番にダンジョンで浄化をおこなったって言う方が信憑性がある。今まで浄化すらまともにできなかった人が、急にこんなに魔素に侵されたダンジョンを一人で浄化したなんて、とても信じられないわよ」

　カーラ様の言葉はもっともだった。今までアーシェリアのおこぼれで浄化の作業についていた私が、急にこんな魔素の多いダンジョンを浄化できたなんて、私ですら信じられない。

　私を置いて行ったことは許せないが、心配して朝ダンジョンに浄化をしに来てくれていたのだろうか？　あの気の強いアーシェリアがしくしく泣いているのを見て私も困惑してきた。私はまだ自分の力がどれほどかわからない。これまで一瞬でダンジョンを浄化してきたアーシェリアのことを思えば、今回も浄化に来てくれたと思ってもおかしくない。

「アーシェリアは私を助けようと来てくれたのですか？」

　私がそう問うと、アーシェリアは顔を上げて、嬉しそうに私を見た。




　結局聞き取りは終わったが、私が一人でダンジョンに向かったことになってしまった。私が自分の意見を通しても証拠もない。もしも本当にアーシェリアが助けに来てくれたというなら、これ以上はもういいだろうと思った。

　カーラ様とマリオン様は再びダンジョンに向かい、それにアーシェリアが手伝いたいとついて行ったのを見送った。エリアス様はずっと眉間にしわを寄せていた。

「本当にプリモを心配してダンジョンに来たのか？」

「わかりません。でも、あれほどのダンジョンを広範囲に浄化できるのはアーシェリアしか思いつきません」

「プリモがしたかもしれないだろ？　あの時、君の聖力は爆発するように広がっていた」

「でも、すべて浄化できていたかはわかりません。朝に来たアーシェリアの聖力がダンジョン全体の浄化を助けてくれていたのかもしれません」

「しかし、カーラの態度も気に入らない。こんなにプリモが可愛くて、すごいって教えてるのに」

「エリアス様とシェリーが私のことを信じてくれるなら、それでいいです」

「はあ。プリモはお人好しだからな。まあ、いいや。証拠もないんじゃ騒ぐだけ不利だしな。それはまあ、これから考えるとして。プリモ、俺、体が戻ったから」

「はい。よかったですね」

「あのさ、誤解のないように言っておくけど、その、あんなことをするのはプリモだけだし、他の女の子にはしたことはないから」

「え」

「俺、誠実で頑張り屋で優しいプリモが好きだ。その、正直容姿もめっちゃ好みなんだ。もちろん聖女としても認めているし、聖力については二人で試行錯誤して頑張ろう。で、ペアも一緒に組みたいし、恋人になってください」

「……あの」

「ずっと、自分の体で君に触れたいって思ってた」

「エリアス様……」

　強く手を握られてしまって、動かしようもなかった。なんていうか有無を言わさずっていうか。逃がさないっていうか。ぐ……。

「いいよね？」

「あの……でも」

「プリモは他の聖騎士とあんなことするつもりなの？」

「そ、そんな！　無理です！」

「じゃあ、俺しかいないよね」

「でも、ペアは申請が通らないと無理です。私の成績では……」

「じゃあ、恋人の方はいいよね？」

「え、と……あの」

「了承したなら、キスさせて」

「え？」

　了承もしていないのに、もうエリアス様の顔は息のかかるところにあった。ダメ、こんなイケメンを至近距離で見るなんて、無理よ！

「ま、まっ……」

　待って、と言おうとした口がエリアス様の唇で塞がれた。耐え切れなくなって目を瞑ると、薄く開いていた口に彼の舌がぬるりと入ってきた。驚いてびくりと肩が跳ねる。

「はあ……可愛い。プリモ」

　エリアス様とキスをしている。しかも、ファーストキスなのに……濃厚……。

「んっ、んんーっ」

　キスでいっぱいいっぱいになっていると、胸を掴まれフニフニと持ち上げられるように揉まれた。忘れていたけれど、ブラウスのボタンが飛んだままだった。ゴブリンとも、オークとも、スケルトンとも違う、生身のエリアス様の手が今にも胸の谷間に入ってきそうだった……。

「ねえ、直接触らせて」

「え？　……でも」

　いつ誰が部屋に入ってくるかもわからない。拒まないと、とエリアス様の手を止めるように握るとそのまま手を持ち上げられて手の甲にキスをされる。

「プリモ……お願い」

「でも……」

　ずっと私の天使だったエリアス様が私に懇願している。こんなの断れるわけがない。掴む手の力が抜けてきた時、扉がバーンと開いた。

「エーリーアースー!!　あんたって子は！　聖力を使い切って弱ってる聖女に何してんのよ！」

「うわっ！　あれ!?　カーラ、ダンジョンに行ったんじゃないの？」

「あんたも行くのよ！　まったくもう！　少し話をさせてあげようと待ってたら、こんなことになってるんだもの。この大馬鹿者が！」

「なんだよ、カーラだってマリオンとイチャイチャしてるくせに」

「イ、イチャイチャなんて、してないわよ！　ほら、行くわよ！」

「いいとこだったのに。プリモ、続きはまたな！」

　エリアス様がカーラ様に引っ張られて出て行ってしまった。慌ててブラウスの胸元を隠して、断り切れなかった自分を恥じる。もう絶対流されない。

　真っ赤になって下を向いていた私は、部屋を出て行くときにカーラ様が複雑な表情をしていたのに気づけなかった。





　　　＊　＊　＊






「あーもー無理、無理です！」

　エリアス様が部屋から出て行ってからキスを思い出すだけで、ドキドキして心臓が口から飛び出そうだった。『恋人』って本当に？　私と？　そりゃあエリアス様以外に体を触らせるなんてできそうもないけれど。

「エリアス様と……」

　唇の柔らかい感触を思い出すと耳まで熱い。

　ファーストキス……。

「ん？」

　なかなか強引にエリアス様の舌が入ってきて……。

　胸まで揉まれた……。

「……」

　あれ？　ファーストキスってお花畑とかで「好きです」って告白して、唇が触れてドキドキして、ミントとかレモンの味で。ってそういうものじゃないのだろうか。少なくとも私はそう思っていた。

　エリアス様は大好きだって言ってくれたけど、なんかその場のノリ的な感じの軽い告白だった。ここは雰囲気もない年季の入った部屋だし、キスも長くて舌なんかいれるし、べろべろされるし、おまけに胸まで揉まれた……。

　モヤモヤする。思ってたのと違う……あんな濃厚でエッチなキスが初めてだなんて、ひどい気がしてきた。これって普通!?　普通なの!?　うう、恋愛経験が全くないから何がどうだか全然わからない。幽体の時からモンスターで好き勝手私を触っていたから、エリアス様は私の体を触ることに、全くためらいがない……。

　ん？

　あれ？

　でも、キスしちゃったってことは私とエリアス様は恋人になったってこと？

　あ、いや、嬉しい。嬉しいけど。

　えーっ！

　ど、ど、ど、どうしよう。こ、恋人って……。

　どうしたらいいの!?

「プリモ～。おやつ持ってきたよ。もう入っても大丈夫だよね」

「シェリー！」

「ん？　どうしたの？　なんか顔が赤いけど」

「あの、その！」

「エリアス様に告白でもされたの～？　やるなぁ」

「……」

「え。マジ？　ＯＫしたの？」

「ＯＫしたっていうか、よくわからないうちにそうなってたっていいますか……」

「わあ……いいじゃん！　よかったじゃん！　プリモがずっと憧れていた人だよ!?　しかも絵姿見たら、ちょっと聖力使えるって言ってたよね？　本物がいたらもっと使えるかもしれないじゃない！」

「……シェリー」

　そんなに私のことを心配してくれていたんだ。手を広げたらシェリーが抱きしめてくれた。

「ごめんね、プリモ。アーシェリアが嘘をついているってわかっていても何もできなくて。私、悔しいよ。今回のダンジョンでアイツの化けの皮剥がしてやろうと思ってたのに」

「ううん。私はシェリーが信じてくれるだけでいいのです。ありがとう」

「プリモー！」

「それに、ね。実は本物がいたら聖力も使えたんです。だからダンジョンも脱出できたんです」

「すごいじゃない！　私、応援するからね」

「でも、私を恋人にしていいのかしら」

「何言っているのよ！　プリモは可愛いし、胸おっきいし、性格いいし、エリアス様とお似合いだよ！」

　あ、やっぱり胸おっきいんだ……うう。

「ほんと、プリモを抱えたエリアス様は一枚の絵を見てるように素敵だったよ！　間違いなくお似合いだから！」

「あのね、エリアス様はペアも組みたいって言ってくれているんだけど」

「……ペアか」

「無理……ですよね」

「ペアは……今までの功績とか成績もあるからね。エリアス様が推薦してくれたら何とかなるのかな。プリモが落ち込むと思って言えなかったけど、アーシェリアがエリアス様のペア候補に挙がってるんだ。だからこのダンジョンで仮に組むはずだったの」

「やっぱり、そうなのですね」

「でもでも、プリモがエリアス様と一緒だと聖力を使えるっていうなら状況が変わるかもしれない。──アーシェリアより優秀じゃないといけないかもしれないけど」

「……アーシェリアは学園でずっと主席です」

「プリモだって座学は一番だったじゃない」

「総合では底の方ですけれどね」

「……」

「やっぱり、ペアは厳しいですよね。恋人になれただけでも奇跡なんですから、協力してもらって何とか聖力を使えるようになって功績を上げます」

「現状それしかないか」

「ないですね。応援してください」

「もちろん！」

　エリアス様は認めなかったが、ダンジョンの浄化については、アーシェリアが手伝ったからできたことだろうということになった。本来なら初級ダンジョンだったはずなので、予習のために先に訪れたとされた私も咎められることはなかった。

　あまりに綺麗に浄化されていたため、やはり初級ダンジョンだったのではないか、という意見も出たようだが、城主の亡骸とエリアス様のアイテム化した聖剣を見て、それはないと判断された。一応探したそうだが、城主の体には魂は戻らず、首の折れた死体は墓地に丁寧に埋葬された。

　──ただ、結局アーシェリアが私をダンジョンに残して逃げたという事実は隠蔽されてしまった。




「さあてと！　王都に戻ろうね。馬車には俺が運んであげるから」

「いえ、もう、歩けますから。きゃっ！」

　次の日には体力も回復して王都に帰る準備をした。朝食を済ませるとエリアス様が当然のように私を部屋まで迎えに来て荷物を持って抱き上げた。

「プリモは、無理をしてしまう子だからね。俺がしっかり守ってあげないと」

「あの……」

「シェリー、プリモは俺の馬車に乗せるから」

「はーい。じゃあプリモ、後でね～」

　ひらひらと手を振ってシェリーが見送る。でもそうじゃなくて、エリアス様ってばどうしちゃったの!?

　エリアス様の肩ごしにアーシェリアと目が合うと、ぞっとするほど冷たい目で見られてしまった。

「どうしたの？　まだ具合悪い？　俺に寄っかかっていいから。それとも膝枕しようか？」

「い、いえ、大丈夫ですから。その、エリアス様、ど、どうされたんですか？」

「え。何が？」

「だ、だってなんだか変です。」

　今だって馬車に乗りこんだ途端、手を握られて体をぴったりと寄せられている。

「恋人なんだからいいよね？　で、王都に帰ったら、ね？」

「え？」

　エリアス様の手が私の太ももにあって、ドキドキする。『帰ったら、ね？』って、なんだろうか。聞くのが怖い。

「とりあえず、君のご両親にも近々ご挨拶するね。俺の親もこんなに可愛い恋人ができたって聞いたら喜ぶよ」

「あ、挨拶？　ちょ、ちょっと、展開が早すぎてついて行けません」

「大丈夫。俺に任せてくれたら悪いようにはしないから」

　こ、こんなに強引な人だったろうか。いや強引だったか……。

「エリアス様」

「恋人になったんだから、エリアスって呼び捨てでいいよ」

「ええと……」

　いやらしい手つきで太ももを撫でられてアワアワしてしまう。何とかしなくては！　と思って必死の思いで不埒なその手を掴んだ。

　ム……。

　それでも指がモソモソと動くのを上から押さえる。エリアス様は手が大きいから私の手が二つあっても敵わない。これでどうだ！　と親指から中指までと薬指と小指に分けて両手で押さえた。

　クスクス……。

　笑い声が聞こえて顔を上げると真剣な私に対して、エリアス様がもう堪らないといった顔でこちらを見ていた。

「ちょっと、プリモ、可愛すぎなんだけど」

「エ、エリアス様が、こんなところで、太ももを！」

「わかった、もういたずらしないから」

「い、いたずらだったのですね！」

「怒んないでよ、可愛いから」

「か、か、かわっ……」

「ちょっと、キスさせて」

「ええええっ！」

「そしたら、我慢してあげるから」

「が、我慢!?」

　馬車の中に逃げ場などなかった。私を覆うようにエリアス様が体を寄せるとその手で顎を上に向けられてしまう。

　こ、このまま、

　に、二回目の!?

「プリモ……」

　エリアス様の甘い声と共に、顔が！　顔が!!

　もう逃げられないと、ギュッと目を瞑ったところで馬車の扉が激しく叩かれた。

　ドンドンドンドン！

　ドンドンドンドン！

「チッ！　お邪魔虫め！」

　エリアス様から舌打ちが聞こえて慌てて目を開けた。激しく叩かれる扉を見て内側から鍵がかかっていることに気づいた。……いつの間に。これでキスはお預けだな、と思って扉の方を窺っていると、

「続きは、王都でね」

　そう言って、チュッと短いキスをされてしまった。

　えっ、えええーっ、す、する？　け、結局しちゃうの？

　アワアワと狼狽えていると、扉の鍵が外されてカーラ様とマリオン様が乗りこんで来た。

「ちょ、なんだよ、別の馬車に乗ればいいだろ」

「そのつもりだったけど、あんたの行動が怪しいから、見張るためにもこっちに乗ることにしたのよ！　はあ、乗りこんで正解だったわ」

「なんだよ、ほっとけよ。カーラたちだって二人きりでイチャコラしたらいいだろうが」

「あのさ……もういいわ。あんたに言っても無駄だから。プリモさん、お願いですからエリアスとは節度のあるお付き合いでお願いしますね」

「え、あの……はい」

「ちょっとカーラ、プリモに何言ってるんだよ」

「弟はこの通り、初めての恋人に浮かれまくってます。これ以上、行き過ぎた行動をしないようにお願いします。ほんと、なんなのよ。『女なんて興味ない』とか散々言ってたくせに、好みの女の子が現れたらコロッとこれ!?　信じらんないわ！」

「カーラ、心配なのはわかるけど、ちょっと言い過ぎだから」

　マリオン様がなだめても、カーラ様が私を睨む目が怖かった。あれ……私、カーラ様とは昨日が初対面なのに嫌われてる？　なんだか心がざわついて凹んでしまう。

「この際だからはっきり言っておくけど、エリアス、私はプリモさんをペアにするのは反対だからね。せっかく優秀なアーシェリアさんという聖女がいるのに、よりにもよってＣ級ギリギリのプリモさんと組むなんて、エリアスらしくないわ。あなたは仕事と恋愛をちゃんと切り離して考える人だと思っていたのに！」

「だから、その話はプリモの実力を見てくれって言っただろう？　仕事と恋愛を一緒にしようとは思ってないよ」

「嘘ばっかり」

「あのさ。俺、ちゃんと考えてる。冷静とは言わない。浮かれている事実も認める。プリモは俺の命の恩人だ。しかもそれだけじゃなく、こんなに可愛くて、性格よくて、自分のために命張ってくれて、胸もサイコー。そのうえ聖力は最強。ちょっと教えたら倍で返してくるくらい覚えもいいんだよ？　今、このタイミングでこの最高な聖女を全身全霊で捕まえておかなきゃ、この先後悔しかないからな」

「そんな、エリアスの理想を詰め込んだような人間がいるっての？」

「だから、ここにいるんだって！」

「確かに、プリモさんの髪は憧れるくらいサラサラだし、お肌ぷりぷりだし、おめめぱっちりで顔は小さいし可愛いし、清楚に見えるのになんか色気あって、胸もおっきいよ？　でも、魔素の浄化ができない聖女とダンジョンに潜るなんて自殺行為よ！」

「だからプリモには問題があって、それが俺といたら解決すんの！」

「聖力が出せないんでしょ。知ってるわよ！　それがどうしてあんたといたら解決すんのよ！」

「……うぐ。そこは俺とプリモの愛で」

「だから、その恋愛脳をどうにかしなさいって言ってるのよ！」

　褒められているのか、けなされているか全くわからず口出しできない。オロオロと見守っていると、ため息をついたマリオン様がその場を収めてくれた。

「この話は、王都に帰って落ち着いてからって言ったじゃないか。カーラだって二人が恋人になるのは反対じゃないんだろ？」

「それはそうだけど」

「そうだそうだ。俺だって、カーラとマリオンが恋人だったのを反対してないぞ。カーラにとやかく言われる筋合いはない」

「私は！　ちゃんとマリオンがＡ級の聖騎士になるまでペアになるのは待ったわよ！」

「実力が知れてかっさらわれたらどうすんだよ。プリモは、とんでもないんだよ……」

　エリアス様は最後にため息交じりにそう言って、後は私の手を握って王都まで黙り込んでしまった。

　やっぱり、ペアは階級に合った人と組まないといけない。カーラ様の言う事はもっともだ。カーラ様もマリオン様がＡ級になるまでペアを組むのを待ったのなら、なおさらそう思うだろう。優しく繋がれるエリアス様の手の温もり。なんだか、今やっと恋人になったのだと、じわじわと実感がわいた。








　第八章　恋人とデート









「不快な思いさせてごめん」

「いえ。送ってくださってありがとうございます。あの、ペアの件はカーラ様の言う通りだと思います」

「うーん。まあ、それについては考えがあるから。あのさ、ダンジョンの浄化が終わったんだから明日、休みだろ？　デートしない？」

「デート……」

「明日の朝、迎えに来るからおしゃれしといてね。じゃ」

「あ、あの、時計台の下に九時にしませんか？　エリアス様が寮に来たら大騒ぎです」

「俺は別にいいけど、プリモがそう言うならわかった。時計台に九時ね。おっと、忘れもの」

　寮まで送ってくれたエリアス様は、手を振ろうとした私の腕を引くと、抱き寄せて頬にキスをした。

　な、な、なーっ！

　必死で辺りを見回す私をまた、ケラケラと笑いながらエリアス様が見ている。そうして耳元で「下着も可愛いやつね」とか言うものだから、耳まで真っ赤になってしまった。

　絶対、こういうの慣れてる！

　え。なに、下着って？　そういうことするってこと？　まさか冗談だよね。なんだかもうエリアス様が何を考えているかわからなくなってきた。

　でも、こんなに好意を示してくれて、嬉しくないわけもないわけで。私の心臓はどうにかなってしまいそうだった。

　あれ？

　あああーっ！

　その時、ショーツを返してもらっていないことに今更気づいたのだった。







「プリモ―。明日、買い物にいこーよー」

　寮の部屋に戻るとシェリーに誘われてしまった。

「シェリー、明日は、その」

「ん？　あーっ。もしかしてデートだった？」

「それが、その……はい」

「帰りの馬車も連れてっちゃうし……なんか、エリアス様って意外と積極的だったね」

「そ、そうですよね」

「噂では女の子に興味なくて、訓練と聖力の使い方の研究に没頭しているって聞いたけど」

「ですよねぇ。なんだか今まで私が思い描いていたエリアス様とは違っていて……」

「喋り方とかもけっこうフランクだしね」

「でも、一緒にダンジョンに入って思ったのですが、とっても強くて知識も豊富で、勤勉家というのは間違ってないと思います」

「ふーん。でも尊敬できるっていうのは恋人なら大事なことだよね」

「……そ、そう思います」

「あはは。照れちゃってぇ」

「ふがっ」

　シェリーが急に私の両頬を引っ張ってきた。もう！　っとやり返そうとした手は、彼女の表情を見て止まった。

「プリモがエリアス様と恋人になって……幸せそうで……よかった。ダ、ダンジョンから戻って来てくれて、よかった……エリアス様が気を失ったプリモを連れ帰ってきたとき……こわ、こわかったぁ」

　ポロポロと泣くシェリー。勝気なシェリーを泣かしてしまった。どんなに心配をかけてしまったのだろう。

「ごめんなさい。でも、シェリーがきっと気づいてくれるって信じてたから、頑張れたのですよ？」

「うん……もう黙って行ったりしないで。アーシェリアが内緒だって言っても私には教えて」

「わかりました。ごめんなさい」

「ほんとだよぉおお。もうぅ！」

　それからもらい泣きして、しばらくシェリーと抱き合った。私は本当に良い友達を持ったと思う。




　次の朝、私はシェリーに部屋から出るのを妨害されていた。

「ちょっと、まてぇ。まさかその恰好でエリアス様とデートする気じゃないでしょうね？」

「え。なにか、変でしょうか？」

「地味！　地味過ぎる！　デートの浮かれ感がまったくない！」

「そ……そうでしょうか」

　お祈りと畑の水やりを済ませ、グレーのドレスを着たまま、黄色のカーディガンを羽織って外出しようと思っていたのだがダメだったようだ。

「お祭りの時に実家から送られてきたドレスがあったじゃない。アレにしなよ」

「でも。あれでは気合が入り過ぎでは……」

「あのさあ、お祭りの時も結局汚したくないっていつもの地味なグレーのドレスだったじゃない。せっかくご両親が送ってくれたのに、着ないと親不孝者よ！」

「あ、あれは両親じゃなくて、おばあ様からなんですけどね。私があんな明るい色を着て、へ、変じゃないですかね……」

「何それ、誰かに変だって言われたの？」

「私には明るい色は似合わないって……」

「あー。わかった。アーシェリアでしょう。気にしなくていいわよ、可愛いプリモをひがんでるだけなんだから」

　シェリーが自分のもののように私のクローゼットを開けて、明るい水色のレースのついたドレスを出してきた。

「あの、確かにこのドレスは可愛いのですが、実はアーシェリアのドレスと色違いといういわくつきなのです」

「うげっ」

　アーシェリアの母は私の母の妹だ。おばあ様は何とか仲を取り持とうと努力したようだが、母たち姉妹の仲は良くない。決定的に悪くなったのは母がモルガンの当主に決まってからで、一方的に叔母が嫌っているように思える。叔母は顔を合わせれば私を罵っていたし、それを見て育った私とアーシェリアが仲良くなれるはずもなかった。祖母もせめて孫は仲良く……と思ったのだろうが現状はこんなものだ。

「当然、アーシェリアには絶対に着るなと言われてます」

「だから一回も着てないのね。でも、今日着たって、かぶることもないだろうから着ていきなよ。エリアス様が喜ぶと思うよ」

「喜ぶでしょうか……」

　確かに普段の地味なドレスで行くのはエリアス様に悪いような気がしてきた。

「髪の毛も私がアレンジしてあげるからさ！　うーんとおしゃれしなよ」

「うーん……」

「プーリーモー！　サイズが違うから私の服も貸せないし、他に着るものもないでしょ？　観念しなさい」

「わかりました」

　一年前にもらった私と色違いの服なんて、アーシェリアだってもう興味はないだろう。一度も袖を通さないのは悪いし、いい機会かもしれない。そう思って私は水色のドレスを着ることにした。




「さあできた！　ああ、美少女のでき上がりだわ～」

「ふふ、美少女っておかしいですよ。でも、かわいくしてくれてありがとう」

「そのうち、エリアス様の優秀なお友達の聖騎士様を私に紹介してね」

「で、できるかどうかわかりませんが、わ、わかりました」

　シェリーが髪を結ってくれて、おまけに大事な鞄まで貸してくれた。何度も私の周りを回って確認したシェリーのお許しが出ると、私はエリアス様と待ち合わせした時計台に向かった。

「ねえねえ、どこに行くの？　俺と付き合ってくれない？」

「へっ？」

　歩いていると、知らない人に声をかけられた。すると反対側からも男の人がやってくる。

「君、可愛いね。そんな奴より俺なんてどう？」

「ん？」

　なんだか、歩いているうちに二人、三人と、声をかけてくる謎の人が増える。今日は何かあるのかしら。どうして私に声をかけてくるんだろう。

　時計台にはすでにエリアス様が待っていて、私が手を振ると慌てた顔で走ってきてくれた。

「あのさ、その子、俺の恋人なんだけど！」

　ぞろぞろとついてきた人たちにエリアス様が爆弾発言する。え。いきなりどうしてそんなことを……。驚いていると腕を掴まれてエリアス様の後ろに隠された。

「なんだ。彼氏持ちか。……しかも超絶イケメン」

「腕っぷしも自信あるけど？」

　エリアス様が言うと集まってきていた男の人たちが去っていった。なんだかよくわからないけれど、そのままエリアス様に腰を抱かれてしまってドキドキした。

「なにかの勧誘だったのでしょうか？　今日は私、エリアス様とデ、デ、デートですからお役に立てませんけどね」

　思い切ってそう言うとエリアス様が驚いた顔をしていた。

「あのさ、それ本気で言ってるの？」

「え……あ、あの」

　あ、あれ？　デート……じゃなかったの。そう思ったら言葉に詰まってしまった。それにエリアス様が怖い顔をしている。とんでもない勘違いに気づいてポロリと涙がこぼれてしまった。

「え、プ、プリモ!?　な、なんで泣いてるの？」

「ご、ごめんなさい、デートだなんて勘違いして。一人で舞い上がってたみたいです」

「ちょ、あの、そこ!?　違う！　デートはあってる！　男どもに誘われてたのをわかってなかったみたいだったから、驚いただけなんだけど……もうそれはいいから」

「怒ってないのですか？」

「怒ってないし、ちょっと嫉妬しただけ。プリモは恋人で今日はデートであってるから」

「ほ、本当ですか？」

「……私服、めちゃめちゃ可愛い」

　ぼそっと言われて顔が熱い。可愛いって言ってもらえた。迷ったけれどこのドレスを着てよかった。そうして私もエリアス様をじっと眺めた。シンプルなシャツに簡単なジャケット。それなのに誰よりもカッコよく見えた。

「エリアス様もカッコいいです」

「行こうか」

　エリアス様の機嫌が直ったようでホッとした。腰から離れた手が今度は私の手を掴んだ。手を繋いで歩くなんて恋人っぽくて照れてしまう。

「あ、あのさ、プリモ。もしかしていつもはもっと地味な感じ？」

「え？」

「前に会ったことがあるって言ってたでしょ？　俺、初級ダンジョンで助けた女の子のことを思い出したんだけど、その……」

「ああ。学生時代は前髪も伸ばしていたので」

　エリアス様がそう言うのも無理はない。名門モルガン家の出であるのに聖力が出せない私は常にコソコソとしていた。目立たないように、とにかく静かにと。それは今も変わりない。

　前髪を切ったのは学園を卒業したときに『聖女になるために身だしなみを整え、清潔を心がける』という規定があったからだ。

「今の方がいいよ。プリモはとびきり可愛いから」

「エ、エリアス様がそう言ってくださるなら……嬉しいです。」

　今日は一度も袖を通したことのないようなドレスを着て、シェリーがはりきって可愛くしてくれたから……。

　ダンジョンで色々あって、エリアス様は私を恋人にしてくれると言ったけれど、彼は私のことをほとんど知らない。みんなの期待に応えられなくて両親の陰に隠れて、学園でもこっそり過ごした根暗で後ろ向きの私を。

「どこか、行きたいところはある？」

「あの……少しお話しませんか？」

「喫茶店でも行く？」

「ええと。人が来ないところが……」

「……え、うん。も、もう？」

「もう？」

「あ、いや。俺も二人きりがいいから。と、友達に教えてもらったところがあるから」

　キュッと手を握られる。私も覚悟を決めよう。このフワフワした気持ちをもう少しだけ味わっていたかったけれど、正直に話さないのはなんだか騙しているみたいだ。

　エリアス様は無言になって、ちょっと早足になった。手を繋いで恋人気分なのもこれが最後かもしれないと思うと、もう少しゆっくり歩きたかった。




　着いたのは、踏み入れたことのない街の一角にある宿の二階。エリアス様が受付で暖簾越しにお金を払い、部屋の鍵を受け取った。お金も後で返さないと。でも、いくら人に聞かれたくないと言ったからって部屋まで取らなくても、公園のベンチとかでもよかったのに。

　カチャン。

　室内に入り、扉に鍵をかけたエリアス様と部屋の奥へ進む。

　中には小さなテーブルとベッドしかない。椅子がないのでエリアス様がベッドに腰を掛けたのを見て、少し離れて私も座った。私は深く息を吐いて覚悟を決めた。そして口を開けようとしたところでエリアス様に抱き着かれた。

「え？」

「プリモがこんなに積極的に来てくれるなんて思ってなかった。初デートで『さすがにないなぁ』って思ってたんだけど、ちゃんと下調べしてよかった」

「下調べ？」

「プリモ、可愛い……。ずっとこの体で触れたかったんだ」

　背中に回ったエリアス様の手が熱い。そう言えば、ゴブリン、オーク、スケルトンに散々触られた。……アレが全てエリアス様だったと思えば恥ずかしくなる。

「あの、エリアス様？」

　話をしないといけないというのになんだか様子がおかしい。どうしてエリアス様は私の背中のボタンをはずしているのだろう……。

「ひゃっ」

　ドレスが落ちそうになるのを前で押さえると、むき出しになった肩にエリアス様が唇を寄せてきた。ハムハムと食べられてしまいそうで、恥ずかしくてクラクラしてきた。

「可愛い……食べちゃいたい。食べる……」

「は、話を……んっ」

　パチンとブラの金具も外されてしまう。や、だから、こういうの、な、慣れてませんか？

「プリモ……キス……キスしよ」

「え？　は？」

　ポスンとそこでベッドに押し倒された。そこでようやく、エリアス様がなにをしようとしているのか理解したのだ。

「あ、あわわわわわ……、ま、待って！　エリアス様、ん、んんーっ」

　柔らかい感触に唇が覆われたかと思えば、ぬるりと舌が入ってくる。お、お、大人のキス！　キスをされると段々と体がフワフワしてしまう。胸を触ってくるエリアス様の手を抑えると、もう片方の手がスカートをまくり上げてしまう。なにこの早業！　あっという間にドレスを脱がされてしまった私は金具を外されたブラとショーツの下着姿に……。

　見上げると、シャツのボタンを片手で外すエリアス様がいて、その色っぽさに頭が真っ白になった。

「大好きだよ」

　しかしエリアス様の唇からその言葉が零れた時、私はハッと冷静になった。

「待って、エリアス様！　話を聞いてください！」

　恥ずかしさに聖力がたっぷり溜まっていた私はその場で結界を展開した。

「え？　なに？　なんで？」

　聖力は人体には影響はないが、分厚く結界を張ると簡単なバリアができる。いきなり私の体に触れられなくなったエリアス様が私を見下ろしながら戸惑っていた。

　一旦エリアス様から距離を取り、結界を解いて急いでドレスを着直すと私は昔話を始めた。モルガン家の当主の長子として生まれ、大きな聖力だと周囲に期待されたのに、聖力が使えず親戚中に落胆されたこと。それでも聖女を辞めることはできなかったこと。両親が陰で親戚に嫌味を言われていたこと。申し訳ないとずっと目立たないように生きてきたこと……エリアス様は私の話を黙って聞いてくれた。

「うん。話はわかった。と、いうことはプリモは本当に俺と二人で話がしたかっただけ？」

「……はい」

「あーっ！　マジかよぉ！　俺、めっちゃ浮かれて、連れ込み宿まで来ちゃったじゃん！」

「つ……連れ込み？」

「エッチする目的の場所ってこと！」

「え……」

「それでプリモはその、ずっと聖力が使えなくてこっそり生きてきたってことを俺が知ったら、恋人を辞めるって思ったの？」

「いえ。そうじゃなくて、辞めたいって思われても仕方がないって思ってます」

「あのさ、話を聞いても俺とこれから一緒に頑張れば問題ないって思うし、むしろ今まで馬鹿にしてきた奴らを見返してやればいいと思ったよ。俺はダンジョン内でできることを精一杯するプリモを見てた。幽霊だった時もモンスターに乗り移った時もプリモは優しくしてくれた。聖力を引き出すために大事にしていた絵姿を、俺の遺書を書くために譲ってくれた。オークになってた時なんか、痛いだろうってちぎれた耳を体液で汚れることも厭わずに押さえてくれた。あんなに臭くて怖がってた姿だったのに、だよ。──聖力が使えなくなったのに、俺を助けようと走ってきてくれたのは……危険だったからもうしないで欲しいけれど、でも、そんな誠実で優しくて信頼できて、ついでに超可愛いプリモだからこそ、恋人になりたいしペアも組みたいんだ」

「あの、ペアのことも私……あの時、エリアス様のピンチの時に聖力が出せませんでした。アクシデントがあったから何とかなりましたが、肝心な時に相手を危険に晒すような私では迷惑なだけです」

「俺、前にも言ったけどペアには信頼が一番大事だと思ってる。俺はプリモなら大丈夫だと思う。プリモは？　俺を信じてくれる？」

「……エリアス様は、ご自分が幽体だと思っていたときも、私を何としてでも外に逃がそうとしてくれました。私もエリアス様は信頼できる立派な方だと思っています」

「プリモ！」

　ガバリ、と抱きしめられて、そのまま再びベッドに倒されてしまった。またキスされてしまうと思って、思わずエリアス様の唇を両手で押さえる。

「あっ」

　すると指をぺろりと舐められて、驚いて手を引いてしまった。

「プリモ。一緒に、二人で頑張ろう」

　ニカッと笑ってエリアス様はそう言ってくれた。私の情けない過去を聞いても恋人でいさせてくれるんだ。

「はい……」

　自信なんてこれっぽっちもないけど、エリアス様が一緒に頑張ってくれると思うと心が奮い立つ。今すぐは無理でも彼のペアになりたい。

「とりあえず、恋人なんだからキスはさせてね」

「んっ」

　恋人のキス……。チュッと軽くされて、短いことに驚いて目を開けると、エリアス様を見たことに後悔した。なんて愛おしそうに私を見るのだろう。心臓が跳ね体温が上がる。自分のドキドキで胸が破れそうになるのを経験するなんて。

「大好き……プリモは？」

「はい……大好きです」

　もう一度軽くチュッとキスされてから、今度は角度を変えてキスされた。下唇を軽く挟まれてからまた離れるとエリアス様が私の顔を窺った。

「可愛い……」

　もう心臓がはち切れて目が回りそう。そうして何とかエリアス様のキスに応えていると、ムニュリと胸を掴まれた。

「え……」

「ダメ？」

　断れるはずもなかった。目を伏せて首を振ると、ドレスを腰のところまで下ろされてしまった。金具が外されていたブラは胸の上にかぶさっているだけだ。簡単に素肌に辿り着いたエリアス様の指が私の乳首をクリクリと押した。

「あっ……んむ」

　刺激されて声を上げるとすかさず口内に舌が入ってくる。舌と舌がこすれると気持ちがフワフワする。もうドキドキして体が熱くて何をされても気持ちがいい。

「ずっと……自分の体でプリモにこうしたかった」

「エ、エリアス様？」

「プリモの体に触れるたび、どうして今、モンスターなんだろうって。そう思ってた」

　そんなことを告白しながら、私の肩に頭をつけたエリアス様にキュンとなってしまった。

　自分の体で触れたいって、そう思っていてくれたのか。なんだか嬉しい。

「わ、私もエリアス様がご自分の体に戻れて嬉しいです」

　エリアス様が幽霊で終わらなくてよかった。

「プリモのお陰で、俺、今生きているんだよ」

「それは……エリアス様が頑張ったからです。私だってエリアス様のお陰で生きてます」

「ふふ。プリモのそういうところ、大好きだ」

「え？」

「自分じゃわかってないんだから……。ね、好きって言って？」

「す、好きです……」

「聖力も感じて」

「は、はい……」

　ジワリ、と聖力が湧き出て、体中を回っていくのがわかる。ちゃんと私の聖力も引き出そうとしてくれているんだ……。

「あ……ん、ん、ん」

　エリアス様の舌が私の乳首をつついたかと思うと、ぱくりとそのまま口に含まれた。もう片方の乳首も指でつままれてコリコリされてしまう。体がびくびくと震えて、自分の口から甘えたような声が出るのが恥ずかしかった。

「はあ、ん、ん」

「プリモ……イっていいよ。気持ちいいこと、俺と一緒にしようね」

「や、ああん」

　ハムハムと乳首を甘噛みされて、ビリビリと電流が走るようだ。どうしよう、されること全部気持ちいい。エリアス様が好きで堪らない。

　はふはふと息をして体中の聖力を循環させる。いつもはあんなに頑なに出てこない聖力が堰を切ったように溢れ出てくる。

「聖力も溢れ出てる。気持ち……いいんだね？　ここも？」

　エリアス様がスカートをまくって私の内ももに手を差し入れる。気持ち良さと愛しさで、頭がぼうっとしてきている。目が合うとキスをされて、唇を合わせたままエリアス様がショーツを取り去った。もう、自分でもグショグショなのはわかっていた。エリアス様の指が簡単にそこに沈んで中を探ってくる。

「くううぅっ」

　指を奥に差し込まれて体がしなるとキスが深くなった。クチャクチャと鳴る音はキスの音なのか、かき回される音なのかわからない。

「イっていいよ、プリモ……」

「はぅっ、あっ、ああああっ！　ん、んんーっ！」

　段々と激しく中をかき回されて快感が体を駆け上ると、頭の中が真っ白になった。

　脱力して息を整えて気が付くと、私もエリアス様も素っ裸になっていた。

「プリモ……ハア……ずっと、ずっと、こうしたかった」

「エリアス様……」

　体を起こしたエリアス様が荒い息を吐きながら見下ろしていた。私の足は大きく左右に開かれその間にエリアス様が入り込んでいた。そして、エリアス様が右手で支えているものは……。

「ハア……ハア……プリモ、いいよね？」

「あの……エリアス様？」

　エリアス様を拒否したい訳じゃないが、これは、その……。アワアワしているともう私の秘所の入り口にエリアス様のニョキニョキと育ったそこが押し当てられていた。こ、これは、俗にいう子作りでは？　え、だって、恋人になったばかりで。

「ちょ、エリアス様！　そ、それは！　ダメ！　子供ができます！」

「大丈夫……避妊するから。ほら、プリモ、君が子宮に結界を張ればいい」

　いきなり言われても、どこに、なにを!?

「え!?　ひ、避妊!?　で、でも、こういうことは夫婦がすることで！」

「うん……じゃ、結婚しよ。俺、別に子供ができてもいいし、プリモの子なら可愛いし」

「ええええっ!?　いや、そんな簡単に！」

「ねえ、挿れたい。挿れたいよ……プリモ」

　エリアス様が懇願しながらちゃぷちゃぷと凶悪な棒を私の秘所に押しつけてきた。

　いくら、何でも、それは！

「わーっ、む、無理ですって、そんな大きいもの入りませんから！」

「俺……絶対、体が戻ったらプリモとセックスするって決めてたんだ」

「そ、それは、私の同意もいるはずですよね!?」

「ダメ？」

　ここで、そんな甘えた声を出すんですか!?　ひ、卑怯です！　でも、こればっかりは！

「きゃーっ」

　強引に入り込まれそうになって、私は結界を展開した。

「酷いよ……プリモ」

　私は結界でエリアス様を遮った。だいたい自分の子宮って、どうやって結界張るのよ！

　危うく流されるところだった。私に触れられなくなったエリアス様は恨めしそうに私を見て、股間を両手で押さえていた。とりあえず私はドレスをあてて体を隠した。

「酷いって……エリアス様が強引なんです。私たち、恋人になったばかりではないですか」

「プリモが隙だらけで、こんなところまでホイホイついてくるから期待してしまったんだよ。本当は俺だって、今日は健全なデートをするつもりだった」

「え。そうだったんですか？」

「いきなり初デートでそこまでは思ってなかったよ」

「それにしては、連れ込み宿とか準備万端だったような……」

「それは、その、男の嗜みってやつで」

「他で嗜んでらっしゃるんですか？」

「言葉のあやだよ！　俺が童貞なの、プリモだって知ってるだろ。まあ、ちょっとエッチなことできたらいいなぁ、とは思ったけど」

「……聖力を引き出してもらえるのは助かりますけど」

「別に、それだけのためにしたいんじゃないよ。好きな子に触れたいのは仕方ないだろ」

「す、す、好きな子……」

「ねえ、この結界解いてよ」

「強引にしませんか？」

「それは、プリモがエロ可愛いからダメなんだよ。俺、悪くない」

「エ、エロ……って、じゃあ、ダメです。とりあえず服を着ましょう」

「あのさ、プリモだけズルくない？」

「え？」

「プリモは俺の指でイったから、落ち着いていられるんだよ。期待した俺はまだギンギンで収まらないんだけど」

「きゃーっ！」

　エリアス様が胡坐をかいて股の間を私に見せつけた。確かに、エリアス様の性器は上を向いてカチコチだった。

「これ、プリモにしかどうにもできないんだからね」

「わ、私？」

「確かにダンジョンで色々していたからって、恋人になりたてでセックスまでは強引だったよ。でもさ、ここまでさせてお預けなんて酷いよ。せめてコレを何とかして」

「な、何とかって……」

「俺はプリモを手で気持ち良くしたんだから、プリモもして」

「……その、それを？」

「そう。裸でよろしく」

「ふ、服を着たらダメなのですか？」

「その方が早く射精すると思うけど？」

「しゃ……」

「それとも、そこでプリモがオナニーしてくれる？　そしたらそれをオカズに俺も自分でする」

「オ、オナニーは……。わ、わかりました。その、手でします」

「じゃあ、結界解いて」

「……わかりました」

　結界を解くとエリアス様がごろりと横になった。そろそろと四つん這いになって近づくと、勃っているそれを誘導して私に握らせた。う。生温かい。

「大事なところだから優しくしてね。そう、そうやって包み込むように握って、上下に動かして」

「……こ、こう、ですか？」

「ん……うん、そう。もっと強くてもいいよ」

　手を上下させるとエリアス様の顔がとんでもなく色っぽく見える。気持ち、いいのかな。そうならいいけれど。こうしていたら男の人は射精するの？

　一生懸命手を上下させていると何やら先端からぷくりと液体が出てきた。これが精液？

「フッ……ハア……」

　いつも私が翻弄されている方なのに、今は赤い顔をしたエリアス様が私を見ている。な、なんだか可愛いかも。そう思うと握っている未知なる温もりが、段々と愛しく感じてくるから不思議だ。

「えっ」

「触らせて。そのまま、続けて」

「フ……」

　エリアス様が片手で私の胸を揺らした。時折乳首を指ではじいてくる。私の秘所からは再び愛液が溢れ始めて、それでも必死に手を動かした。

「プリモ、イクっ」

「あっ」

　エリアス様の切ない声が聞こえると、ビュッと白い液体が飛び出した。驚いてパチパチと瞬きをする。これが、精液……。その後もトプリと精液は溢れ、私の手を伝った。

「……ハア……ハア……久しぶりだからめっちゃ出た……」

「……」

「びっくりした？　ごめんね。顔まで飛んでる」

　エリアス様の親指で頬を拭われたが、私は衝撃的な一連のできごとに固まっていた。

「気持ちよかった。ああ。髪にもついちゃったね。お湯で拭こうか」

　ショックで何も考えられない私を置いて、エリアス様はたらいにお湯を注いだ。もうそれからは終始ご機嫌で、私の体を隅々までタオルで丁寧に拭くと顔中にキスをした。

　あ、アレが精液……。

　子種……。

　白くてドロッとした液体……。

　促されてドレスを着る。お水を飲んで少し休んで、それから健全なデートに戻ることになった。

「さ、プリモ、二人で街でもまわろうか」

　すっきりした爽やかな顔で私の天使様がそんな提案をする。

　でも。

「その前に、ショーツ返してください」

「あ、バレた？」

　エリアス様のポケットから出てきた私のショーツを穿いて、もう騙されないと何度目かの誓いをする私であった。




　そうして連れ込み宿から出た私たちのデートはとても健全だった。エリアス様の顔を見ては宿でしてきたことを思い出して悶えたが、それも聖力を出す練習となるのだから文句も言えない。

「初デートの記念に何かプレゼントさせてよ」

　ぶらぶらと露店を回って見ているとエリアス様が足を止めた。

「でも、屋台の食べ物も、その……最初の宿も、全部エリアス様がお金を出してくださっているので……」

「俺、これでも稼いでるよ？　安心して貢がれてよ。今まで使い道もなかったから結構お金は持ってるんだ」

「でも」

「いいから。ペンダントはどう？　いい店、知ってるんだ。行こう」

　そうして手を引かれて連れていかれたのは、およそ店には見えない建物だった。

「ここって、お店なのですか？」

「ここはね、聖騎士や聖女の特別なアイテムが揃う店だよ」

「そんなお店が」

「プリモは来たことがないかな」

「……私は外出もあまりしなかったので」

　それに聖力が使えなかったから、聖女のアイテムも今まで意味のないものだった。

「俺の剣についている守護石もここのなんだ。プリモも自分の守護石を持っているといいよ」

「え、でも、守護石なんて、とても高価なものです」

「あのさ、プリモは俺の命の恩人なんだ。だから、このくらいのことはさせてくれないかな。それで俺の気が済むならいいと思わない？」

「命の恩人は、エリアス様の方です」

「じゃあ後で俺の守護石にも聖力込めて。おーい、セルシオさん」

　エリアス様が声をかけると、店の奥からエプロンをつけたがっちりムキムキの男の人が出てきた。

「なんだエリ坊、珍しくカーラ以外の女の子連れてるじゃないか。おお、えらく可愛い子だな」

「いいだろー。俺の恋人のプリモ。この子にプレゼントしたいから、とびっきりの緑色の守護石のついたペンダントを見せてくれない？」

「え、ちょっと、エリアス様、とびっきりなんて……」

「へえ。あのエリ坊が、恋人ねえ。よしよし、お嬢ちゃんの瞳の色のとびきりの守護石を持って来てやるからな」

　そう言ってセルシオさんはまた奥に戻って行くと、今度はトレイに様々な黒い石のついたペンダントを持って来てくれた。

「さあ、支払いはエリ坊だろ？　気に入ったものを選べばいいぞ」

　そう言われて目の前にトレイを差し出される。困ってエリアス様を見ても、微笑まれるだけだった。仕方がなくトレイに目を移すと、大きな石、小さな石、色々あったが一つ心惹かれるものがあった。

「……それが気に入ったのかい？」

　私がそれを手に取るとセルシオさんが息を飲んだような気がした。私が手に取ったのは小さな小鳥の形をした石が付いているシンプルなペンダントだった。石の大きさも小さい方だ。

「プリモが気に入ったのなら、それでいい。それください」

「あ、いやいやいやいや、すまん、実はそれは特別な石でな。ちょっと話のネタに持ってきただけなんだ」

「え？　商品じゃないってこと？」

「いや、扱える聖女がいないってだけだ。これはな、原始の聖女アグネス様が使っていたとされる石でできたものでな。聖力を膨大に吸うと、この小鳥に精霊を呼び込んでまるで生きている小鳥のような僕しもべが誕生するって伝説があるんだ。お嬢ちゃんの目の色がアグネス様と同じ新緑みたいなグリーンだったから、ちょっとついでに持ってきただけだ」

「ふうん。じゃあ、プリモが使えたら、もらっていい？」

「そんなことができたら、無た料だでお嬢ちゃんに譲るわ」

「じゃあ、プリモ、聖力を注いでみて。できたらくれるって！」

「……そんな、簡単に。私では無理ですよ」

「やってみて。無理でもいいじゃないか。さ、聖力も散々増えているはずだから」

「エ、エリアス様！」

　これ以上、余計なことを言いださないうちにと、私は小鳥のペンダントトップを手で包むように取った。エリアス様に言われたとおり、先ほどの宿でのできごとで聖力が溢れている。

　私が石に聖力を込めると、グン、と込めるだけ聖力が吸い取られていく。生きた小鳥は無理でも護石が新緑色に輝くところは見たい。

「おい、嘘だろ……」

　しばらく聖力を与えていると、石はキラキラと輝きだした。

「綺麗……」

　余りにも綺麗な色に私は我を忘れて聖力を注ぎ込んだ。すると、守護石からふわふわと美しい光が円を描きながら出たり入ったりし始める。それがキラキラした羽のように見え始めると、光がパタパタと羽を広げたり閉じたりした。

「まさか、こんなことが」

　光が落ち着くと小さな新緑色の小鳥が手のひらに現れた。小鳥は私を見上げると「ピピ」と鳴き、頭を私の指に擦りつけた。

「か、可愛い……」

　小さな黄色の嘴。お腹の方は白い毛色だった。指で頭を撫でると嬉しそうに目を細めた。

「お、オッたまげた……。エ、エリ坊、この嬢ちゃん……いったい何者だ？」

「プリモは……原始の聖女アグネス様の再来と言われる聖女だよ」

「え、エリアス様、それは生まれた時の話で……」

　急に何を言い出すのやら、恥ずかしいのでやめて欲しい。

「き、奇跡を目の当たりにして、俺は感動している」

「じゃ、お代はなしね。よかったね、プリモ！　いやあ、やっぱりプリモはすごいや」

「え、ええ？　なしってそんな……」

「いいんだ、お嬢ちゃん。いや、プリモ様。あんたはきっと、すごい聖女になる」

「え、えっとお……」

　なんだかセルシオさんが大泣きし始めて、それを私とエリアス様でなだめた。結局お代は絶対に受け取らないと言い張られて、私はそのペンダントを受け取った。あれから小鳥は部屋のあちらこちらを飛び回ってから、気が済んだのかペンダントの守護石に戻った。

　セルシオさんの話だと、名前を付けたらいつでも小鳥の姿に戻るようだ。そのほかのことはきっと「精霊だろう」ということくらいでよくわからないらしい。

「エリアス様、ありがとうございます」

　ペンダントはプリモが自分で何とかしたんだからと、エリアス様は紫色の守護石のピアスを私にプレゼントしてくれ、自分用に新緑色のピアスを購入していた。聖力を注ぐと二つとも新緑色と紫色に綺麗に輝く。お互いの瞳の色のピアスなんて、とても恋人っぽくて嬉しい。

「なんかさ、プリモが傍にいるみたいでいいよね」

　ピアスをはめたエリアス様が耳たぶを触りながらそう言った。守護石がどんな効力があるのかはわからないが、ダンジョンでエリアス様が守られたことを思い出すと、きっと自分を守ってくれるものだと思う。決して安くない物だろうに、プレゼントしてもらって申し訳ないなと思うけど、それ以上に嬉しい気持ちが勝った。




　ふわふわした気分で終わった初デートは、寮の門まで送ってくれたエリアス様に額にキスされて終わった。部屋に帰ってからシェリーに守護石のピアスを見せると、相当高価なものだと知らされた。




　恐ろしくて、胸のペンダントをシェリーに見せることはできなかった。








　第九章　誰にも言えない鬼の特訓









　休日が終わると、次の日にはまたグループでの浄化作業が待っていた。次こそはアーシェリアの手を借りずに頑張ってみようと思っていたが、結局私はアーシェリアと同じグループになった。




「プリモ、荷物を持ちなさい」

　いつものようにアーシェリアが私に命令した。長年当たり前だったことが急に変わることはない。でも、あの日扉を閉めて私を置いて行ったアーシェリアの顔を思い出すと、何とも言えない嫌悪があった。

「アーシェリア、私、少しだけど聖力が使えるようになったの。ですから……」

「ですから、なに？　もう私の手助けは不要だってこと？　今まで散々面倒を見てあげたのに、自分が聖力を少し使えるようになったらそんなことを言い出すの？」

「いえ……」

　聖女の階級認定試験でギリギリの実習の点数をもらえたのは、嫌味を言おうがアーシェリアがグループに入れてくれていたおかげだ。それを言われると返す言葉がない。

「私、正式にエリアス様のペアに立候補することになったの。独り立ちしたら、あなたをこのまま私の雑用係にしてあげてもいいわ」

　その言葉に冷や水を浴びせられたような気持ちになった。やはり、エリアス様のペアの候補はアーシェリアで揺らぎようがないのだ。恋人にはなれてもまだ私にはペアになる力がない。

「エリアス様と恋人ごっこしているそうじゃない？　私はペアになったらそのままエリアス様と婚約するつもりよ。今は楽しませてあげるから、その時はごねずに別れてね」

「……婚約？　エリアス様は承諾なさってないのでしょう？」

「今は、ね。そのうち、あちらから私の方がいいと言ってくるわ。だって、ねえ」

　クスクスと私を見てアーシェリアが笑う。私を見下げたこの笑いは小さなころから変わらない。今まではそれを仕方ないと我慢してきた。でも、ここで私がそれを認めたら、エリアス様は？　私と一緒に頑張ってくれると言った彼の気持ちを踏みにじることになるのではないだろうか。

「わ、私、少しずつですけど、頑張ります。きっと聖女として働けるように、聖力だって使えるように……」

「はっ、馬鹿らしい。今まで、何度もそうやってダメだったのを忘れたの？　親の後ろに隠れて散々守ってもらってさ。あなたの両親が親戚中頼み込んで、あちこちの神殿を回って神様に願って、どうにか力を引き出そうとしても、ひとっつも使えない聖力だったじゃない。宝の持ち腐れってほんと、あなたのことをいうのよ。モルガン家の名が落ちたのはあなたのせいだからね！　私がどれだけ頑張って家名を守ってきたのかなんて、あなたにはわからないのよ！」

「ご、ごめんなさい」

　確かに、モルガン家から出た聖女は当代、アーシェリアと私しかいない。母たち姉妹は現役時代、優秀な聖女として活躍した。本来なら二人の子供である私とアーシェリアでその家名を背負うことができたのに、私が落ちこぼれであったために、アーシェリアにその期待を一身に背負わせていた負い目が私にはあった。

「身の程をわきまえて、今まで通り大人しくして欲しいのよ。エリアス様の恋人だなんて目立つことをして、また失敗したら恥をかくのはあなたよ？　いくら私が頑張っても、あなたが足を引っ張っていたら何もかも台無しよ」

「……」

　結局、私はアーシェリアの荷物を持って後をついて行く。今日の浄化は近くの酒場の酒蔵だった。

「これからは本格的に独立するために、浄化のやり方を変えるわ。いつもみたいに一部屋で済ませていたら、危険なダンジョンを最後まで聖力を保てるかわからないものね」

　アーシェリアは私ともう一人（またリネットだった）にそう言って、その日は部屋の浄化を一度にせず、数回に分けてした。常に先のことを考えて聖力のコントロールをする彼女はやはり優秀だった。でもその日、エリアス様とのアレコレを思い出しながら、時間はかかったけれど私もちゃんと浄化作業ができた。

「できた……」

　エリアス様の絵姿に頼らず、聖力の循環を意識し、Ｃ級でしかない働きだったけれど私にも何とか浄化ができた。

「へえ。プリモ、できたじゃない。この辺ちょっとだけど」

　リネットからもそんな言葉をもらって私は嬉しくなった。こうやって、少しずつでもいい。浄化ができるようになりたい。

　いつもすぐに終わる浄化はその日は他のグループと変わらなかった。もしかしたら、アーシェリアが私が浄化する分を残しておいてくれたのかもしれない。リネットは疲れたと文句を言ったけれど、私は自分の成長を素直に喜んだ。




「プーリモ！」

　そうして週末、エリアス様と待ち合わせした。今日はデートではなく、鍛錬だといわれていた。そのため、服装も長ズボンを着用。ちょっと……いや、だいぶ不安な要素はあるが、なりふり構っていられないと覚悟を決めてきた。どんな辱めも耐えなくては、と意気込んだが、エリアス様は許可を取った鍛練場所に私を誘った。

　正直、エッチなことをされると思っていた私を許して欲しい。

　エリアス様は聖女の初級実習の分厚い本を抱えて来てくれたのだ。カーラ様に借りてきてくれたというそれは、中にびっしりと赤線やコメントが書いてあった。あの優秀なカーラ様も努力して立派な聖女になったのだと思うと、身が引き締まる思いだった。

　鍛練場は周りを壁で囲まれただけの運動場で、見た目では何もないが、聖力が使いやすいようにと結界石が四方に埋められているらしい。

「あの、鍛錬を始める前にこの子の名前を一緒に考えてくれませんか？」

「この子？　あっ、小鳥の？　まだ決めてなかったの？」

「エリアス様と決めたくて……」

「ちょ、プリモ、可愛いのやめて。俺、襲いたくなるから」

「ご迷惑でしたか？」

「ご迷惑どころか大歓迎だよ！　二人の愛の結晶に名前を付けよう」

「あ、あ、愛の……」

「俺たちの名前から一文字ずつとろうよ！　えーっとプエ？」

「それでは、ちょっとしっくりこないので……エモはどうでしょう」

「いいね」

「では、さっそく。エモ、あなたの名前は『エモ』ですよ」

　私がペンダントに呼びかけると、新緑色の小鳥の石がカタカタと動いた。そして、やがてそれは小鳥の姿になってちょこんと私の肩に乗った。

「すごいな、本当に。やっぱり精霊なのかな」

「精霊は周りにいることはわかっていても具現化することはないですから、不思議ですね」

「でも、可愛い」

　エリアス様が肩に乗っている小鳥に指を近づけると、小鳥は大人しく頭を撫でられていた。

「エリアス様のこと、好きみたいですね」

「ふふ、だってこれはプリモの聖力で作り出しているんだから」

「えっ、は!?　そ、そんな」

　肩の小鳥が甘えたようにエリアス様の指に頭を擦りつけるのを、私は赤面して見るしかなかった。エモをペンダントに帰すと鍛錬に戻る。

「さて、それではまずプリモ、聖力を出して。焦らなくていいから」

「はい……」

　目の前にエリアス様がいるのに彼にされたことを思い出すのはちょっと拷問である。でも、そうしないと聖力が湧き出てこない。最近やってみて一番聖力が出てくるのは、こないだ宿屋で見たあのエリアス様の射精後の顔だった。──絶対言えない。口が裂けても言えないけど。色々されたことより、エリアス様の色気たっぷりの顔で一番聖力が出るなんて驚いてしまう。

「絵姿に祈ってた時よりは溜まるようになったね。でも、うーん」

「きゃーっ！」

　ふいにエリアス様に胸をわし掴みされた。きゅ、急になにを！　と思うも、聖力が段違いに湧き出てきた。

「やっぱり、直接の刺激には敵わないのか……」

　平然とそういうことを言うエリアス様。こういう時の彼は合理的というかなんていうか。でも少しは事前に溜めておけたとしても、とっさにこうやって聖力が出ないとダンジョン内では危険だと思う。

「何とか素早く聖力を出せたらいいのですが」

「実はさ、俺の正式なペアの候補にアーシェリアが挙がっているんだ。なんかカーラも推薦するし。で、俺、次の階級認定試験で一番を取った聖女をペアにするって言ったから。頑張ってね、プリモ」

「へっ!?　い、い、い、今、なんて言いましたか？」

「だから、頑張って試験で一番とってね」

「わ、私、お情けでＣ級なんですよ!?」

「うん。でも聖力さえ出せたら、Ｓ級もプリモなら余裕だと思う」

「Ｓ!?　む、無理ですよ！」

「俺、プリモの他にペアを組むつもりないから」

「そ、そんな、無茶な……」

　年に二回、聖騎士と聖女の階級の認定試験がある。次の試験は三か月後だ。今まで私は単独だと測定不能。グループ浄化の評価だけで何とかＣ級の認定をもらっていた。今の実力はよくてＣの上の方かＢの下くらいである。アーシェリアももちろん受けると言うのに、一番なんてとうてい無理な話だ。

「プリモは聖力さえあれば、結界も張れるじゃないか。あれＡ級レベルだよ。聖力だって、上手く出せないだけでたくさんある」

「そ、そうかもしれませんが」

　正直、全く自信がない。使い方だって教科書を読むのと実践では違うのだ。今から三か月後にそれを使いこなせるとは思えなかった。でも……。

「大丈夫。プリモ。二人で乗り越えよう」

　私を信じてくれる人がいる。きっと頑張れる。

「はい」

　決意を新たに私は前を向くことにした。




「じゃあ、これに着替えて。ああ。鍛練場には誰も来ないから大丈夫だからね」

　エリアス様はそう言って紙袋を渡してきた。

「ええと。更衣室とか……」

「ああ、今から鍛練だから。俺の目の前で生着替えね」

「は、は、はあぁ!?」

「ほらほら、プリモ、頑張って」

「……」

　納得いかない。納得いかないが、エリアス様の言う通りにすると聖力がでるのも真実である。ぐっと色々堪えると紙袋の中身を取り出した。

「なんですか？　これ。布切れです」

「短いけど、スカートと白シャツだよ。あっ、下着はつけないでね」

「ええっ！　そんな！」

「俺しか見てないから大丈夫」

「……」

　悲しいかな、エリアス様に見られてしまうと思うだけで聖力が出てくるのがわかる。恨めしい自分の体。そして、聖力に敏感なエリアス様にはそのことも筒抜けである。

　少しダボっとした白いシャツと太ももまでの丈のスカートに着替える。その間もずっとエリアス様に見つめられていた。今度は取られないように下着もしっかりと鞄にしまっておいた。白いシャツは乳首がうっすらと透けているし、スカートは少しかがめば中が丸見えになりそうだった。

「さ、その恰好のまま聖力を出して、結界を張る練習をしよう」

「う……」

「両手上げて」

「ぐう……」

　エリアス様に言われて手を上げる。絶対、見ている。私の胸を。うう。しかし気持ちとは裏腹にエリアス様に見られていると聖力が湧き出てくる。体の中の聖力をグルグルと回す感覚を保つ。キノコのような形の噴水のように水を噴き上げて膜を張るイメージで結界を形成する。

「いいぞ。その調子」

　励まされると何もかもが上手くいく。前に結界を張った時よりも薄く、強く、広く結界が張れる。

「できた……」

「うん。均一で広くて強い、いい結界だ。じゃあ以前のおさらいで、結界を保ちながら聖力の光の玉を打とう」

「はい……」

　片手を上げて結界を維持したまま、聖力をもう片方の掌に集中する。しかし、思うように聖力がでない。焦っているとスカートの端をエリアス様が棒でまくり上げていた。

「なっ……！」

　平然とした顔でなんてことを！　しかし、湧き出る聖力。

「じゃ、あっちの的に当てて。集中して」

　そんなことを言われても、光の玉はぽとりと下に落ちて、飛ぶこともない。十メートル以上向こうにある的になど当たりそうもなかった。

　するとエリアス様が、棒でスカートをめくる。み、み、見えてしまう！

「プリモ、集中！」

「ぐ、ぐぬぬぬぬぬっ」

　下唇を噛んで鬼教官に応える。次の光の玉は一メートルくらい飛んだ。

「今の感覚を忘れないで、次！　ほら、大事なところが見えちゃうぞ」

「ううっ」

　せめて、と内ももを寄せる。ほんと、もうこういう時のエリアス様が酷い。

「ほら、結界がおろそかになってる。集中！」

　言われてまた片手に集中するともう片方がおろそかになる。聖力を扱うって、こんなに大変なのか。

「うーん。プリモは飛ばしたりするのが苦手なのかな。これでどうだ」

「えっ」

　エリアス様がブラウスに水をかけた。うっ。白いブラウスがスケスケに！　更に浮かび上がった乳首を後ろから回ってきた指で押された。

　シュバッ！

　さっきまで全然飛ばなかった光の玉が的まで真っ直ぐ飛んだ。

「よし、真ん中狙って！」

「フグッ」

　絶妙なタイミングで乳首をつつかれ、私の出した光の玉は的の真ん中へと飛んで行く。

「いいぞ、ちょっとそれたけど的に当たった！」

　ガッツポーズで喜ぶエリアス様。ありがたいけど恨めしい。けれど、この感覚を掴まないと。

「次、真ん中だ」

「ひゃん」

　今度は両方の乳首をつままれる。思わず、声がでてしまった。

　シュバッ！

　今までで一番大きな光の玉が的の真ん中を打ち抜く。的はその衝撃で後ろにバタンと倒れた。

「やったぞ！　プリモ！　そうだ！　威力も抜群だ！」

「はうぁっ、ちょ、ちょっと、揺らさないでください！」

　喜ぶエリアス様が胸を掴んで揺らしてくる。

　そうして結界、光の玉、トラップ、など次々と猛特訓させられて、ようやくそれが終わったのは夕方だった。

「ハア、ハア、ハア……も、無理です」

「聖力はまだまだありそうだけどな。まあ集中するには体力もいるから、今日はこの辺で終わろう。後はイメトレしておいてね」

「……」

　かつてお慕いしていた銀髪の天使様が、今、鬼に見える……。

「さ、じゃあ頑張ったプリモを俺が労ってあげるからね」

「は？　え、ちょっと」

　そう言って、エリアス様は私をシーツでぐるぐる巻きにして抱き上げた。手足も出せずに、もうされるがままである。しかし疲れ切っていた私はエリアス様に身を任せ、眠ってしまった。




　チャポン……。

　気持ちいい。

　まどろみながら目を覚ますと視界がぼやけていた。

「あ……目が覚めた？」

　気が付けば、私の体はお湯につかっていた。……エリアス様の腕に支えられて。

「きゃあっ！」

「おっと、動いたら溺れちゃうよ？　落ち着いて」

「お、落ち着けって、なんでこんなっ？」

　私が暴れたのでパシャリとお湯が跳ねる。私は後ろからエリアス様に抱えられてお湯に浸かっていたのだ。全裸で！　ど、どうなってるの!?

「プリモ、疲れただろうから、俺が隅々まで優しく洗ってあげるからね」

「そ、そんなサービスいりません！　てか、ここどこですか!?」

「鍛練場についてる浴室だよ。大丈夫、許可取ってるから」

「ちょ、それに、お尻に当たってます！　よからぬものが！」

　あわわわわっ。

　体を離そうとするとエリアス様の腕がそれを許さなかった。

「仕方ないだろ。プリモが可愛いから。男として当たり前の現象だ」

「だって、そういうことはダメだって言ったじゃないですか！」

「うん。挿れなければセーフだよね！」

「へぁ!?」

　いつそんなルールに!?

「ほらプリモ、脚閉じて」

「閉じる？　ひゃっ！　ちょ、待って、は、はいっちゃう！　ダ、ダメです！」

　後ろから、秘所にエリアス様の硬いものが擦りつけられる。は、は、入ったらどうするの!?

「プリモの中はまだ狭いから、挿れたくても入んないって。ほら、こうやって擦ったらお互い気持ちいいでしょ？」

「は、はうっ」

　腰を揺らして私の股の間からエリアス様の分身が出たり入ったり……お湯の中なのに、そこが濡れてきてヌルヌルしているのがわかった。

「ああ……気持ちいい」

　エリアス様の艶のある声が私の脳天を直撃する。両腕を後ろから掴まれてお湯がパシャパシャと跳ねる音がする。閉じている内ももが震えてくる。

「ね……プリモ、イってもいい？」

「はっ、はあっ、はっ……はい、イってください」

「プリモも、イキそう？」

「……ん、んーっ、イ、イキそうです……ぅ」

「一緒にイこうね」

　そうして、腰の動きが激しくなり、入り口を擦られ、もう訳がわからなくなり……。

「プリモ、イクよ、イクっ！　くうっ」

「はあ、あああああっ！」

　あっけなく絶頂に導かれてしまった。

　こんなの挿っていないだけで、もうセックスじゃ……。

　うう。でも気持ち良くて……。

「プリモは超絶可愛い」

　体を拭いてソファに座らされた私は、エリアス様にタオルで髪を乾かされていた。

「ちょっと、アレは……節度を越えています」

「そうかな～。挿れたいのを我慢してるんだから、あれくらいは許してくれないと。お互い気持ちよかったでしょ？」

「……」

「それに今、聖力溜まってるんだから」

「まあ、……確かに、そうですけれど」

「俺ってプリモの力を引き出す天才じゃない？　いつでも頼ってくれたらいいからね」

「聖力と引き換えに大切な何かを失っています……」

「まあ、そのうちプリモの処女は頂くけどね」

「……」

　私の銀髪の天使様はもういない。ここにいるのは私の大切な何かと交換に聖力をださせる悪魔である。

　エリアス様がこんなにいい性格をしているとは……絵姿を見て慕っていたあの頃の自分に、そんなことをするんじゃないと教えてあげたい。

　鬼の特訓は続き、週末へとへとになって寮の部屋に帰る私に、シェリーが『いったいどんな特訓をしているの？』と聞いたが、教えることはできなかった。──言えるわけがない。

　お陰で、以前よりはスピードを上げて聖力を使えるようになっていた。








　第十章　理想の王子様









　そしてあっという間に試験日の前日を迎えてしまった。

　エリアス様にはゆっくり休むように言われた。なんだか心もとなくて不安だったけど、多分考えがあるのだと思う。でも、てっきり一緒にいてくれると思ったのに、何やら準備があるから会えないと言われた。エリアス様は天使様のような顔をしているのにやることは色々酷い。効率と合理性を追求する性格なのだ。もう少し、甘いフワフワしたお砂糖菓子のような体験だってしたいのに。

「まあ、仕方ないですよね」

　今は私が聖力を出せることに集中しているのだ。きっと甘い恋人期間は私が一人前になってから……の、はず。

　エリアス様と二人で綿菓子を分け合ってアーンしたり、お花畑でごろごろと寝転んだり、二人でボートに乗ったり……手を繋いだり……ああ。そんな！

　ィ、イヤイヤイヤイヤ、今はそんな浮ついたことを考えてはいけない。

　私にはゆくゆくエリアス様のペアにしてもらうという目標があるのだ。幸せな恋人期間はそれまでお預け。今まで両親を悲しませてきたのだ。何としてでも聖力をちゃんと使いこなせることを明日は証明してみせる。

「いよいよ明日試験日だね、プリモ。一番になれたらいいね」

　朝、食堂に向かうとシェリーがそんな風に言ってくれた。

「あの、一番はさすがに無理です。でも、Ｃ級から一つでも上がれたらいいな、って思ってます。何とかみんなに追いつければ……」

　とてもアーシェリアに勝てるとは思えない。でも、あんなに恥ずかしい思いをして特訓してきたのだから、何とか聖女として認められたい。今まではグループの実績だけで何とかＣ級の判定をもらっていたが、今度こそ自分の評価が欲しい。

　エリアス様は最終兵器も用意しているって言っていたけど、何のことだろう。

「アーシェリアのところは母親も見に来るみたいだよ。一番になれたら、エリアス様とペアになれるって言い回っているみたい……」

「そうなんですか」

　今から言いふらすとか、叔母らしい。ああでも、アーシェリアが一時でもエリアス様のペアになるのは辛いな。

　そう思っても、私は自分ができることをコツコツとするしかない。

「プリモのご両親は？　エリアス様と特訓して少しでも聖力が使えるようになったのなら、その姿を見せてあげたら喜ぶんじゃない？」

「……でも、確実とは言えませんし。自分がどのくらいできるのかもわかりません。両親をがっかりさせるわけにはいきませんから。もしも今回の試験でＣ級より上がれたら、次は見てもらおうと思います」

　仲の良い家族やペアを決める時は試験に両親を呼ぶことが多い。初めての試験の時は私の両親も見に来てくれたが、結果はわかり切っていたものだった。あの時も結局、叔母が母に嫌味を言って悲しい雰囲気のまま終わった。申し訳なくて何度も謝る私に母が「私がちゃんと産んであげられなかったから」と涙したことは今も胸が痛い思い出だ。その後は一切試験には来てほしくないと伝えてある。

「はあ」

　やっぱり、こんな日はエリアス様に会いたかった。顔を見るだけでも力をもらえるのにな。

　テーブルに着いて朝食を食べ始めるとそこに影が落ちた。

「プリモ、あなた、どういうつもり？」

「アーシェリア……どういうつもりってなんのことですか？」

「明日の試験のグループ、私のところから抜けたって聞いたわ」

「明日の？　試験のグループは当日くじ引きで発表されるのではないのですか？」

「……何も知らないの？」

「え？」

「もういいわ」

　言いたいことだけ言ってアーシェリアは行ってしまった。なんだったのだろう。

「何、あれ。……もしかして今までの試験、アーシェリアとグループが一緒だったのは偶然じゃないってこと？」

「グループは平均の実力にして公平にしているはずですから、最下位の私と最高位のアーシェリアが毎回一緒のグループになるのはおかしくないと思うのですが」

「なんか、最近のアーシェリアは変よ。急にプリモに執着しだしたっていうか……」

「今まで迷惑ばかりかけてきていますから、私がグループから抜けるのを喜ぶと思っていたのですけれど」

「こないだのダンジョン、アーシェリアが一部屋浄化はしなかったって聞いたわよ」

「それは、これから本格的に活動するのにスタイルを変えるって言ってましたよ」

「……それって、ほんとにそれだけかな」

「え？」

「確かに、名門モルガン家の出身とあって聖力は多いけど、結界とか光の攻撃とか、浄化も雑なんだよね。こないだ一緒に浄化した時驚いちゃった」

「そうなのですか？」

「私ね、なんかおかしいな～って思ってちょっと調べてみたんだけど、アーシェリアの成績ってグループ試験の加点が大きいんだよね」

「浄化のスピードが速いですからね。そのお陰で私もギリギリ加点してもらってました」

「……お人好しのプリモに言ってもなぁ。まあ、このことはエリアス様には報告済だから」

「どうしてそこで、エリアス様が……」

「さあね。さて、プリモ。部屋に戻ったら着替えるわよ」

「え？　どうしてですか？　今日はゆっくりしてって、エリアス様に言われています」

「ふふふ～。実はお迎えがくるのよ」

「お迎え？」

「それは、来てからのお・た・の・し・み」




　部屋に戻るとシェリーが箱を出してくる。中には新品の白いドレスと下着が入っていた。

「これは？」

「プリモの王子様からのプレゼント！　さあさ、着替えて」

「そ、そんな、こんな高価そうなものもらえませんよ！」

「稼いでるんだから貢がせとけばいいの。これを着て迎えを待っていて欲しいっていうエリアス様の我がままなんだから」

「……着て欲しいって、エリアス様が？」

　白いドレスはヒラヒラと繊細なレースが付いた可愛いものだった。こんな可愛らしいもの、私が着てもいいのかな。でも、下着の方はなんだか色は白で清楚なのに面積が少ない。確かにこの下着はエリアス様が選んでいてもおかしくない。

　時間がないとシェリーに急かされて全部着替える。髪を結ってもらって薄化粧もしてもらうと、シェリーに裏門まで連れていかれた。




　パカラッ、パカラッ、パカラッ……。

　蹄の音がして顔を上げるとなんとそこにはシルバーの馬に乗った王子様がいた。

「これまた、ド派手なお出ましで……」

　シェリーの呆れた声が聞こえたが、私は目の前の美男子に釘付けだった。

　そこには、まさに私の理想通りの天使様であり、王子様が！

　聖騎士の恰好をしたエリアス様が目の前で馬からひらりと降り、ボーっとする私の手を取った。

「プリモ姫。行きましょう」

「エ、エリアス様！　今日は会えないと……」

「会えないなんて言ってないよ。忙しいって言っただけ。プリモとのデートプランを組むのに頑張ってたんだ」

「デート……プラン？」

　会えないと思っていただけに嬉しい。しかもこんな物語の王子様みたいに現れたら、言葉も出なかった。

　ブルブルブルッ。

　馬が私たちを見て鼻を鳴らした。

「もしかして、あなたがヒューなのですか？」

「正解だよ。さあ、一緒にヒューに乗ってデートに出発だ」

「いってらっしゃい、お二人さん。寮の門限をお忘れなく」

「あ、ありがとうシェリー！」

　エリアス様にヒューに乗せてもらう。横座りした私の後ろに跨ったエリアス様が手綱を握った。

　ナニコレ、え、絵本の世界みたい！

　後ろに王子様！

　か、カッコいい！

　ぽーっとする私にエリアス様がにっこりと笑う。

　天使様の微笑み！

　白馬（シルバーだけど）に乗った王子様にうっとりして、私は完全にこの演出に骨抜きにされていた。後ろでエリアス様が『プリモ、ちょろい、ちょろすぎる』と言っていたことなど気づきもしなかった。
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「ここ、どこなんですか？」

　馬に乗って郊外へ向かうと、素敵な屋敷に着いた。

「友達の別荘借りたんだ。二人で過ごそうと思って」

　馬から降ろしてもらうとエリアス様がにっこり笑った。

　こ、神々しい！　これこそ、私がずっと祈ってきたエリアス様だ。

「食事も準備してるよ」

「……はい」

　私の手の甲にキスをするエリアス様が素敵すぎて堪らない。誘導されるまま屋敷の中に入ると、ワインと食事が用意されていた。

「テイクアウトで申し訳ないけど、使用人とか、入れたくなくて」

「い、いえ……こんな、素敵な……」

　テーブルに座ると、こぽこぽとワインが注がれる。お酒は苦手だけど、でも用意してもらったのだから断れない。

「さあ、明日、試験でしょ。リラックスして今日のこの素敵なデートを思い出してね」

「はい」

　厳しい訓練中、鬼教官だとか、合理主義の乙女の敵とか思ったこともあった。だって、無理やり私に手で擦らせたり、股に挟ませたり、いくら私の聖力を出すためだといっても、散々だった。

　なのに、こんな素敵なデートプランを用意してくれていただなんて……感動。

　そうして美味しく昼食をとった私は一口飲んだワインで頭がフワフワしていた。

「ん？」

「プリモ……」

「あれ？　ここ」

　花の香りがして目を開くと、私はベッドの上に寝かされていた。シーツの上には花びらが舞っている。

「プリモが喜ぶかと思って用意したんだ」

「私が喜ぶって？」

　体を少し起こすと、部屋には色とりどりのお花が飾ってあった。綺麗……。

「プリモ、大好きだよ。キスしよう」

「……エリアス様、ん……」

　覆いかぶさってきたエリアス様に体を倒されて、思わず彼のシャツの胸元を両手で握った。ちゅ、ちゅ、とバードキスを繰り返しながら体を擦られて、いっそうフワフワした気持ちになる。

　ああ。大好き……。

　プチプチとドレスの前面のクルミボタンを外されていくと、清楚なドレスとは対称的に面積の狭い下着姿になる。恥ずかしくて体をよじると、それを利用して肩からドレスが外されてしまった。

「ええ、あ？」

「プリモ……可愛いよ」

　甘い言葉が私を翻弄する。

　あれ……何をしていたんだっけ……。

　エリアス様の手が私の体の形を確かめるように滑っていく。快感をもたらす手に慣らされた体は抵抗する気も起きない。胸を持ち上げられて、口に含まれ、舌で乳首を転がされる。

「んっ……、はあ……」

「気持ちいい？　プリモは気持ちいいと聖力が溢れてくるね」

「エ、エリアス様……気持ち、いい……」

「今日はここも、可愛がってあげるね」

「え？」

　そう言ってエリアス様がショーツの紐を引っ張ると、ただの布切れになったソレをためらいなく引き抜かれた。

「あ、あの……そこは……！　ひゃん！」

　一度、スケルトンだった時に舐められたことはあったが、あれ以来、それはダメだと拒否してきた。それなのにエリアス様が今私の股間に顔を埋めて、敏感な粒を舌で刺激し始めた。

「ダメです！　そ、そこはぁ！　ああっ、ん、んんんっ」

　離れて欲しいと頭を掴んでもエリアス様は動かない。どちらにせよ掴む手だって、強い刺激のせいでまともに力が入らなかった。

「大丈夫。俺に任せて。プリモは気持ちいいことだけ考えるんだ」

「で、も！　あっ、やあん」

　秘所を舐めながら、プツリと指を入れてくる。入り口を探り、中を探り、その箇所を探られた時、体が跳ねた。

「は、はうううぅっ」

「ここ、かな？」

　エリアス様の嬉しそうな声が聞こえてきたと思うと、指が執拗に中の一点を擦り上げ始めた。ぐちゃぐちゃと愛液を掻き出すように出し入れが早くなると、強い刺激に体がばらばらになりそうな気持ちになった。

「え、な、なに!?　あっ、や、ん、んーっ！」

「ここがいいんだよね。いいよ、プリモ、イって」

「あ、ああっ、エ、エリアス様！　い、いちゃ、いっちゃうっーーーっ！」

　一際大きい快感の波が頂点に達して、またエリアス様の前でイってしまった。

　脱力してハアハアと息を整えていると、エリアス様と目が合った。

　あれれ？　こんなに、ギラギラした目をしていたっけ。

　エリアス様がぺろりと自分の唇を舐めた。……ん？　さっきまで天使様だったよね。

「俺、プリモと特訓してもギリギリのところでいつも我慢してた。プリモがエロすぎて、もう犯しちゃおうかと何度も思ったけど、プリモが大好きだから耐えた」

「……ハア……ハア……」

「普通、恋人は付き合ったら三カ月くらいまでに体の関係を持つんだって」

「……え？」

「俺は、十分我慢したし、今日だってこんなに頑張ってプリモの希望を叶えた」

「……」

「だから、いいよね？」

「な、なにを？」

「プリモのトロトロになった蜜鞘に、俺の硬くなって切ない肉剣を納めさせて」

「にっ……!?」

「大丈夫。必ず結婚するから」

「けっ……!?」

「もう婚約指輪も用意してるからね。安心して」

　そう言って、エリアス様は硬くなった大剣を私の入り口へと埋め始めた。

　え？

　なに、この流れ……。

「ちょ、ちょ、チョーッと待ってください！」

「ダメ？　プリモは俺と結婚したくない？」

「いえ、そもそも聖女として一人前でもないのに、そこまで考えられません……」

「嫌じゃないんだよね？」

「い、嫌だなんて、考えたこともありません！」

「じゃ、いいよね？」

「ぐ、う、えっ、ちょ、は、入って……！」

「あー、もう、この時をどんなに待っていたか。観念して俺のものになって」

「はうぅううっ」

「はあ～っ。入った。プリモ、俺たち繋がったよ？」

「えあぅ……」

「さあ、さっきの気持ちいいところをゴリッゴリ擦ってあげるからね」

「かはっ」

　エリアス様を根元まで収めると、上から想像を絶する色気のある顔で見下ろされた。私の膣なかはもう最大限に広げられたような感覚だった。

　これ、セックス……セックスしちゃってる。

　け、結婚してからって言ったのに……。

「プリモ、聖力を集中して、結界を張ってね。ほら、ここ」

　エリアス様の指先が私の下腹をプニリと押した。その下にはみっちりと硬くて熱い肉棒が収まっている。

「急がないと、気持ちよすぎて出しちゃうよ？」

「ひいぃっ」

「俺は赤ちゃんできちゃってもいいけど」

「い、いいわけありません！」

「プリモと子どもを養うくらいは稼いでるけどな～。ほら集中して、プリモ」

　そう言われても、エリアス様が腰を揺らし始めて聖力はどんどん溢れてくるのに、集中できない。

「あ、やあんっ」

　ごり、と先ほど達するほど感じた場所を突かれて、再び体が熱くなる。でも早くしないと、エリアス様が中に出してしまう。いずれそうなれたら嬉しいけど、今はまだ時期じゃない。

　ていうか。

　明日、試験！

　試験なのにぃ！

「ハ、ハアッ、アッ、アッ」

「嬉しいよ、プリモ、超気持ちいい……あー、幸せ……」

「ひうっ」

　喘ぎながらも、聖力を集中させて結界を作る。……エリアス様が激しくなって……。

「プリモ、出すよ！　くっ！」

「あ、やああん！　ダメえええええッ！」

　──何とか結界を張るのは間に合って、多分避妊はできたと思う。それから今まで我慢していた分だと、四つん這いにさせられて一回、横から入れてみようともう一回と、処女だったのに散々抱かれてしまった。




「うええええん」

「泣かないでよ。ほら、婚約指輪しようね。花束も用意したよ」

「……」

　裸でシーツにくるまった私の手を出して指に口づけすると、エリアス様が私の薬指に指輪をはめた。

　ほ、本気でここまで用意していたんだ……。

「どうして明日が試験なのに、こんなこと」

「うーん、まあ、プリモの処女欲しかったし、俺の仮説が正しければ、明日はとんでもないことが起こると思うんだよね」

「とんでもないこと？」

「それはお楽しみ。愛してるよ、プリモ」

　額に口づけしてきたエリアス様にまたベッドに押し倒されそうになって、必死に抵抗した。

「も、もうダメですよ！　もう騙されないし、絆されません！　明日の試験のために、門限までにきちんと寮にもどりますからね！」

　帰りもヒューに乗って帰った。このまま寮に帰るなんて目立つことをしたくなかったが、体が辛いので仕方ない。何やら股に挟まったままに感じて変なのだ。『もう一回くらいできたのに』と後ろから恐ろしい呟きが聞こえてきたが、聞かなかったふりをした。




　プリモ＝モルガンは本日、大人になりました。








　第十一章　階級認定試験は波乱の予感









「おはよう、プリモ、あれ？　どうしたの、その指輪！　しかも左手じゃない」

「おはようございます、シェリー……それが、実は昨日、エリアス様にいただいたのです。それは嬉しいのですが、外れないんです。朝から石鹸とかで頑張ってたんですけど、どうしたらいいでしょう。きっと浮腫んでるんですよね」

　昨日の衝撃的なできごとに疲れ果てて眠り、ようやく朝起きて試験の準備を済ませようとすると指輪をしたままだった。試験に着けて行けないと外そうとしたのだが、これが何をしても外れなかったのだ。

「いや、浮腫んでないよ……うわぁ、執着を感じる。こりゃ今日の試験、荒れるなぁ」

「どういうことですか？　いや、それよりどうしよう……」

「別に、いいんじゃない？　指輪くらい。アクセサリーつけてる子は他にもいるでしょ？」

「そうですけど、左手の薬指には着けないでしょう!?」

「う～ん……じゃあ、手袋する？」

「あっ！　その手がありました！」

　私が急いで白い手袋を探して着けると、シェリーは何とも言えない顔をしていた。

「とにかく、朝食食べたら、試験会場に移動だよ」

「はい……」

　なんで、こんな目に……と、ふらつきながらも準備をして試験会場に向かった。そこにはエリアス様、カーラ様、マリオン様、そして私の両親が見に来ていた。

「プリモ！　元気にしていた？」

　驚く私に駆け寄ってきたのは両親で、母と父、順番にハグをした。

「どうして今日、こちらに？」

「あなたの恋人が、私たちにもプリモの活躍を見せたいって声をかけてくれたの」

「すぐに婚約したいと言っていたよ。他の相手なら私も反対したが、お前が焦がれるエリアス様ではな……」

「あう、そ、そうなのですか。でも試験は期待に沿えるかどうか……」

「たとえ、聖力が使えなくても、あなたが私たちの娘であることは変わらないわ」

「厳しい特訓をしたって聞いたよ。精一杯やっておいで」

「……はい」

　両親に婚約したいって言ったの？　……本気だ。エリアス様、本気すぎる。指輪が抜けないのも策略かと疑ってしまう。これはもう、後戻りはできない。今日、私は聖女として絶対に認められなければならない。チラリと両親越しに見えたエリアス様は私を見て微笑んでいた。







　ゴーン、ゴーン……。

「始め！」

　時計塔の鐘が鳴って、試験が始まる。

　まずは筆記試験。それから実技へと移る。この日のためにダンジョンも用意されている。試験にはモンスターが出そうで出ないくらいの絶妙なダンジョンがいつも選ばれていた。

　座学はいつも通りの手ごたえを感じた。毎回、座学は満点近いのだけれど。

　残りの実技はグループ採点と個人採点の二つとなっている。今回、グループはアーシェリアとは違っていた。そんな可能性もあるのは承知だろうに、アーシェリアが睨んでくるのが怖かった。どうしてあそこまで私に執着するのかがわからない。

「ええと。Ｆグループ」

「プリモ……まさか、Ｆなの？」

「リネット、ハーニア、よろしくお願いします」

「よろしく……」

　一緒のグループになったリネットとハーニアが私を見て青ざめていた。グループ点の加点を期待できないと悟ったのだろう。何とか足を引っ張らないようにしないと。

　一方、アーシェリアとグループが一緒になった子たちが顔を輝かせているのが見えた。グループ採点は浄化を最初の一部屋で済ませてしまうアーシェリアが、いつも最高点を取っている。アーシェリアとなら安心、といったところなのだろう。今まで私も密かにホッとしたことを覚えている。

　同い年の聖女は十八人。グループ浄化はＡグループから順に行われる。Ｅグループになっていたシェリーが一足先に浄化を終えてくると私に耳打ちした。

「予想通りっていうか、なんていうか、今回のグループ浄化は面白くなるわよぉ」

「どういうことですか？」

「まま、とりあえず、次行って来て、プリモ。そうそう、どうせなら最初の部屋でアーシェリアの真似をして、ガツンとやっちゃって」

「真似してもできませんよ。でも、行ってきます」

　エリアス様がいたら、できたかもしれないけれど。以前、ダンジョンで浄化したことを思い出す。でもいつまでも頼っていられない。私もエリアス様を助けられるようでないとペアにはなれない。

「頑張らないといけません」

　気合を入れて、待っていると準備ができたと試験官に呼ばれた。




「プリモ！　どうしちゃったの!?　あなたが、アーシェリアと同じことができるなんて！」

「ありがとう！　プリモ！」

　あっという間に浄化が終わった私たちに、採点に来た試験官が目を見開いていた。

　ダメ元でアーシェリアの真似をして最初の一部屋で浄化をしたのだが、まさかのそれで全て終わってしまったのだ。

　──昨日、エリアス様と初体験したから。

　それが原因としか思えない。

　あんなに思い通りにいかなかった聖力が一晩で簡単に湧き出てくる。これはあの計算高いエリアス様が全て考えていたシナリオなんじゃ……。私の希望を叶えるためにあんなに一生懸命色々と手配してくれたので、文句を言うつもりはない。それに……大好きなのは変わらない。

　昨日エリアス様としたことを思い浮かべるだけで、面白いように聖力が使える。

　合理主義だけど、強引だけど、やっぱりエリアス様は私の天使様なんだ。




　グループ試験の結果も上々で、個人の試験は結界の範囲と強度、広範囲に一定に張れているかを見るもので（今までは話にもならなかったから受けたことがなかった）、エリアス様のシゴキを受けていた私には容易なものだった。

　全ての試験が終わり初めての手ごたえに私は浮かれていた。不本意ながら、昨日の初体験のお陰で聖力は使い放題だったし、全て上手くいった。

　個人の総合結果は筆記試験も含まれるので結果は明日になるが、グループ試験の結果は今日発表される。アーシェリアがいるので一番は無理だったとしても、同じように一部屋目で全て浄化したのだから、上位になるのは確実だった。

「グループ試験の結果を発表します。第一位は……Ａグループ、同点でＦグループ」

「わああああっ」

　アーシェリアのグループに並んで一位と聞いて、リネットとハーミアが私のところにやってきた。一番だったなんて信じられない！

「続いて第三位はＥグループ」

　Ｅはシェリーの組だ！　喜んでシェリーと手を取った。でも……。

「……おかしいなぁ。私の予想だと、アーシェリアのグループが一番はありえないのに……」

「予想って？」

「まー、その話はあとでね。こういった場合にも備えるってやっぱりエリアス様はすごい人だわぁ」

　シェリーが何か知っているようだったが、アーシェリアがこちらを見ていたので黙ってしまった。




「アーシェリア！　一体どういうことなの!?　こんなこと今まで一度だってなかったじゃないの！　あのでき損ないのいるグループと同点一位なんて」

　大声をあげたのはアーシェリアの母親だった。叔母は母を目の敵にしていて、私のことを昔から名前でなく『でき損ない』と呼ぶ。よほど私のグループと同じ順位だったのが気に入らなかったのだろう。

「今日は、メンバーが悪かったのよ」

　アーシェリアの発言で残りの二人がムッとした顔をした。一番だったのだから、目くじら立てて声を上げなくてもいいのに。

「ジニー、私の娘を『でき損ない』だなんて呼ばないで」

　そこで私の母の声も聞こえた。いつも自分のことを言われても相手にしないのに、私のことだと我慢ならなかったのだろう。

「あら、姉さん。お久し振りね。あまりにも役に立たない聖女なのだもの、名前なんて忘れてしまったわよ」

「あなたって人は。プリモが聖力を使えないのは私のせいよ。この子はいつだって努力してきたのだから」

「はっ、努力って、座学だけ点を取ったって聖女が務まるもんですか。みんなの足を引っ張っているだけよ。うちのアーシェリアはモルガン家の名に恥じぬ優秀さで、この試験が終わったらエリアス様とペアを組むのだから」

　叔母が母を蔑んだ目で見ながらそう言った。昔から二人が顔を合わせるといつもこうだった。そして私はいつも母の背に隠されて守られてきた。そんな自分が嫌で、堪らなかった。

「叔母様、私はプリモ＝モルガンです。今より一層努力して、一人前の聖女になれるよう頑張りますから、名前で呼んでください」

　深呼吸して、私は母を庇うように立った。いつもこの人が怖かった。何より母に申し訳なかった。顔を上げて叔母を見る。久しぶりに正面から見る叔母は子供の頃のイメージよりも歳をとって見えた。

「一人前だって？　アーシェリアのお陰で、聖女にしがみ付けていただけのでき損ないが」

　この人は、どうしてこんなに母や私に嫌悪を向けるのだろう。

「お話し中失礼します、私はプリモをペアに選びます。ジニー様」

　そこに、さらに私を守るようにエリアス様が立った。

「え、ええっ、エリアス様!?　再三、ペアの件はお願いしてきたじゃないですか」

　驚く叔母にエリアス様が堂々たる態度で挑んでいた。

「全部、断っていますよね。それに、私はすでにプリモと結婚の約束をしました」

「ひ、ひええええっ」

　エリアス様が私の手首を掴んで、左手の手袋を取ってしまった。そして、叔母に指輪を見せつけた。見上げるその表情は『ニヤリ顔』。最近知ったドＳエリアス様の表情である……やっぱり、これ外れないように細工されてた！

「どういうことなの!?　アーシェリア！　アーシェリア!!　こっちにきて！」

　キーキーとわめきだした叔母の声にアーシェリアが走ってきた。そうして、私とエリアス様、私の手の指輪を見て驚いていた。

「エリアス様が、この……」

「プリモです！」

「……はあ。プリモと結婚の約束をしてペアにするって言っているのだけど」

　叔母が私の剣幕に押されて私の名を呼んだ。叔母の隣に立ったアーシェリアは私とエリアス様を睨みながら声を上げた。

「……エリアス様は、今回の試験で主席を取った聖女とペアを組むと言っていました」

「そ、そうよ！　明日の結果でアーシェリアが主席だとわかるはずだわ！」

「……結果、ねえ」

　そこで、エリアス様が冷えた声をだした。こんな声、私は聞いたことがなくてびっくりしてしまった。

「これ、ちょっと調べたんですけどね。アーシェリアさんがグループ活動時に一部屋目で浄化を終えたと報告があるのは、決まってプリモとおなじグループになった時なんですよね」

　エリアス様が書類を出してくる。不思議に思って覗くと、そこにはいままでのグループでした浄化の記録が事細かに記されていた。学園の時のものまである。

「俺、この前のダンジョンから帰ってからは、プリモを君のグループに入れないように、協会に掛け合ったんだ」

「っ……浄化のスタイルを変えただけです」

「ふうん。この数か月、君の功績はＡ級並みだよ。まあ、それでもＡ級なのに、欲をかいてたんだよね、プリモを利用して。いつもプリモに荷物持ちさせて連れて行って、浄化の様子はほかの人は見ていない。ねえ。君は知っていたんじゃない？　プリモがどうやったら聖力を出せるか。それを知って利用してきたんじゃないの？」

　急にそんなことを言い出したエリアス様。どういうことかと思ったけれど、エリアス様はアーシェリアから視線を外さなかった。

「何を言ってるんです？　勘違いも甚だしいです。現に今日も一部屋目で浄化は終えています」

「さすがに今日はなにか策があったんでしょ？　アーシェリアさんの浄化の様子をどなたか、確認していますか？」

「そういえば……見てません。私たち」

　アーシェリアと同じＡグループだった子たちが声をそろえた。

「実はアーシェリアさんの今日の浄化の様子はあらかじめ忍ばせていた守護石で記録しているんですよね。だから、どうやって浄化したのかわかるんです」

「そんな！　まさか」

　その言葉にアーシェリアが青ざめ、わなわなと震えた。

　そこで叔母が口をはさんだ。

「何が浄化の様子を記録したよ！　アーシェリアが小細工しただなんてよくも言えたわね！　そんなことより、プリモは聖力は持っていても使えない子だったのよ？」

　叔母の言葉はアーシェリアを援護するというよりは私への嫌悪感でいっぱいだ。

「ええ。プリモの聖力は原始の聖女アグネス様の再来とまで言われていたんですよね。それは今でも変わらない。使えないだけだったんですよ。聖力が大きすぎて、きっと体が無意識に制御していたんじゃないかな？　きっかけさえあれば、聖力は溢れ出るようになってたんだ」

「それが本当として、プリモはどうやって聖力を使えるように？」

　それまで黙っていた母がエリアス様に縋るように尋ねた。何とか聖力が出るようにと、食事、お祈り、医者、まじない……あらゆることを試してきたのだ。知りたいに決まっている。

「それは……」

　そこで、エリアス様が私の手を取って握った。ま、ま、ま、まさか、あんなことや、こんなことをして、聖力を出したなんて言わないですよね!?

「エ、エリアス様……」

　声が震える。や、やめてください。こんなことがみんなに知れたら、私はこの場で即死亡です。

「『愛』の力です」

「はっ？」

「え？」

「プリモは好きな人のことを思うと聖力が溢れるんです」

　も、ものは言いよう！　確かにそう言えないこともない！

「プリモ、そうなのか？」

　今まで後ろにいた父が私に確認するように言った。いつも控えめな人が前に出てくるなんて、よっぽどである。う、嘘はつけない。

「エリアス様のことを思うと、聖力が溢れてくるのです」

　嘘じゃない。本当のこと。エリアス様が私を見て微笑んだ。よくもこんな爽やかな笑顔を作れるものだ……よ、よ、よけい恥ずかしい！

　しかし、私たちを見て、『まあ……』と聞き耳を立てていた人たちが小さく声を上げた。穴があったら入りたいけど、エッチなことまでしていると知れれば、穴に入るだけでは済まない。両親が見ている前でそれだけはバレたくない。

「そうか」

「プリモも、そんな年齢になったのね」

「ちょっと待ちなさいよ！　私は信じないわよ！　今まで一つも力を発揮できなかった落ちこぼれが急にできるようになったなんて、そっちこそからくりがあるに違いないわ！　ここへ、試験官を呼びなさい！　見たそのままを報告してもらうわ！」

「ジニー、プリモの力は結界を張って見せてもらえばいいじゃない。いい？　プリモ。まずは結界を張って」

　母が私に結界を張るように指示した。ザワザワとみんなが私たちを囲んで見ている。それはそうだろう。昨日まで落ちこぼれで聖力を出せなかったのが、急に出せるようになったうえに使えるのだ。不思議に思うだろう。

　私はつないだ手を離してエリアス様を見た。彼は私を見て力強く頷いてくれた。

　両手を上に広げて聖力を放出する。チラリとどこまで結界を張ろうかと考えて、ホールにいる人々を包むようにした。結界は聖力を流して形成し始めるときが一番美しい。聖力の光の粒がキラキラと形を作っていくと、なるべく薄く強くと神経を集中する。

　──わあ……。

　私が結界を張り終えると感嘆の声が聞こえた。エリアス様との練習でここまでできるようになったのだ。これは私ひとりの手柄ではない。

「こんなに広範囲に、それも質のいい結界を張れるなんて……」

　母の声がくすぐったかった。父も私を驚いた顔で見ている。

「もういいわ！　結界なんて！　重要なのは浄化の力なんだから！」

　しかし、叔母の意見は違うようだった。私の腕を無理やり掴んだかと思うと力業で結界を解除させた。

「ジニー！　なんて乱暴なことをするの!?」

　慌てて母とエリアス様が私と叔母の間に入った。

「聖力を見せびらかすように結界を張っても何の意味もないわ。聖女はね、浄化してこそ一人前なのよ。そうでしょう!?」

「プリモ＝モルガンは不正なく、正しく浄化を行いました。そして、その浄化作業は完璧でした」

　呼ばれて連れてこられた試験官が声を上げてくれた。








　第十二章　再びダンジョンへ









「あなた、どこの所属の聖女なの？　こんな採点をしてただじゃおかないわよ？」

　叔母の剣幕に試験官が青い顔で震える。

「ジニー、そんな脅しみたいなことをしないで。彼女は試験官の仕事をしただけよ」

「ふん、やけに庇うじゃない。まさか、あなたが手を回した人じゃないでしょうね」

「なっ、なんてことを言うの!?」

「私のアーシェリアにあらぬ疑いをかけられているのよ！　この目で浄化を見ないと納得いかないわ！　ねえ、みなさんもそう思うわよね？」

　叔母はそう言って周りの人の顔を窺った。グループが同じだったリネットとハーミアが私を見てブルブルと震えていた。発言しようと戸惑っているのだろうが、私を弁護しようものなら叔母は激高し、この先アーシェリアに何をされるかわからない。私は二人に何も言わないように首を振った。

「協会に掛け合うわ。すぐに浄化が必要なダンジョンを調べなさい。プリモ＝モルガンの実力は私が見極めてあげようじゃないの！」

「お母様……もう……やめましょう」

　興奮した叔母を止めようとアーシェリアが声をかけた。試験の浄化の様子の記録があると聞いてからアーシェリアの様子がずっとおかしい。

「アーシェリア、ああ可哀想な私の娘。きっとこのからくりを私が暴いてあげるからね」

「はあ。ジニー。私は今まであなたがプリモにしてきた仕打ちを幾度も説き付けてきたわ。結局、あなたには何も通じないのね。いいわ。その代わり見届け人をちゃんと立てて頂戴。もちろん、私とあなた以外のね」

「その見届け人、私が立候補します！」

　そこで大きな声が聞こえた。見るとカーラ様が手を上げていた。それを見て、マリオン様も隣でそろそろと手を上げた。

「では、私も」

「私もいいですか？」

　するとその場にいた聖女や聖騎士が我も我もと手を上げた。興味本位の人と協会の試験官が手を上げる。たくさんの手が上がって困惑しているとその場の喧騒を沈める声が掛かった。

「この件、私が仕切りましょう」

　声の方を見ると聖女協会のトップである大聖女テレサ様がやってきた。

「テ、テレサ様！　どうしてこちらへ？」

「どうしてと言われても、ジニーとレニーがまた仲たがいをしていると報告を受けてきたのよ。あなたたちはいつになったら仲良くできるのかしらね」

　テレサ様に言われて母も叔母も目を伏せた。顔を合わせれば仲たがいをしているのは、どうやらどこでも同じらしい。

「聖女はね、友愛の精神でないといけないのよ。助け合い、世界の平和を祈り、浄化活動をおこなうのです。レニーの子、プリモが聖力を使えるようになったのなら、これほど喜ばしいことはないでしょう。試験官には公平で真面目なものを厳選しています。それに難癖をつけてはなりません」

「ですが、私の娘アーシェリアが不正をしたと匂わすような発言をされたのです！　プリモの力が本物であることを証明してもらわないと気が済みません」

「ジニーの言い分も一理あるわね。二人の聖力を検証しましょう。近くにダンジョンが出現したと報告を受けています。実際に浄化を見ればすぐに解明できることですから。いいですね、二人とも」

「はい」

　母と叔母はテレサ様の提案を受け入れた。ふと見たアーシェリアの顔は蒼白だった。

　それから、私とアーシェリアは二十数名にふくらんだ見届け人と共にダンジョンに移動することになった。




「プリモ、聖力はどんな感じ？　まだ使えそう？」

　移動中にエリアス様が心配そうな様子で声をかけてくれた。

「こんなに多くの聖力を体内に感じたことがないので、正直思い通りに聖力を出せているのか、その、昨日の……で、溜まっていたものなのかがわからないのです」

「広範囲の浄化はできそう？」

「今日の試験の規模なら問題ないと思います」

「そうか。じゃあ、もう少し広範囲になれば、聖力が使えなくなることもあり得るな」

　考え込むエリアス様を仰ぎ見る。今多分頭をフル回転して、一番効率のいい聖力の使い方を考えているに違いない。

「ん？　どうしたの？　心配？　大丈夫だよ。いっぱい二人で特訓したじゃないか。これを乗り越えたらペアになれる。チャンスだと思って頑張ろう」

　ちゅっ。

「えっ!?」

　額にキスされて、体が跳ねた。思わずキョロキョロと周りを見るが、気づかれてはいないようで胸をなでおろした。いきなりこんなところでなんてことを！

　わなわなと震えて睨んでもエリアス様は笑うだけだった。きっと緊張をほぐしてくれたのだろう。

「ここです。鍵を開けますのでお待ちください」

　先頭を案内していた聖騎士が鍵を取り出した。見るとそこは墓地の隣にある教会のようだった。

「こちらのダンジョンは試験会場の候補に挙がっていたダンジョンですが、少しダンジョン化が進み過ぎていますので、入室にはご注意ください」

　試験官をしていた聖女から説明を受ける。ぞろぞろとみんなが続いて教会に入っていった。試験には不向きだと判断されたようだが、今は聖騎士が五人、試験官や見守るために来た聖女が母や叔母、テレサ様を含めて十数名、後は見届けようと来た見習い聖女が数名だ。これだけのメンバーがそろっていたら、少々ダンジョン化が進んでいても困ったことにはならないと誰もが確信していた。

「なんだか、変な雰囲気ですね」

「ちょっと様子を見てきますので、聖女と聖騎士は念のためその場で待機してください」

　教会に入り、地下室に通じる扉を開けた時、先に入った聖騎士と聖女が首を傾げた。どうやら違和感があるようだ。

「私たちも行きます」

　カーラ様とマリオン様が名乗り出てついて行ったのを私たちは見守っていた。

「そんなにダンジョン化が進んでいたのでしょうか」

「どうだろうね。カーラたちが見に行ってくれたから大丈夫だよ」

　カーラ様たちが気になってエリアス様とそんな会話をして、私はアーシェリアがずっと黙って下を向いていることに疑問を持っていなかった。

　テレサ様とお付きの人、見届けに来た人たちは一旦後ろに下がり、その場にいた聖騎士と聖女は前に出た。しばらくすると、見に行ってくれたカーラ様たちが戻ってきた。

「どうやら強いモンスターが生まれているようです。詳しく調査しますので、みなさんは建物から出てください」

　戻ってきたカーラ様がそう言ってみんなを教会の外に出るよう促した。誘導されてテレサ様を先頭にみんなが教会から出ていく。

「ここはカーラたちに任せよう」

　カーラ様とマリオン様、そしてもう一組のペアが教会に残った。いずれもランクの高い人たちなので、変に残るほうが足手まといになる。この場は任せようと私もエリアス様と教会の外へと歩き出した。みんなが教会の外に出て、エリアス様と私、アーシェリアが最後にそこを出るはずだった。

「プリモ……」

「え？」

　ギュッと手を引かれる。

　振り向くとアーシェリアが私の腕を強く引いていた。

「アーシェリア？」

　私が声をかけるとずっと下を向いていたアーシェリアが顔を上げた。

　その顔が歪んで見えたとき、そのまま体当たりされた。

「きゃっ！」

　尻餅をついた私の短い悲鳴にエリアス様が振り返った。

「プリモ！」

　エリアス様の焦った顔が見えた。

　バタン！

　その時、教会の扉が閉まった。

　そう、あの時のように。




　あの時と違うのは中にはアーシェリアが一緒だということだった。

「アーシェリア！　なんてことするの!?」

　扉が閉まるのを合図に空間が歪んでいく。ダンジョン化が急激に進みだした。扉を閉めてしまっては先に進んで行ったカーラ様たちにも影響がある。もしも、このダンジョンにボス級のモンスターが発生して、それに見つかったら、倒すまでこのダンジョンから出られなくなってしまう。

「……あなたが、あなたが黙って私の荷物持ちをしていれば、こんなことにならなかったのよ！」

　ゆらゆらと体を揺らしながらアーシェリアが私に向って言いだした。なんだか様子がおかしい。改めてみるとアーシェリアの目の下は酷い隈ができていて、目が落ちくぼんで見えた。

「ずっと落ちこぼれで、大人しくしていたらよかったのに。エリアス様とペアを組むのは私のはずだったのに……あなたなんか、いなくなればいい」

　アーシェリアの顔が斜め上に不自然に向いた時、その影に異質なものを感じた。

「まさか、傀儡師に取り付かれていたの？　でも、意識がある……体を乗っ取られたわけじゃないの？」

　その質問の答えにケケケ、とアーシェリアが笑った。

「取引したのよ。私が死にかけた傀儡師を次のダンジョンまで匿うかわりに、力を貸すようにって。でも、もういいわ。あなたがいなくなればそれでいいもの」

「モンスターと取引した？　正気なの？　アーシェリア！　まともに取引なんてされるわけがないじゃない！」

「いなくなってよぉおおっ」

　向ってくる影の中に傀儡師の気配がある。結界を張ってその衝撃を防ぐとアーシェリアが私から距離を取った。

「落ちこぼれが自分で聖力を扱えるようになるなんて思ってなかったわ」

　興奮した声でアーシェリアが私に言う。嫌われているのは感じていたが、ダンジョンで締め出されたことといい、生死にかかわるような嫌われ方をしているとは思っていなかった。

　聖力の光の玉を影にぶつけると効果はあるようだったが、それでも、影の中の傀儡師を足止めするくらいにしかならない。消滅させるにはあの影から引きずり出さないといけないし、聖騎士に力を借りなければならない。聖女には光の玉を出す以外にモンスターに対抗できる力はない。

　エリアス様がいてくれたら……。

　扉は、目の前で閉じてしまった。きっとエリアス様は私を心配してこちらに入るために今頃頑張ってくれているに違いない。けれども一度閉じた扉から入ってもダンジョン内は複雑になっているのですぐに合流できるかどうか……。

　先にダンジョンに入ったカーラ様たちと合流するしかない。まずは、この部屋の魔素を消滅させなければ。試験で大きな浄化を行ってしまったので、あとどのくらい聖力が使えるのかわからないけれど。

　どうしよう。

　アーシェリアがニヤニヤとこちらを窺っている。

　闇落ち……。

　稀にモンスターに魅入られてしまう聖女がいると聞いたが、まさかアーシェリアがそうなるなんて。モルガン家に生まれた聖女なのに……あり得ない。あんなに優秀な聖女だったのに。嫌われていたのは知っていたけれど、小さいころから憧れていたのに。

「アーシェリア、どうして？　あなたは優秀な聖女じゃない」

「優秀？　あなたに私の気持ちなんてわからないわよ。小さいころは原始の聖女アグネス様の再来だなんて言われて、あなたばっかりチヤホヤされて私はずっと影が薄かった。なのに、聖力は全く使えないポンコツで、それがわかってからもあなたはみんなに守られて、私はモルガン家の期待を一手に引き受けることになった。それが、どんなに大変だったかわかる？」

「……それは」

「いつも親の後ろに隠れていたあなたにはわからないわよね？　母は私が上手く聖力を使えなかったら鞭で折檻したし、食事も抜いたわ。モルガン家の当主になれって、一番になれないと生きている意味がないってね！」

「……叔母様が？」

「学園で、最下位で、それでものうのうと暮らしてるあなたに私の苦労がわかるわけがない！」

「アーシェリア……」

「私に尽くして、エリアス様とのペアを譲って、モルガン家の当主にしてよ！　どうして私を追い詰めるのよ！」

　アーシェリアの目から涙がこぼれた。今までアーシェリアの立場なんて考えてみたこともなかった。確かにアーシェリアが優秀だったために、私はモルガン家の期待を背負わなくてよかった。でも。

「私はずっと、あなたが羨ましかったのですよ？」

「それは、聖力が扱えなかったからだけでしょ？　エリアス様を手に入れて、聖力を使えるようになったなら、私はお払い箱じゃない。なんだったのよ！　これまで、あんなに努力して、叱咤されて、我慢して！　なんなのよぉ！」

　アーシェリアの悲痛な叫びが胸に刺さる。でもだからと言って、闇落ちして私の命を脅かすことは正しいことじゃない。

　アーシェリアの影にいる傀儡師が動いたのを見て、結界を張って防御する。

「消えろ！　プリモ！　私の前から！　消えろ！」

　興奮したアーシェリアはそう繰り返していた。

　とにかくみんなと合流して、アーシェリアの影に入った傀儡師を離さなければ。

「こんな時に……」

　保っていた結界が揺らいで来た。溜めていた聖力が少なくなってきたのだ。身の内に感じる聖力は有り余るほどにまだ感じるのに、その力を湧き上がらせることができるとは思えなかった。エリアス様とのことを想い描いて聖力を出したいと思っても、アーシェリアの告白を聞いて完全に心が冷えてしまっていたのだ。

「どうしよう……」

　わかっていても焦れば焦るほど状況は悪くなる。目の前に展開していた結界はどんどん薄くなってしまっていた。

　──プリモ！

　その時、耳元で声が聞こえた。

「え」

　その声には聞き覚えがあった。いや、正確には聞き覚えではない。『声』ではないのだから。

「まさか、エリアス様？」

　──そこに空間のひずみがある。一旦、そこに逃げ込んで体制を立て直そう。

　アーシェリアがすぐそこまで迫って来ていた。私はそのひずみに身を委ねて次の部屋へと転がり込んだ。

「っつ」

　──大丈夫か!?

「ちょっと、お尻を打ちましたけど、大丈夫です。それより、エリアス様ですよね!?　どうしてまたその幽霊スタイルに!?」

　──ああ、これ？　実はさあ、一度魂を傀儡師に抜かれてから時々幽体離脱するようになってたんだよね。でもこの姿だと壁を抜けられるから助かったよ～。目の前で扉が閉まった時はどうしようかと思った！

「体は、体はどうしたのですか？」

　──それは、プリモのお母さんに預けてきたから大丈夫。それより、どうなってる？　さっきのはアーシェリア？　まるっきりモンスターの気配だった。

「それが、アーシェリアの影に傀儡師がいました。どうやら前回のダンジョンの傀儡師は消滅しておらず、アーシェリアに匿われていたみたいです」

　──まさか、闇落ち？

「わかりません。アーシェリアの意識はしっかりしていたので」

　──とりあえず、そこのスライム気絶させてくれる？

「……」

　部屋の隅をみると、スライムがこちらを窺っていた。ピンクは二度と使わない。

　──またこの姿になるとはなぁ。

「ほんとにね……」

　水色のスライムに入ったエリアス様は、当たり前のように私の胸の谷間に潜り込んで来た。そこには遠慮も恥じらいもなかった。何かを確かめるように時々ブルブルと震えるのはやめてほしい。早めにゴブリンを探さなければ。

　──俺が来たからには百人力だからな。

　調子に乗ったエリアス様がブルブルと震える。

「ブルブルしないでください！」

　文句を言いながらも私は心が熱くなっていた。

　体を離れて魂だけになるなんて、とても危険な行為だとエリアス様が一番理解している。でも、それでも私を助けに来てくれたのだ。

　心強い。

　エリアス様がいるだけで、さっきまでの不安がすっかりと消えてしまっていた。

「プリモさん！」

　それから、また次の扉に抜けると、カーラ様たちと合流することができた。

「どうして、ここに？」

「それが教会の扉が閉まって、私はこちら側に残されてしまったんです」

「扉が閉まった!?　じゃあ、ボスを倒すか次の朝までここから出られなくなったってこと？　聖職関係者があんなにいたのに、どうしてそんなことが……」

「アーシェリアが……彼女が閉めたんです。私をダンジョンに閉じ込めるために」

「え……？」

「彼女は自分の影にモンスターを潜ませていました」

　私の説明にカーラ様が息を飲んだ。アーシェリアが闇落ちしているかもしれないと私が言ったようなものだからだ。信じてもらえないだろうけれど、言っておかなくてはならないと思う。

「……いきなりそんなことを言われて、ちょっと混乱してるわ。あなたとアーシェリアさんはライバルで、エリアスを取り合っていたって言っても過言じゃないもの」

「カーラ……でも、プリモさんはエリアスの恋人だよ？　そんな子が嘘なんてつかないだろ？」

　隣にいたマリオンさんがそう言ってくれた。しかし、後ろの聖騎士や聖女も戸惑ってこちらを見ていた。ずっと主席で聖女をしていたアーシェリアと万年底辺だった私。みんなが私の言葉をすんなりと信じるかと言えば無理がある。

　その時、私の胸が震えた。

　──プリモ、君の力を見せつけてやれ、浄化するんだ。イケるよね？

　エリアス様に励まされて、胸が熱くなる。そうだ。私には頼もしい味方がいる。幽体になったって、私を救いに来てくれるヒーローが。

「とにかく、浄化を始めます。アーシェリアの影に入っているのは『傀儡師』です。このダンジョンがもっと進化してしまう前に魔素を減らすことが先決です」

「そ、そうね。傀儡師というのが本当なら、それ以上のボス級のモンスターが生まれたら大変だわ」

「わ、私も」

　カーラ様と試験官の聖女が一緒に浄化するために手のひらを上に上げた。エリアス様がついていてくれる。そう考えるだけで思う様に聖力が溢れてくる。さっき尽きてしまうと思った聖力が手のひらから面白いように放たれた。

　おお……。

　浄化を始めると聖騎士から感嘆の声が聞こえた。いつの間にか隣の二人が私のことを驚いた顔で見ていた。

「アグネス様……」

　ポツリ、とカーラ様が私を見て言った。なんだか、恥ずかしい。

「まさか、ここまでとは……本当に聖力を扱えるようになったのですね」

「私一人の力じゃないんです。全部、全部、エリアス様のおかげです」

　私がそう言うと胸の間にいたスライムがドロッと解けた感じがした。

「はあ……エリアスが絶賛するのもわかったわ。こんなに質も威力もある聖力、今まで見たことがないわ。しかも、試験を受けて聖力を使ったはずなのに」

「聖力だけは昔からたくさんあるのです」

　てへへ、と笑うと四人が私をポカンと見ていた。すると、ぐらぐらと地面が揺れた。

　──どうやらもう、ダンジョンのボスは誕生していたようだな。傀儡師とは違う凄まじい魔素を感じる。

「今、教会全体を浄化されて、慌ててダンジョン化を進めているのね。早く何とかしないと。みんなで固まって行動しましょう」

　カーラ様の言葉に従ってみんなで部屋の隅に集まった。その時またぐにゃりと空間が歪んでダンジョンが進化する。

「もう魔素が増えて来てる。近くに墓地があるのが影響しているのかもしれませんね」

「こういうところによく出てくるボスは……」

「ネクロマンサーでないことを祈るよ」

　聖騎士の二人がつぶやく。ネクロマンサーとは死霊使いするモンスターでアンデッドを召喚してくる。傀儡師でも厄介なのに、もう一段階上の厄介なボスだ。いや、傀儡師と組むと一番厄介なモンスターである。

「はあ、エリアスがいてくれたら心強いんだけど」

　カーラ様の言葉にスライムがプルルと震えた。

「あの……実はいます。エリアス様が」

「え？　どこどこ？」

「ここに」

　私が両手を広げると手の上に胸元から飛び出した水色のスライムが乗った。条件反射のようにそれを浄化しようとするカーラ様の手から思わず除ける。

「カーラ様、実はエリアス様は幽体離脱できるんです。で、今このスライムに乗り移っています」

「……はあ？」

　みんなの視線が痛い。私だって逆の立場だったら信じがたい。エリアス様は色々と伝えようとしたけれど、その声は私にしか聞こえないみたいだった。

「カーラ様のお尻に葉っぱの形の痣があるって言ってます」

　エリアス様に言われて暴露すると、カーラ様は真っ赤になってお尻を抑えて、マリオン様もオロオロと真っ赤になった。まだあるとエリアス様は言ったが、信じるからもうやめてとカーラ様がエリアス様の暴露を止めた。

　簡単に事情を説明して、剣士系のモンスターが来たら気絶させるということで話が落ち着いた。

「……普段から、エリアスも規格外だと思っていたけれど、まさかプリモさんがそれを上回る人だなんてね。あなたに実力がないなんて言ったこと撤回させてください。ペアとして頑張らないといけないのはエリアスの方だったわ」

「いえ、すごいのはエリアス様だけなので」

「……」

　私が言うとマジマジとカーラ様が私を見た。『本気で言ってるよ、この子』とマリオン様がカーラ様に耳打ちしている。どうしたのだろう。

「とにかく、モンスターの体が必要だな。カーラ、プリモさんと部屋を出よう。ウルム様とヘレン様はここにいてください」

「あ、目くらましの結界を張っていきます」

「え。プリモさん、そんな高度な結界も作れるの？」

「エリアス様と特訓しましたから」

「特訓……まさか、あのシゴキ魔についていったってこと？」

　私が部屋の入り口に目くらましの結界を張ると三人（＋スライム）で外に出た。浄化した部屋を後にして魔素の濃い場所へと移動する。するとすぐにスケルトンが現れた。

　あの時のようにスケルトンを結界の中に誘い込み、聖力のボールを当てるとマリオン様が簡単にみねうちした。倒れたスケルトンの横にスライムを置くと、すぐにエリアス様がスケルトンに移った。

「ふあ～。さすが聖騎士がいると違うな。ありがとな、マリオン」

「ちょ、なんでスケルトンを捕まえるのがこんなにスムーズなのよ……」

「そりゃ前のダンジョンでプリモと苦労したからな。てか、カーラとマリオンで調査したんだろ？　俺たちの功績を信じてなかったわけ？」

「……だって、あんな広いダンジョンをほとんど一人で浄化したなんて、信じられる訳がないもの」

「だから言ったろ、プリモはすごいんだって」

「……」

「さて、体も手に入れたし、サクッとモンスターをやっつけていくぞ」

「確かに、喋り方がエリアスだな」

「剣捌きもいつもどおりだから安心しなよ、マリオン」

　ゆらりと立ち上がったスケルトンのエリアス様に二人がタジタジと言った感じだ。異臭を放つオークを知らない二人は幸せ者だと思う。あれは本当に口が臭い。

「あーあ。剣を持ってこれなかったのが唯一の不満だな。守護石がはまってたら、プリモの聖力を込められて楽勝なのに」

　エリアス様がスケルトンの持っていた剣を一振りしてそう言った。確かにあの剣はばっさばっさモンスターが切れるようだった。

「さ、戻ってみんなで作戦を練ろう。もう浄化した魔素が戻って来てる。よほど手強い相手だと覚悟しないと」

「わ、わかりました」

　スケルトンにエスコートされて部屋に戻ると、ウルム様とヘレン様が固まった。モンスターが味方になるって、なかなかない経験だと思う。

「中身はエリアス様ですので」

「お、おう……」

「わ、わかりました」

　説明すると二人は戸惑いながらも受け入れてくれた。

「このダンジョンのボスはネクロマンサーの可能性が高い。近くには墓地があって、死霊を呼びやすい立地だからな。アーシェリアの影に入っている傀儡師も操るという面では似たような能力だ。両方ともきっと数を倒していかないといけなくなるから、一体ずつ片づけたい」

「まず、地図で確認しよう。扉を閉めてプリモを閉じ込めたアーシェリアは教会の入り口付近にいた。もちろん、プリモをさがして移動しているだろう」

「この教会の地下は倉庫しかありません。でも、ダンジョン化がすごく進んでいて、随分広い空間になっています」

「これだけのダンジョンを作り上げるのだから、かなり力の強いモンスターが生まれていると考えていいだろう」

　聖騎士のウルム様と試験官をしてくれた聖女のヘレン様も意見をくれる。肌に感じる魔素の気配が今まで感じたことがないほどにピリピリしている。きっとみんなもそれを感じているに違いなかった。

「二手に別れよう。ウルムさんとヘレンさん、カーラとマリオンは魔素の濃い奥に進んでくれ。アーシェリアはきっとプリモを探しているだろうから、俺はプリモと傀儡師を倒してからそっちに向かうよ」

「わかったわ。お互い気をつけましょう」

　簡単に倒すと言ってのけるエリアス様にカーラ様が頷く。こういう信頼感が双子なんだなぁと思う。

　部屋を出て二手にわかれ、アーシェリアが私を見つけやすいように浄化を続けた。

　もう私はひとりじゃない。頼もしい聖騎士……いや、幽霊騎士様がいるのだから。

　ただ……心に引っかかることがあった。

「エリアス様、お願いがあります」

「なに？」

「アーシェリアを助けてください」

「……プリモを二度もダンジョンに閉じ込めた子だよ？」

「わかってます。それでもお願いします」

「……はあ。わかった」

　ジッと見つめていたらエリアス様はため息をついてから約束してくれた。

「ありがとうございます」

「けど、後でご褒美ちょーだいね」

「え？」

「それよりも、聖力どんな感じ？　上手く出てきてる？」

「それは……はい」

　正直、エリアス様が隣にいるだけで昨晩のあれやこれやを思い出して、すぐに聖力が補充されてしまうのだ。は、恥ずかしい……。

「上手くいってるみたいだな。昨日、愛し合ってよかったでしょ？」

「はうあっ！」

　エリアス様が言葉で私を揺さぶると簡単にまた聖力が溢れてしまう。もう、意図的なのかなんなのか。次の部屋に移動しようとしたとき、背後から不穏な魔力を感じた。

「プリモ、結界！」

　私を抱き込んでスケルトンが横に素早く移動する。私が結界を構築すると、すんでのところで襲いかかってきた炎を防ぐことができた。

「炎が……」

「普通の炎じゃない。青いでしょ？　あれは亡者の魂みたいなものかな」

　結界の中から後ろを窺うと、そこにはアーシェリアが立っていた。

「逃げたって無駄よ……私は知っているんだから。あなたがエリアス様なしでは聖力を上手く使えないってこと。ちょっと好きな人のことをからかったら、爆発するほどの聖力があるくせに普段は全然使えないのだもの。試験中はどうやったのかは知らないけれど、エリアス様と引き離した今、ずっと使い続けるのは無理じゃないの？　ついさっきだって結界が薄くなっていたじゃない」

「……知っていたのですか？」

「なにを？　あなたがエリアス様のことを考えたら、聖力が出るってこと？　知ってたもなにも、いつもダンジョンで利用させてもらってたじゃない」

「え……もしかして、いつも私を連れて行って、からかってきてたのは」

「あはは。まだ気づいてなかったんだ。あなたが浄化してくれたら後が楽だからね。無駄に多い聖力を使わせてもらっていただけよ」

「知っていたのなら、教えてくれてもよかったでしょう！」

「どうして私が？　あなたが聖力を使えるようになったら困るじゃない」

「困る？　なぜ？　浄化ができる聖女は一人でも多い方がいいでしょう？」

「はっ！　あなたのそういう清く正しいところも嫌い！　あなたが活躍したら私はどうなるのよ！　今までの努力が水の泡よ！」

「それは……叔母様が怖いから？」

　私が言い返すとアーシェリアが息を飲んだ。叔母は怖い人だ。母がモルガン家の当主になった時からずっと母を恨んでいると聞いている。そして、次こそは自分の娘を当主にとやっきになっているとも聞いていた。女の子を産むために夫を三人も変え、様々な努力をし、やっとアーシェリアを先に身籠ったのに、数か月後に母も私を身籠ったと知った時は発狂したという。

「アーシェリア、一緒に今後のこと考えましょう？　きっといい案が浮かぶはずです」

「もう遅いわ！　遅いのよ！　あなたが、あなたさえいなくなれば！」

　興奮したアーシェリアの影が動く。傀儡師が移動してきている。

「プリモ。結界の凝縮を試そう。アーシェリアごと傀儡師を拘束できるかもしれない。大丈夫、俺を信じて」

「はい」

　練習ではまだ成功したことはなかった技だ。聖力の光でアーシェリアを囲い、その影ごと範囲を徐々に狭めていく。だんだんと光が強くなっていくとその効果も大きくなる。そうすることで影の中の傀儡師も一緒に拘束できるはずだ。手をかざして意識を集中した。きっとうまくいく。エリアス様が傍にいるのだもの。

　ムニュ。

「ん？」

「プリモ、集中！」

「は、はい！」

　ムニュ、ムニュ。

「はうううっ」

　う、後ろからスケルトンが胸を容赦なく揉んでくる。私の不安な気持ちを察知してのサポートだろうけど、くううっ！

「エリアス様、今、スケルトン！　スケルトンだからぁあっ！　ひいんっ」

　ダメっ！　ピンポイントで乳首弾かないで、こんな時に！　って思うけど聖力が溢れてくる。くううっ。アーシェリアと傀儡師の目の前でこの醜態！

　後ろからスケルトンに胸を揉まれながら聖力出してる聖女なんて、いるかー!!

「……プリモ、あなた何を……」

　アーシェリアが驚いて私を見ている。拘束しようと結界を張る私を見て言っている言葉だと信じたい。決してスケルトンに後ろから胸を揉まれて聖力を出している変態だと思って出た言葉ではないはず！

　ぐ、ぐぐぐあががあああっ！

　結界がアーシェリアの体を縛るように小さくなったとき、影から傀儡師が飛び出てきた。

「プリモ！　傀儡師を拘束して！」

　む、胸を掴みながら言うなぁああっ！　とはいえ影から出てきた傀儡師にも結界を展開する。情けないけど、すごいタイミングよく聖力が溢れてくる！　思ってたけど、いつも思ってたけど、今日は言わせてもらいます！

　この、鬼畜っうう!!

　ズバッ！

　ズバッ！

　エリアス様の剣が唸る。傀儡師の操り糸の出る腕をまず切り落としたエリアス様がすかさずその体を両断した。

「プリモ！　浄化だ！」

「はいいっ」

　一切無駄のないその戦い方もエリアス様らしい……。さっさと倒れた傀儡師を浄化するとその場にはアーシェリアが残った。

「プ、プリモ……あなた、まさかモンスターにそんなことをさせて聖力を？」

「あ、や、違います！　今はスケルトンの姿ですが、これはエリアス様なんです！」

「そうそうエリアスだから。今、幽体離脱してこのスケルトンの体を乗っ取ってるの、俺」

「え？」

　完全に私の醜態を見て毒気を抜かれてしまったらしいアーシェリアが、ポカンと私とスケルトンを見ていた。

「あの……情けない話、こ、こうやって協力してもらわないとまだ聖力を使えないのです。お願いですから黙っててください」

「……え」

「あの、ほんと、いずれは何とか自分で自由に聖力を出せるように努力しますけど、これがバレたら、私、生きていけないので」

「……はあ」

「戦意喪失したっぽいけど、我に返ってプリモに危害を加えたらダメだからな。とりあえず、拘束させてもらうよ」

　あっという間にエリアス様に手を縛られてしまったアーシェリアが床に転がされる。

「浄化はできるようにしてやってるんだから、そこで大人しくしてろ。さ、プリモ、みんなと合流するぞ」

「は、はい」

　この部屋はアーシェリアが浄化していれば大丈夫だろう。ぽかんとしているアーシェリアを残して私とエリアス様は魔素の濃くなる方へ急いだ。








　第十三章　ネクロマンサーとの闘い









「プリモ、俺が運ぶから移動しながら浄化を続けて」

　私を俵担ぎしたスケルトンが魔素の濃い方へと進む。私は抱きかかえられながら浄化を続けた。

　前方からキンキンと剣のぶつかる音が聞こえてくる。魔素量が半端なく多くなってきた。

「死霊たちが出てきてる。プリモ、下ろすよ。ここからは後ろからついて来て。で、前方に光の玉を打ちながら照明ね」

「はい」

　容赦のない指示が飛んでくる。しかしこれぞ、エリアス様である。私ができると信頼してくれているのだ。

　ばっさばっさとスケルトンの幽霊騎士が死霊を剣で切り裂いていく。これが守護石のはまった剣ならば、もっとすごい威力だっただろう。圧倒的強さ。

「エリアス！」

「エリアス様！」

　カーラ様やウルム様たちがエリアス様が来たことによってホッとした顔をした。その前方には黒くおどろおどろしい姿のモンスターがいた。

　ネクロマンサー……。

　予想通り、ボスはネクロマンサーだったのだ。初めてみる上級のモンスター。なんか顔がドロドロ溶けて見える。傀儡師やスケルトンとは違い、ネクロマンサーは元々先読みができる占い師のモンスターである。その戦い方は占いでもって先に起こることを知り、動くと言うもの。占いの的中率は八十パーセントで、かなり知能の高いモンスターである。

　ネクロマンサーの足元からは次々と死霊が呼び出されてくる。マリオン様とウルム様が死霊を切り裂いてカーラ様が浄化、ヘレン様が結界を展開してネクロマンサーの足止めをしていた。

「厄介だな……」

　現役の優秀な聖騎士と聖女が二組いても溢れ出てくる死霊を倒すので精いっぱいだった。どうにか目くらましをしてネクロマンサーに近づこうとしても、ネクロマンサーはタロットカードを出しては未来を予想してその攻撃を防いでしまう。

「エリアス！　指示を出して！」

　カーラ様が叫んで、後方で様子を窺っていたエリアス様が声を上げた。

「マリオンとウルムさんは同時に攻撃しないでくれ。交互にタイミングをずらして行動を悟られないように！　カーラとヘレンさんは死霊が出てくる足元に結界を展開して」

「でも、足元に集中したら、部屋が……」

「それは大丈夫。プリモ、部屋を照らして浄化！」

「はいっ」

　エリアス様の指示に手を上にかざす。明るくするのは得意なのだ。部屋が明るくなって浄化が始まると、死霊の出てくるスピードがゆっくりになった。そこに結界が展開されるとネクロマンサーが死霊を召喚できなくなった。

「一人でこんな明るさの浄化ができるなんて……本当にすごい力だわ」

　カーラ様のつぶやきに、『照明聖女』だったことも悪くないと思えた。

　死霊の足止めができるとネクロマンサーがタロットを出して先を読む。エリアス様の言うように聖騎士の攻撃をランダムに切り替えると、先読みのスピードが追い付かなくなってきたようだ。そこへ、変則的な動きでエリアス様が切り込む。

　が、やはり攻撃はかわされてしまっていた。

　長引くとよくない。

　きっとみんなそう思っている。カーラ様もヘレン様もずっと結界を張っているわけにはいかない。

　打開策は……すがるようにエリアス様を見ると、彼はこちらを見て笑った。

「へっ……」

　みんなが真面目にネクロマンサーと闘っているというのに、私は後ろに回ってきたエリアス様にお尻を掴まれた。

「プリモ……君の中、熱くて、エロくて、サイコーだった。大好きだよ……」

　そっと耳元で囁かれるその言葉……。




　大好きだよ……

　大好きだよ……

　大好きだよ……




「プリモ！　聖力、最大出力！　浄化しまくれ！　気絶するくらい出しまくれ！」

「は、はうううっ！」

　今はスケルトンだってわかっていても、やっぱりそれはエリアス様で！　昨日は、初めては、なんていうか！　もう、なんかもう！　あんなことや、こんなことをぉおおっ！

　初めて、初めてぇのおおおおおっ！

　もう、もう、そりゃあもう！　私だって！

　大好きですーー!!

　聖力が今までで一番体から湧き上がる。

　エリアス様の思惑通りに最大出力で浄化をする。両手を上げて思い切り。後のことなんて考えなくていい。エリアス様が傍にいてくれるんだもの！

　私が浄化を始めたのを見て、エリアス様がネクロマンサーの目の前に踊り出る。焦って占いのカードを出したネクロマンサーが、思い通りの結果にならないのか何度もカードを切った。

　ぐおおおおおっ！

　唸り声とともに諦めたようにカードを投げ捨て、逃げ腰になったネクロマンサーにエリアス様の剣が頭上から真っ二つに切り裂くように落とされた。

　ぎゃああああああっ！

　ドロドロの体が割けて床に広がっていく。

「プリモ！　浄化！」

「はいいいっ！」

　キラ、

　キラキラと私の放つ聖力が光り輝きながら上から落ちてくる。

　心から、信頼してる、

　大好きで、

　大好きで堪らないエリアス様。

　これが愛の力だっていうなら、そうなのだと頷ける。

「プリモ、お疲れ様。じゃあ。最後はこの体を浄化してね」

　ネクロマンサーを浄化して、ダンジョン内に魔素を感じなくなった。最後にエリアス様が入っていたスケルトンの体を浄化すると、急にそこはただの教会の地下室となり、部屋の隅には手足を拘束されたアーシェリアが転がっていた。

「こんな、規格外の聖力なんて、見たことがありません……」

　ヘレナ様がつぶやき、カーラ様たちは呆けていた。私も今まで生きてきてこんなに聖力を使ったことはなかった。やっぱり、エリアス様はすごい。

「プリモ！」

　教会の扉がバン！　と開いて、駆け込んで来たエリアス様が真っ先に私を抱きしめた。

「エリアス様」

　いくら戻れるとわかっていても心配になってしまう。心臓の音を確認するために胸に頬を擦り寄せると、労うようにエリアス様に頭を撫でられた。

「よくやった、プリモ。君は素晴らしい聖女だよ」

「みんな、みんな、エリアス様が助けに来てくださったおかげです」

「いつだって、君のためならお安い御用さ。あっ、でもネクロマンサーを消滅させる前に俺とプリモの相性を占わせればよかったな」

「そんなことできるんですか？」

「次にネクロマンサーを退治するときは、拘束して弱らせてから占わせようよ。相性最高って出るに決まってるけどね」

「……」

　なんてことのないように言うエリアス様に冷や汗が出る。……上級モンスターにそんなことさせようなんて本気でできると思ってるんだ。

「アーシェリア！　アーシェリア！　何てこと……」

　そこで叔母の声が聞こえた。どうやら縛られたアーシェリアを見て発狂しているようだ。

「お待ちなさい、ジニー。あなたの娘がプリモに体当たりしてダンジョンの扉を閉めるのを数人が目撃しているのですよ」

「そんなこと、アーシェリアが縛られている方が問題よ！」

　駆け寄って縛られた手をほどこうとする叔母に抵抗するように、アーシェリアが体を捻った。

「お母様！　私は二度もプリモをダンジョンに閉じ込めました。そして、モンスターに魅入られ、傀儡師を己の影に匿い、試験で一番になれるよう取引をしました。私は聖女には相応しくありません。ましてモルガン家の当主など、もってのほかです」

　縛られたアーシェリアが声を張り上げて叔母に向き合った。それを聞いた叔母は激高して手を上げた。

　バシン！

「!?　プ、プリモ!?」

　その時、自然と体が動いた。だって縛られている我が子に手を上げる母親なんて、あんまりだと思ったのだ。アーシェリアを庇って背中を打たれた私を見て、その場にいたみんなが息をのんだ。

「叔母様、あんまりです。今まで頑張ってきたアーシェリアをここまで追い詰めたのは叔母様です。意地悪もされてきましたが、アーシェリアはずっと私の目標で憧れでした。それは、努力して立派な聖女になろうとしていたからです」

「プリモ……」

「私はずっとアーシェリアが羨ましかった。でも両親の背中に守ってもらっていて気づいていなかったのです。モルガン一族の期待の矢面に立ち続けなければならなかったアーシェリアの心の負担のことを。ごめんなさい、アーシェリア」

「私も……ごめ……ごめんなさい。プリモ。私もずっと羨ましかった。聖力が使えなくたって両親から愛されるあなたが。小さいころに父も私を残して屋敷を去ってしまったわ。私はずっと褒められることもなく、モルガン家の当主になることだけを望まれ続けてきた。膨大な力を持つあなたが聖力を使えるようになったら、私なんて適わないってわかってた。モルガン家の当主になれなくて、母に捨てられるのが怖かった」

「な、何を言ってるの？　アーシェリア……」

「ごめんなさいっ。私がしたことは許されることじゃない。学園に入って、聖女の素質は友愛精神で決まるって習ったとき、私には全く理解できなかった。でも、今はわかるわ！　こんなことした私を庇える心こそ聖女に必要なのよ！　プリモこそが、本物の聖女だわ」

「アーシェリア！　あなたはモルガン家の当主になるために生まれたのよ！　今更、こんなこと、許されないわ！」

「ジニー、もうやめて。ダンジョンの扉を閉めることは中に残った人たちを危険に晒す行為よ。プリモだけの問題ではないし、アーシェリアはすべてわかって懺悔しているのよ？」

「黙っててよ、姉さん。あんたなんか大っ嫌いだわ！」

「……どうやら、聖女として再教育されないといけないのはアーシェリアだけではないわね。誰か、ジニーをアーシェリアから離して連れて行きなさい」

「え？　どうして!?　テ、テレサ様？　何するのよ！　離して！」

　聖騎士数人に抑えられて叔母が連れていかれた。私がアーシェリアの前にしゃがむと、アーシェリアが私の顔を見ながら涙をこぼした。

「私を庇って叩かれるなんて大馬鹿だわ」

　そんなことを言うアーシェリアに首を横に振った。

「あなたは何度も心を殺されていたのね」

　私の言葉にアーシェリアの涙が崩壊した。私はアーシェリアを抱きしめて、彼女も抱き返してくれた。

　もっと早くわかり合えていたら、ここまでアーシェリアが追いつめられることはなかっただろう。そのうち、私たちを包むように母も父も上から抱きしめてくれた。その様子を見てエリアス様も抱き着いて、みんなも集まってきた。おずおずと背中を包むようにみんなが手を広げる。やがてその輪は大きくなった。




　その後、アーシェリアは今までのことを懺悔し、各地の教会で奉仕活動をすることになった。叔母はアーシェリアとの面会は一年に一度、様子を見ながらと決められ、聖女の更生施設の勤務となった。お互いにいい結果が出ることを祈るのみだ。

　試験は私が主席と発表され、晴れてエリアス様とペアを組めることになった。ランクはまさかのＡに上がって、さらにこれからの業績でＳに上がれると言われた。落ちこぼれだった私が夢みたいだ。








　エピローグ　プリモの力は愛する人と共に









　試験日から少し経って落ち着いてから、私はエリアス様とデートした。鬼の特訓が終了したのが心の底から嬉しい。

「さて、プリモも聖女見習いを卒業して一人前に仕事を受けることになるからね。もちろん、俺のペアとして。……申し訳ないんだけどさ、俺、カーラと組んでた時、引っ張りだこだったんだ。ペアが決まっていないこの数か月はのんびりしてたけど、これからは忙しくなると思う」

「そう、なのですね」

　いきなり、ソロで依頼が来ると思うとちょっとプレッシャーだけれど、でも大丈夫。きゅっとエリアス様の袖を掴むとそっぽを向かれた。あれ？

「あのね、プリモ……可愛いことしないで。俺、自分がこんなに我慢のできない人間だと思ってなかった」

「ん？」

「俺、アーシェリアのことをやっつけずにちゃんと確保したよね」

「や、やっつけるって……ま、まあ、助けてくださいましたね」

「じゃあご褒美ね」

「え？」

「プリモのことになるとさ、いろんなことがぶっ飛んじゃう」

　エリアス様に手を引かれて街を抜ける。まだ待ち合わせたところだというのに以前引っ張ってこられた宿屋に向かった。二回目となると手慣れたもので、さっと手続きを済ますと部屋に入った。

　扉が閉まるとすぐに腕の中に閉じ込められる。

「俺さ、アーシェリアのこと許す気はなかったんだ。プリモがなんて言っても懲らしめるつもりだった。でもプリモが許して、アーシェリアが本当に反省する姿を見て、これが本当の聖女なんだってわかったんだ」

「私は半人前ですし、エリアス様がいなかったら何もできません」

「あのね、プリモはたとえ聖力が使えなかったとしても、誰よりも聖女なんだ。もうね、ほんと好き、大好き、愛してるんだ」

「エリアス様……わ、私も幽体になってまで助けに来てくれて、本当に、本当にうれしかったんです。大好きです、エリアス様……私も愛してます」

　告白し合って頭に血が上る。そろそろと上を向くとこちらをじっとうかがうエリアス様。恥ずかしくなって下を向くと頭の上にキスされた感触がして、次に額にキスが降りてきた。そうしてエリアス様の顔を仰ぎ見る。いつも自信たっぷりな鬼教官。でも世界一頼もしく強くて素敵な人。そんな人を私がこんなに余裕のない顔にさせているなんて信じられない。

　エリアス様が頬にキスしてから耳を軽くかじった。こんなことされて頭が沸騰しそう。

「プリモ、キスしよう」

　そのまま囁くなんてずるい。視線を揺らしてワタワタしながら、どうしようもなくてエリアス様のシャツを掴む。観念して顔を向けるとエリアス様が軽く鼻をこすりつけた。ああ、大好きです。大好きなんです。エリアス様。

　目を閉じると唇でハムハムと上唇を挟まれ、下唇も挟まれる。ちゅっと音がして、一旦唇が離れていくので薄目を開けると、その顔を見たことを後悔した。

　どうしよう。

　愛しいって顔をしている。

　堪らないって。

　きっと私も同じ顔をしているに違いない。

　薄く開いた口に舌が差し込まれると深いキスが始まる。私の舌を追いかけるようにエリアス様の舌にこすられて、ピチャピチャと音が聞こえてくる。

　体に力が入らなくて、エリアス様にしがみついているので精いっぱいだ。

「ごめん、余裕がない。先に繋がっていい？」

　ハアハアと荒い息をしたエリアス様のすがるような声にこっくりと頷く。

　すると抱き込まれたままベッドに沈んだ。すぐにスカートを持ち上げられてショーツを下げられる。性急なのに割れ目に触れた指は優しくなでるように差し込まれる。キスだけで潤ってしまっているのが恥ずかしいのに、わざと音が鳴るようにクチャクチャとこすられた。

　片手でベルトを外したエリアス様はスラックスを脱ぎ去って私の足を開いた。

「挿入いれるよ？」

　その言葉にコクコクと頷くと、チュッとキスしてからエリアス様がその昂ぶりを入り口に押し当てた。もう初めてではないのに受け入れる行為にまだ慣れない。ふう、と息を吐いて結界を張って避妊する。そのタイミングでエリアス様は私の中に潜り込んで来た。

「ハッ、ハアハア……」

「プリモ……可愛い。大好き」

「エリアス様」

「今日もいっぱい、愛し合おうねっ」

「はううっ」

　余裕なく服を着たまま、激しく揺さぶられる。可愛い、可愛いと繰り返されて、もう訳がわからなくなる。私の天使様は天使じゃなかったけれど、でも最高に素敵な人だった。

「ごめんっ、でるっ」

「エリアス様！　エリアス様ぁあああっ」

　名前を呼んで絶頂に達して、まどろむ暇もなく次は服を取り去られ、ベッドの下には二人の脱いだ衣装が転がっていた。

「この胸、最高……」

　ゆさゆさと胸を掴みながらエリアス様が嬉しそうな声で呟く。乳首を指の間に挟まれてキュッと刺激されると子宮がキュンキュンと収縮する。それが嬉しいのか気持ちがいいのか、エリアス様は硬さを保って私の中に潜り込んだままだ。

「プリモのどこもかしこも最高だ」

「やあん！　ハア、ダメッ、そこ、おかしくなっ……ひいんっ」

　腰を揺らしながら入り口の突起をくるくるといじられて目がちかちかする。また簡単にイかされて、もうハアハアと短い息を繰り返すことしかできない。

「聖力が溢れ出てきてる。すごいよ、プリモ」

　見上げると何とも満足そうなエリアス様が見えた。

　溢れる聖力。

　……そうですよね。それも目的なんですよね。そう思うと少し冷静になった。

　エリアス様が私のために色々と頑張ってくれて、聖力が出せているのはわかっている。

　だから私もどんなエッチなことをされても我慢してきた。

　半ば強引に初体験に持っていかれたことも、次の日が試験であったことはエリアス様の計算のうちなのだろう。

　大好きな人との愛の行為は気持ちがいい。

　それは間違いないのだが……。

　エリアス様の手のひらの上で転がされている。コロコロころころと。そう思うとなんだか悔しい気持ちがむくむくと湧いてきた。

「考えたのですけど、自分のされた恥ずかしい姿を思い出すより、エリアス様の悩ましい姿を思い浮かべる方が一人で聖力が出るかもしれませんよね？」

「どういうこと？」

「試してもいいでしょうか。はい。エリアス様、バンザイしてください」

「バンザイ……」

　素直に手を挙げたエリアス様の手首を枕カバーを抜いて縛ることにする。一生懸命結んでいるのに、その間エリアス様は私の胸にレロレロとむしゃぶりついていた。いたずらする両手をなんとか縛ったというのに！

「ちょっ……ダメッ、大人しくしてください」

「だって、なにこれ、ご褒美過ぎる……」

「乳首吸っちゃ、ヤッ……！」

　やっとのことでエリアス様の両手首を縛るとそのまま、乳首に吸い付くエリアス様をはがして、仰向けに倒した。身動きが取れなくて、困った顔が見れるはずだったのに、見下ろすエリアス様の顔はワクワクとして、目がキラキラと輝いていた。

　あれ？　なにか、間違った？

「で、次は？」

「動いちゃダメです。私がエ、エッチなことを今からしてしまうんですからね！　エリアス様は、う、動けなくて困ればいいんです」

「うんうん！」

　そうは言ったものの、どうすればいいかわからない。しかし、何と素晴らしい体なのだろうか。割れている腹筋に指を這わすとピクリとエリアス様の体が揺れた。私の乳首はエリアス様に吸われ放題なのだから、私だって吸っても怒らないだろう。私が動くのをじっとエリアス様が見守っていた。

　ちゅう……。

　軽く指で乳首をクニクニと押してから赤ちゃんみたいに口に含んでみた。いつもされているみたいに舌でつついたり、吸い上げたりしてみると、エリアス様の息づかいがハアハアと荒くなった。うわっ、エリアス様がなんと色っぽい。こ、これは興奮する。

「……気持ち、いいですか？」

「プリモ、お願い……下も手でこすって」

「下……」

　後ろを見るとエリアス様の分身がこれ以上ないほどにガチガチに上を向いていた。未だかつてこれが大人しいところをあまり見たことはない。

「手でして……」

　色っぽく懇願されて、片手でそこを優しく掴んだ。こっちが赤面するほど熱くて硬い……。

「気持ちいいよ……」

　褒められると喜んでしまう。口の中の乳首を舌で転がすと、火照った顔のエリアス様が私を見つめている。そんな色気にあてられたのか私の体も熱い。さっきまで受け入れていた膣なかがキュウキュウと切なく私に足りないものを訴えた。

　私の方が我慢できそうにない。

「エリアス様……挿入いれていいですか？」

「も、もちろん！」

　とてもいい返事をもらってから、エリアス様の体に乗りあがって彼の体を跨いだ。そうして息を整えてから、カチカチのそれを私の入り口にあててゆっくりと腰を下した。

「くうっ」

「うあっ」

　パチュン、と隙間なく受け入れると今まで感じたことのないくらい奥を刺激された。

「ん、ハアハア……」

　自分の体の重みでエリアス様を受け入れ、彼と密着している。これ以上ないところまで到達したそれに体がこじ開けられそうだ。未知の感覚に両手を彼の胸について、息を整えているとエリアス様が唸った。

「プリモ、この体制だと俺、動きづらい。お願いだから動いて。こんな最高の眺めでおあずけなんて辛すぎる。も、出そう。イかせて」

「動く？」

「腰を浮かせて出し入れしてくれたらいい。そ、そうっ、ああ、いいっ」

　ゆっくりと腰を動かすとエリアス様の悩ましい声が聞ける。

「これで、いいですか？」

「ああ、もう、じれったくて我慢できない！」

「え？」

　その時、ブチっと音が聞こえて私の腰がガバリと掴まれた。ひらひらとエリアス様の腕を縛っていた枕カバーがゴミとなって散っていく……。

「プリモ、結界よろしくね」

「へあっ!?」

　エリアス様が言い切る前に下から腰を押し付けた。

「ああっ、騎乗位サイコー！　めっちゃいい眺め！」

「や、やあん！　あっ、はあっ、あっ、はあっ」

　激しく下から突き上げられて体が上下に揺れる。胸がブルンブルンと揺れるのを楽しんでいるようでエリアス様も大興奮だ。

「ああもう、プリモが可愛すぎる！　エロい、エロ過ぎる！」

　ジュプジュプと結合部から、聞いたことのないような激しい音がする。奥を刺激されて自分の愛液がこれ以上ないくらいに溢れているのがわかって、恥ずかしくて堪らない。

「ああ、気持ち、いいっ。プリモはっ？　気持ちいいよね？」

「いいっ、気持ち、いいっ」

　体が激しく揺れて、太ももがガクガクする。下から最奥にガンガン打ち込まれるたびに、目がチカチカした。気持ちいい、気持ちいいよう！

「プリモ、イくよ！　いい？」

「エリアス様ッ……イって、イってください！　ああーっ！」

　快感が体を突き抜けて、脱力するとエリアス様が上半身を起こして、私を自分の体の横へと誘導した。私はハアハアと息を逃しながらガクガクする体で四つん這いになっていた。

「ひうんっ」

　何かが股間をぬるりと探ったかと思えば、そのまま後ろに回ったエリアス様にまた後ろから挿入された。あれ？　終わったはずじゃ……。

「積極的なプリモも最高に好き」

「好き……？」

「ほんとに、もうね、堪らないね」

「ああっ、まって、私、イったところでっ」

「俺に任せて、プリモにお返しさせてね！」

「ひゃん！」

「ああ、もう俺の恋人、世界一！」

「やあんっ、ね、や、まって……」

　腰を掴まれ、体を揺さぶられ、ぎしぎしとベッドが悲鳴を上げていた。

　その後も暴走したエリアス様に翻弄されて、繋がって、キスをして、愛を確かめ合った。

　結局、一度も主導権を取れないまま、へとへとになった私はエリアス様に文句を言って、彼は私をなだめるために好きなものをなんでも買ってくれると約束してくれた。

　欲しいものなんて、思いつかないけれど、エリアス様が隣にいる買い物は楽しいので許してあげることにした。いつかきっとギャフンと言わせたい。




　後に史上最高のペアと言われた私たちは、お互いの手を取り、前を向いて進みだしたところであった。








ああ、愛しの幽霊騎士様


落ちこぼれ聖女は愛の力で世界を救う!?
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